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「ここ、……は？」

　斬きりヶが宮みや臣おみ哉やが目を覚ますと、世界は真まっ暗くら闇やみだった。

　光の一いつ切さいを排はい除じよされたそこは、空間という概がい念ねんすら消し去られ、ただ漆しつ黒こくが蟠わだかまっている。

　その蟠る漆黒に吞のみ込まれでもしたのか音もまたなく、自身の呼吸すら見失いそうだった。

　認にん識しきの大半を構成する視覚と聴ちよう覚かくを剝はく奪だつされ、曖あい昧まいになった自他の境界は今にも崩くずれそうだ。

　辛かろうじて残る皮ひ膚ふ感覚が、そこに肉体という輪りん郭かくを自覚させ、自己の存在を維い持じしている。

　それでも気を抜ぬくと今にも吞み込まれそうな漆黒から逃のがれるように、ぶんと頭を振ふった。

　すると頭の中を、軽い疼うずくような痛みが端はしから端に転がり、眉み間けんに皺しわを寄せさせた。

　覚えのないその痛みに顔をしかめつつ、戻もどってきた意識に現状を認識させようと試みる。

　しかしどれほど目を凝こらし耳を澄すませようとも、臣哉を包む漆黒は晴れることはなかった。

　唯ゆい一いつわかったのは、自分が拘こう束そくされている、ということだけだ。

　両腕うでは後ろ手に回され、間に椅い子すの背もたれを挟はさんで手首をまとめて縛しばり上げられている。

　両足は左右それぞれ、脛すねと足首の二ヶ所を椅子の脚あしに縛りつけられ貧びん乏ぼうゆすりさえできない。

　臣哉の体は、明らかに何者かの作さく為いの下もと、拘束されていた。

　……………………なんでだっ!?

　身に覚えのない劣れつ悪あくな待たい遇ぐうに心の中で叫さけぶ。

　ちょっと待て、俺はなんでこんな目に遭あっているんだ。

　急に心配になり、慌あわてて記き憶おくの蓋ふたをこじ開ける。

　必死に探して出てきた、途と切ぎれる前の記憶は、紙コップに注がれた温かいコーヒーだった。

　そのコーヒーは、部活見学の際に誘さそわれ覗のぞいた部で、もてなしとして出されたものだ。

　豊ほう潤じゆんな香かおりと絶ぜつ妙みような苦みで、普ふ段だんは砂糖もミルクも入れる自分がブラックで美味おいしく飲めた。

　コーヒーを飲んだ後、どうしてか猛もう烈れつに眠ねむくなって、部の人に勧すすめられるまま横になって。

　気がついたら、この状態だった、というわけだ。

　どうにも自分でも悲しくなるくらいに文脈の繫つながらないちぐはぐな話だった。

　まさかその部に一いつ服ぷく盛もられたわけじゃあるまいし、あまりこの記憶はあてになりそうにない。

　そうなると現状から自分が置かれた状じよう況きようを把は握あくしなければならないのだが、さて。

　この状態、どう前向きに解かい釈しやくしても好意的な感情の類たぐいは微み塵じんも感じられない。

　少なくとも害意、ひょっとしたら敵意、あったら嫌いやだな悪意、これはないと信じたい殺意。

　というか、もうこれ、本人の許可なく拘束している時点で犯罪だよな。

　ようやく、というか遅おくればせながら、ジワジワと空そら恐おそろしい想像がこみ上げてくる。

　拉ら致ちとか、監かん禁きんとか、暴行とか、殺害とか、人生とか、終しゆう了りようとか、そんな言葉がよぎる。

　目の前の暗くら闇やみは臣おみ哉やのその想像を具現化するように嗤わらっている気がした。

　背筋を悪お寒かんの冷たい舌が舐なめ、額に手のひらにと嫌いやな汗あせをかかせる。

　もしかして、これって、ヤバくないですか？

　遅おそまきながら、そんな温ぬるめ緩ゆるめの表現で現状をなんとか認めようとした、その瞬しゆん間かん。

「ようやく目が覚めたようですね」

　声が、した。

　自分のものではないその音に、ビクンと肩かたを震ふるわせ反射的に周囲を見回す。

　しかし黒々と横たわる闇やみの向こうには誰だれの姿を見つけることもできない。

　もっともここでは、たとえ鼻先にいたとしても気がつかなかっただろうが、それはともかく。

　それでもキョロキョロと声の主を探そうと視線を四方に送る臣哉に向けて、再びの声。

「どうやら、私がどこにいるかまったく見当もつかないようですね」

　どこか得意気にも聞こえる口調のその声は、地の底から響ひびくように位置を摑つかませない。

　正体不明の声に翻ほん弄ろうされる臣哉の様子に声はやはりどこか優ゆう越えつ感を残す声で告げる。

「私はここです」

　言葉とともに、パッと足元に光が灯ともり。

　そこに、少女がいた。

　臣哉の右足と左足の間から、明かりに照らし出される顔をにょきっと突つき出す形で。

「おわっ！」

　完全にお化ばけ屋や敷しきの現れ方に驚おどろいた臣哉が、思わず背を仰のけ反ぞらせギシと背もたれが軋きしむ。

　その少女がお化けであるはずなどもちろんなく、単なる仰あお向むけに寝ね転がった人間である。

　椅い子すの下に体を滑すべり込ませ腹の位置に構えた懐かい中ちゆう電でん灯とうで顔を照らすのが単なるかは別として。

　ともかく、そんな少々エキセントリックな登場をした少女は。

「ま、眩まぶしいです、め、目の前が真っ白です、な、何も見えま、ひゅんっ」

　自分で点つけた明かりで自分の目を潰つぶしていた。

　臣哉よりも暗さに慣れた目に直接光を当てれば無理もないが、少女には予想外だったようだ。

　うろたえるように両手で何度も両目を擦こすりながら、視力を回復しようと努めていた。

　ちなみに、最後のひゅんというのはくしゃみであるらしい。

「ひゅんっ、す、少し待ってくだひゅんっ、時間が経たてば、視界は戻もどりまひゅんっ」

　ひゅんだひゅんまひゅん、と空気の抜ぬけるようなくしゃみを連発する少女。

　どうやらこの少女、光くしゃみ反射体質なんだな、とどうでもいいことが臣哉にはわかった。

　そして、そのあまりにも間の抜けた姿にさっきまで昇のぼってきていた緊きん張ちようと恐きよう怖ふが引いていく。

　とてもじゃないが、この目の前、いや足の間の少女に危機感を覚えることができない。

　さらに、少女の身につけていた服が決定打となって臣哉から完全に警けい戒かい心を消し去る。

　その服は、シンプルながら洗練されたデザインと男女問わず評判の臣おみ哉やの学校の制服だった。

　くしゃみと一いつ緒しよに踊おどる胸のタイで、少女が先せん輩ぱい、第二学年だということまでわかる。

　ただそれだけのことで、未いまだ拘こう束そく状態にあるにも関かかわらず、臣哉は全身から脱だつ力りよくした。

「もう、どうしてくしゃみが止まらなひゅんっ。これでは、相手に甘く見られまひゅんっ」

　正しく少女の危き惧ぐしたとおり、臣哉はすでに少女を脅きよう威いと捉とらえられなくなっていた。

　いっこうに止まらないくしゃみと格かく闘とうを続ける少女を見かねて、助たすけ舟ぶねまで出してしまう。

「その、懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりを絞しぼったらいいんじゃないか？」

「なるほど、その手がありましひゅんっ。えっと、ここを回して……はくひゅんっ」

「強くなってる強くなってる、逆方向に回せ逆方向に」

「わ、わかってまひゅんっ。これは貴方あなたを試ためしただけでひゅんっ」

「……俺の何が試されたんだ？」

「う、うるさいでひゅん」

　徐じよ々じよに落ちた光度は最終的に最初の半分ほどの明るさに落ちついた。

　まだ小さく鼻を鳴らしながらも、少女の語尾からはようやくくしゃみが取れた。

　ハンカチで軽く顔を整えると少女は何事もなかったかのように澄すました顔で言った。

「ようやく目が覚めたようですね」

「あ、そこからやり直すんだ」

「い、いちいち話の腰こしを折らないでください。こちらにも段取りというものがあるのです」

　そう言われては、おとなしく口を噤つぐむしかない。

　現状、危険はなさそうだとはいえ、事態が不ふ明めい瞭りようなのには変わりはない。

「とりあえず、体の調子はどうですか」

「ずっと手を縛しばられているせいか肩かたが少し痛い。それだけだ」

「そうですか。念のために訊ききますが、いまいち意識が覚かく醒せいしきらなかったり、どことなく全身の感覚がふわふわと浮いたような感じになっている、ということはありませんか」

「それはないが……なに、なんか、あるのか？」

　まるで医者の問もん診しんのような質問に、気になって訊き返すと、こともなげに少女はさらりと。

「いえ、説明書の記き載さいよりも長い時間眠ねむっていたので、睡すい眠みん薬やくの量を間ま違ちがえたかと思いまして」

「そうか、いや、大だい丈じよう夫ぶだ。今のところ、そんなこともな…………睡、眠、薬？」

「はい。たった五ミリリットルで象もコロリといく飲用式睡眠薬だったのですが、その強力さから希き釈しやくが少々難しく、ひょっとしたら、と思ったのですが大丈夫だったようですね」

　臣哉が眠くなったのは、コーヒーを飲んでからだったと記き憶おくしているのだが、まさか。

　その疑念が鍵かぎとなって、先ほどの記憶でもまだ不ふ鮮せん明めいだった部分がはっきりと思い出される。

　そうだ、自分はこの少女を知っている。

　自分はこの少女の勧かん誘ゆうを受けて、暇ひまだったからほいほいついていってコーヒーを飲んで。

「…………あんたかぁっ！」

「と、突とつ然ぜんなんですか、び、びっくりするじゃないですか、なんですか急に声を荒あらげて」

「荒げないでか！　俺に睡すい眠みん薬やくを一いつ服ぷく盛もったのはあんただったのか！」

「そうですがそれがなにか。睡眠薬など、一時の眠ねむりを与あたえるだけのものです。なにもストリキニーネや青酸カリを飲まされて永遠の眠りについたわけではないんですから、そうことさら大おお騒さわぎするようなことではないではないですか。睡眠薬は紳しん士し淑しゆく女じよの嗜たしなみです」

「象もコロリといくようなやつはもう睡眠薬じゃなくて毒だ！　それに睡眠薬でも同じだ！」

　誰だれだ、この少女を脅きよう威いじゃないなんて言った馬ば鹿か野や郎ろうは。

　俺だ、俺の馬鹿野郎！

　危あやうく殺されかけたと知ってヒヤヒヤの臣おみ哉やに、少女は鬱うつ陶とうしげな視線を送る。

「過ぎたことをぐちぐちといつまでもうるさいです」

「人間は過ぎたことしか糾きゆう弾だんできないんだ！」

「私は過去を振ふり返らない女なのです」

「せめて罪は振り返ってください！」

　本気なのかとぼけるつもりなのか、いずれにしろ罪悪感はなさそうだ。

「でしたら問題はないです。貴方あなたは体に睡眠薬によるものと思われる影えい響きようは出ていないと言いました。それはつまり睡眠薬によっては何も害を与えられていないということです。ということは、単に私は貴方に心地ここちよい眠りの世界をプレゼントしただけの睡すい魔まのようなものです」

「普ふ通つうに睡眠薬を盛った悪魔だ！」

　一応、責めてはみるも、どうにも暖の簾れんに腕うで押おしの感がある。

　まったく応こたえる様子もなく話を切り替かえるあたり、いい性格をしているようだ。

「そんな些さ細さいな話は置いておいてです。ところで、貴方は、自分が今、どのような立場にあるのか、どれくらいの割合で理解していますか。主観で構いませんから答えてください」

「は？」

　唐とう突とつにそんなことを訊きかれても、臣哉は何も答えられない。

　割合でいうならほぼゼロ、拘こう束そくされているという表面上のことしか理解できていない。

　そんな彼の内心を表情から読み取ったのだろう少女は、小さく息を吐はいた。

　その態度がちょっとムッと来たので、まったく関係のないことを言ってやる。

「そうだな、あんたが先せん輩ぱいで、光くしゃみ反射体質だってことは理解した」

　臣哉のそんな子どもじみた返答に、少女は身構えるような表情をした。

「ど、どうして私が先輩であるとわかったのですか」

「え、どうしてって、そりゃタイを見れば」

　という彼のタネ明かしを聞く前に、少女は先に自分の中に答えを見つけ出していた。

「な、なるほど、斬きりヶが宮みや臣哉、あの女の恋人というのは伊達だてではないということですね。すでに私のことは調査済みというわけですか。ということは、この状じよう況きようはすでに予想していた事態であり、わざわざ取り乱すほどのことではない、と。いえ、むしろこれは、私の策に乗ってやった、とでも言うつもりですか。予期できたものを回かい避ひせず、自らその危機に足を踏ふみ入れ、かつそれを打ち破ることにより、相手にさらなる大きな敗北感を与あたえようということですか。ふん、なかなかどうして、あの女の傍かたわらを許されるだけのことはあります。その、人を小こ馬ば鹿かにしたような正せい攻こう法ほうまであの女そっくりです。見ていると少しムカムカします」

　なんだか臣おみ哉やの与あずかり知らぬところで評価が上がっているようだったが、嬉うれしくない。

　それと、あの女、っていうのは誰だれだ。

　恋人だの傍らを許されているだの言っているが、まったく心当たりがない。

　こちとら十五年、そんな素す敵てきなものがいたことが一度だって一いつ瞬しゆんだってないのだが。

　だから人ひと違ちがいではないかと思ったが、真っ先に名前を呼ばれているし、それはない。

　さてこれはどういうことだと首を捻ひねる臣哉をよそに、少女は闘とう争そうの意志を固める。

「いいでしょう、あの女との前ぜん哨しよう戦せんとして、相手にとって不足はありません。その不敵なまでの余よ裕ゆうが、いかに傲ごう慢まんで不ふ遜そんなものであったか、後こう悔かいとともにその身でとくと味わうといいです。四よ方も都つ学園高等部二年、撃うつ路ろ崎さき真ま咲さき、逃にげも隠かくれもしません、いざ尋じん常じように勝負ですっ」

　びゃっと両手を前に、つまり上に突つき出し何かの構えのようなものをとる少女。

「いや、この状態でどう戦えって言うんだ」

　アントニオ猪いの木きとモハメド・アリの一戦以上に嚙かみ合わない。

　ともあれそれよりも。

「撃路崎真咲っていうのか」

　図はからずも少女の名前がわかった。

　臣哉がそのことを口頭で確かく認にんすると、ひっと怯ひるむような声とともに真咲の手が空を切る。

「な、なにを馴なれ馴れしく呼んでいるんですかっ。お父様にも呼ばれたことないのにっ」

「呼んでなぜ悪いか！　いや、っていうか、それとても寂さびしい話じゃないか!?」

「お、男の方に名前を、それもフルネームで呼ばれるなど、は、初めてだったんですよっ」

「今までよく無傷で来れたな！　もしかして生まれはアマゾネスですか？」

「わ、私の初めてはすべて生しよう涯がいをともにする男の方に捧ささげるつもりだったのに、それがこんなところで、あの女の恋人に奪うばわれるなんて……、し、仕方がありません、あの女と別れて、わ、私と、その、い、一いつ緒しよになりなさい、そうすれば、ま、丸く収まります、大団円です」

「いや全然収まってない！　あちこち飛び出てるからね！　とりあえず落ちつけ、こんな男のために人生を棒に振ふる必要なんてないんだから、そう、犬に嚙まれたとでも思って！」

　どうやらこの真咲という少女、一見冷静そうだが、とんでもなくテンパりやすいらしい。

　その気配は、なんとなく最初からしていた気はしたけど。

　たぶん、地図があっても予定の道を一本間違えただけですべてがぐちゃぐちゃになるタイプ。

「そ、そうです、こんな男は、単なる犬です」

「誰だれがこんな男で単なる犬だ！」

「あ、貴方あなたが言ったのではないですかっ」

「そうでした！」

　自分で言ったことも忘れるとは、それなりに自分も混乱しているのかもしれない。

　まず自分が落ちつくべしと大きく深呼吸をして、呼吸を整える。

　真ま咲さきのほうは先ほどのリセット法では効かないのか、まだ挙動不ふ審しんにおたおたとしていた。

「手のひらに人という字を三回書いて、それを飲み込むと落ちつくらしいぞ」

「ひ、人、ですか。人、人、人」

「それは入だ」

「う、うるさいです、どちらも支え合っているんですから同じようなもんです」

「一文字違ちがいが大違いだ。人じん口こうと入いり口ぐちじゃまったく意味が変わる。人口に膾かい炙しやするだと広くたくさんの人に良さが知れ渡わたるっていう意味だけど、入口に膾炙するだと他人の家の入口に膾なますとあぶり肉をばら撒まくっていう嫌いやがらせの意味にしかならないだろ。ほら、書き直せ」

　親切に臣おみ哉やはリトライを勧すすめたが、真咲はそれを拒きよ絶ぜつするように両腕うでを組み、そっぽを向く。

「そんな必要はありません。そもそも私は取り乱してなどいません。とても落ちついています。私の心は常に凪なぎなんです。いわば明めい鏡きよう止し水すいの境地、極きわめればピカッと光って金色です」

「くしゃみが止まらなくなるんじゃないかそれ」

「わ、私のことはいいです。それよりも貴方の話です」

　自分に都合の悪い話は聞きません、とはふざけているが、話を元に戻もどすことに異存はない。

　が、その前に、言っておかなければならないことがある。

「その、先せん輩ぱい」

「真咲でいいです。その画一的で儀ぎ礼れい的な呼び方はあまり好きではありません」

「いや、でもさっき、呼ばれたくない、みたいなこと」

「それはもういいです。私の初めてはもう貴方に汚よごされてしまいましたから、諦あきらめます」

「人聞きの悪いこと言うなよ」

「でも事実は事実です」

　口では諦めると言いつつも、根には持っているらしく、拗すねるように言われてしまう。

　少女の夢を打ち砕くだいたのは偶ぐう然ぜんなわけだが、それでもそんな態度をとられると少し心苦しい。

　なので自分は悪くないとは思いつつもなんだか罪悪感を突つかれて、おずおずとした声で。

「ま、真咲」

「な、なんで呼び捨てなんですかっ。また私の初めてがひとつ奪うばわれましたっ」

「いや、だって、真咲でいいって」

「そ、それでも常識で考えれば、さんをつけるなりなんなりあるでしょうっ。ど、どうして私が貴方あなたに呼び捨てにされなければならないんですかっ。はっ、もしや、そうやって、どんどんと私の初めてを奪うばっていくのが、あ、貴方の目的なんですかっ。じゃ、じゃあ、このままだと、私は、初告白も、初手て繫つなぎも、初プロポーズも、初ハニーも、は、初キス、まで、う、奪われてしまうんですかっ。や、やめてください、これ以上、私を、穢けがさないで、くださいっ」

「勝手におかしな想像をするな！」

　いったい俺が何をしたっていうんだ、こっちは被ひ害がい者じゃないか。

　などという臣おみ哉やの内心は、当然ながら聞こえるはずもない。

「このままでは身も心も貴方に汚よごされてしまいそうですっ。それでっ用件はなんですかっ」

「あ、いや、その真ま咲さきさん」

「な、なんですか、人の顔をまじまじと」

　言葉と同じく尖とがった視線が臣哉を刺さしてくる。

　その視線を努めて気にしないようにしながら、手の代わりに顎あごをしゃくって。

「そこから、出ないのか？」

　そこ、というのは、もちろん椅い子すの下、ということである。

　ここまでどさくさで流してきたが、真咲は臣哉の股またの間から顔を出しているようなものだ。

　この位置関係、今いま更さらながらだが、健全な男子であるところの臣哉にしてみれば嫌いやな感じだ。

　それは健全、かどうかはわからないが女子であるところの真咲にしても同じだったようで。

　指し摘てきに、先ほどまでではないものの、目の奥に動どう揺ようを浮かべつつ。

「た、確かに、この体勢は少々問題があるような気も、します。わかりました、話の続きはここを出てからということにしましょう。少し待っていてください、すぐに出ますので」

　そう言うと、両手で椅子の脚あし、というか臣哉の足を摑つかむとそのまま、うん、と体を押し出す。

　うん、と押し出し、うん、と押し出し、うん、と押し出し、うん、と押し出せ、ない。

「あ、あれ、出ま、出ません」

　力を込めているが、いっこうに真咲の体が椅子の下から出てくる様子はない。

「…………もしかして、詰つまった？」

「そ、そんなわけありません、詰まりなどするはずもありません。私はスレンダーなんです。スレンダーだねと大評判なんです。ええ、けして胸部が物足りないというわけではなく、全体的に脂し肪ぼうのつきにくい、スレンダーになりやすい成分構成と骨格をしているだけで、摂せつ取しゆした栄養分が胸部に行きとどいていないというわけではないんです。別に可か哀わい想そうではありません、むしろ私のような人間は羨うらやましがられるタイプなんです。そこのところは理解できますね」

「え、あ、俺？」

「なんですか。私が胸部がいささか心持ち雀すずめの涙なみだに猫ねこの額ひたいほど平均に足りないかもしれない可能性があるのかもしれないことに対して一人で言い訳しているようにでも聞こえたんですか。だとしたら貴方は耳掃そう除じをしたほうがいいです。もしくは耳みみだけ芳ほう一いちになってください」

「お坊ぼうさんうっかりしすぎ！」

「そんなことを訊きいているのではありません。理解できますねと訊いているのです」

「わかった、わかりました！」

　さっきまでの慌あわてぶりが噓うそのように堂どうに入いった迫はく力りよくのある声に頷うなずかされる。

「……それで、まだ出ないのか？」

「う、うるさいですね。黙だまって見ていてください。すぐにスポーンと抜ぬいて見せま」

　ビリ。

　聞こえてきたのはそんな爽そう快かいなオノマトペではなく、リアルな破音だった。

　その不吉な音にピタリと動きを止めた真ま咲さきは、片手を椅い子すの下に運び何事かを探さぐる。

　答えはすぐに顔に出た。

　明らかに動どう揺ようした気配が、目の奥だけではなく表情全体から滲にじみ出る。

「…………どこを破ったんだ」

「や、破った？　な、何を言っているのですか貴方あなたは。スカートの裾すそなど破れてないです」

「でも今、ビリッて」

「そ、それは幻げん聴ちようです。でなければ、きっと私が何か電でん撃げき的な特とく殊しゆ能力に目覚めたことを知らせる放電による音ではないですか。いえ、きっとそうです。と、とにかく、今の音は何かが破れた音などではありませんし、ということは無論、何かが破れてなどいないです。それ以上失礼な詮せん索さくをすると、目覚めたばかりの能力で貴方を耳みみなし芳ほう一いちにします」

「平家の怨おん念ねんじゃなくて物理攻こう撃げきで耳を持っていかれる！」

「そして秀ひで吉よしに送ります」

「そういう歴史知識いらない！」

　未いまだ両手足を拘こう束そくされている臣おみ哉やは、口は出せても手も足も出せないし出ない。

　黙だまって真咲の悪あく戦せん苦く闘とうぶりを見守るしかないのだった。

　しかし、彼女に何か別の策があるわけでもなく、やることは変わらない。

　いっそう気合を入れて、ううんと体を押し出すだけ、という代かり映ばえのしない作業だ。

　それでも塵ちりも積もれば、どうにか無事にじりじりと抜け出してきたようで。

「よ、ようやくゴールが見えてきました。もうゴールしてもいいですよね」

「すみません、その台詞せりふ、こんなとこで言うんじゃねぇよ」

「えいっ」

　臣哉の言葉など当たり前のように無視して、最後のひと押し、力を込めて腕うでで押し出す。

　その甲か斐いあってか、スポーンとそれはもう清すが々すがしいまでのスポーンぶりでスポーンと抜けた。

　スポーンというオノマトペが実際に聞こえるほどに、見事だった。

　スポーンと、スカートごと、抜けた、いや、脱ぬげた。

　勢いそのままに、ズジャーと逆向きリュージュで床ゆかを滑すべって椅子から抜け出る真咲。

「……………………………………………………………………………………………………」

　その深い、深い沈ちん黙もくは、どちらのものだったか。

　たぶん両者のものだった。

　視線もまた両者、同じ場所に向けられている。

　脱ぬげたスカートの下。

　は、剝むき出しの素す足あし、というわけではなかった。

　真ま咲さきの腰こしから下は、厚手の黒いストッキングで覆おおわれていた。

　女子高生ならではの防寒対策が、今は視線を防いでくれていた。

　もちろん、当の本人にはそんなもの、あってもなくても同じ紙装そう甲こうである。

　そして臣おみ哉やには、なんだか素足とはまた別の艶なまめかしさを覚えさせるものだった。

　運が良いのか悪いのか、一いつ緒しよに転がり出た懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりまでもその足を注視している。

　時が凍こおるのが見えた。

　その凍りつき止まった時の中で、真咲だけではなく臣哉もまた、大いに混乱していた。

　な、何か言わなくては。

　けど、何を言えば。

　それはわからなかったが、言わなければ目の前の爆ばく弾だんが爆発するのは確定だった。

　爆弾は、懐中電灯の明かりの陰かげで、赤青紫むらさきと顔色を変えていた。

　その体はカウントダウンのようにショックで小刻みに揺ゆれている。

　フォローを、何か、フォローをしなくては。

　しかし、フォローっていっても、どうすればいいんだ！

　マイナスを打ち消す、要はプラスになるようなことを言えばいいのか!?

　大たい抵ていの人間がそうであるように、臣哉もまたこんな状じよう況きように置かれたことはない。

　そんな彼の口から出た言葉は。

「ま、真咲さんって、綺き麗れいな足、してるんだな」

　きっちりと地じ雷らいを踏ふんだ。

　確かに、真咲は見事な脚きやく線せん美びであり、それ自体はプラスと捉とらえて差さし支つかえのないものだった。

　だが、ここでその事実は、何も、誰だれも、救わない。

　ぼふっ、という音とともに真咲の頭が内部で破は裂れつしたかのように大きく後ろに傾かしぐ。

　顔の三色に加えて目が白黒と二色でめまぐるしく回る。

　様々な混乱が頭の中で渦うずを巻いた真咲が次にとった行動は、当然にして愚おろかな行こう為いだった。

「か、返してくださいっ」

　今にも泣き出しそうな顔で、それでも涙なみだを見せない気き丈じようさで、バタバタと真咲が駆かけ寄る。

「わ、私の、スカート、です、返して、返してくださいっ」

　臣哉の足元にしゃがみ込み、椅い子すに盗とられたスカートを奪だつ還かんすべく、引っ張る。

「あ、おい、ちょっと！」

「か、返してください、わ、私の、スカ、スカートですっ。こ、こんなはしたない姿を、見られるなんて、しゅ、羞しゆう恥ちの極きわみですっ。こ、このまま、では、わ、私は、可か愛わいいお嫁よめさんに、なれません、こんな、穢けがれた私は、生しよう涯がい可愛い独身で、過ごすことに、なってしまいます、そ、それはダメです、ダメなんです、私の夢は、素す敵てきな旦だん那な様と一いつ緒しよに、白い小さなお家うちに住んで、大きなゴールデンレトリバーを飼って、世界一幸せな家庭を築くことなんです、それが、こんなことで、ご破算になるなんて、ダメです、ダメなんです、だから、返して、くださいっ」

「わかった、真ま咲さきさんの夢はわかったから、もう少しゆっくりと、丁てい寧ねいにだな！」

「あ、貴方あなたは、私のあられもない姿が見られるから、そ、それでもいいでしょうけど、わ、私は冗じよう談だんじゃありません、私の夢が懸かかって、いるんです、そ、それとも、貴方がその素す敵てきな、だ、旦那様になってくれると、でも、い、言うんですかっ。ゴールデンレトリバーも、白い小さなお家も、用意してくれる、と言うんですかっ」

「それは無理だけど！」

「こっちだって願い下げですっ。余計な口出ししないでください。とにかく、今はスカートを」

　その必死の形ぎよう相そうに喉のど元もとまで出かかった注意の言葉を飲み込みそうになる。

　それでも、それは言わなければならない。

　それも早さつ急きゆうに。

「返す、返すから、そんなに乱暴に引っ張るな、それ以上強く引っ張ると」

　ビリリリリリリッ、と。

　みなまで言い終わる前に、予想していた事態へと展開する。

　先ほど聞こえたものと同じ、絹を裂さくような音とともに、どてんと真咲が床ゆかに転がる。

　九十度回転して倒れた上半身と、上空に突つき出された手。

　そこにはスカート、だった布きれが、握にぎられている。

　スカートは、腰こしのあたりから縦にざっくりと入った大だい胆たんなスリットで左右に泣き別れていた。

「…………だから、言っただろうが」

　届かなかった注意に、臣おみ哉やは我がことのように重くため息をつく。

　スカートを五体満足に救出できなかった真咲は、それを認めまいと破れた個所を合わせる。

　呆ぼう然ぜんとした顔で、その絶対に完成しないパズルを少しの間、試し行こう錯さく誤ごして。

「…………そ、そうでした、今日は人と会う用事があったんです。急いで帰らなくては」

　不自然な挙動で、現実逃とう避ひを始めた。

「待て待て待て、その格好でどう帰るつもりだ！」

「ど、どうにかなります、こう、ものすごい早足で帰れば、きっと残像効果でロングスカートに」

「見えるか！　しかもそれ、本ほん末まつ転てん倒とうだからな！」

「じゃ、じゃあどうすればいいと言うんですかっ。貴方あなたが穿はいているズボンを貸してくれると言うんですかっ。そんなこと無理です、貴方が死にでもしない限りはできるはずありませんっ」

「なんで俺の死がキーポイントになるんだ！」

「ま、まさか、生きたまま貸してくれると言うのですか」

「貸さないよ、少なくとも真ま咲さきさんにはな！」

「いいです、最初から敵である貴方に頼たよろうなどとは考えてませんっ」

　捨すて台詞ぜりふのように吐はき捨てると、スカートだった布を手に、臣おみ哉やから離はなれていく。

　重い足取りで懐かい中ちゆう電でん灯とうの光のわずか外に体育座りをし、未練がましく布を突つき合わせる。

　それで繫つながるはずなど万に一つもないのだが、諦あきらめる様子もなく、何度も試ためす。

　その、方向は間ま違ちがっているが一いつ生しよう懸けん命めいとも取れる真咲の行動に、またひとつため息をつき。

「なあ、これ、ほどいてくれないか」

「嫌いやです」

　取りつく島もなくピシャリと拒きよ絶ぜつされる。

「それは牧場に狼おおかみを解き放つようなもんです」

「狼、って、俺？」

「男は狼なのよ、気をつけなさい、とお母様は幼い私によく言って聞かせてくれました」

「それは単に歌を歌っていただけじゃないか」

「長きに渡わたり人の口に上るものは、歌でも昔話でも伝説でも少なからず真理を含ふくむもんです」

「まあ、わからないでもないけど」

　歌か謡よう曲と昔話や伝説は伝承の単位が一桁けた二桁ほど違うのだが。

「そんなことしないって」

「どうだか。では訊ききますが、貴方は私のこの姿を見て、チラリとも心動かされなかったと」

「ああ。まったくな」

　噓うそをついた。

　臣哉も年とし頃ごろの男子なので、あの光景にまったく心動かないなどということはなかった。

　むしろ、ちょっとワクワクドキドキしてしまったくらいだ。

　しかしそれをここで素す直なおに白状しては真咲の警けい戒かい心も拘こう束そくも解くことはできない。

　なので、表面上は無関心を装よそおってしれっと言ってやった。

「それは聞き捨てなりませんね。まるで私に女性としての魅み力りよくがないみたいです」

「人によって魅力の基準はそれぞれだろうが、少なくとも俺は真咲さんには感じないな」

「ぶ、侮ぶ辱じよくですっ」

　憤ふん慨がいする声が暗くら闇やみの向こうから聞こえる。

「頭にきました。こうなったら私の魅力を貴方にこれでもかと見せつけてやります」

　あれ、努めて人じん畜ちく無む害がいな羊を主張しようとしたのだが、話がおかしな流れになってないか。

　敵意の炎ほのおを両目に滾たぎらせた真ま咲さきは、近づいてくると。

「こ、これでどうですっ」

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの光の円に真咲が入り、両足を揃そろえてそろりと伸のばす。

「どうって言われても…………それで、何を思えと」

「こ、この艶なまめかしさに耐たえるとは、かなりできますね」

「これのどこに艶めかしさがあるんだ。俺はてっきり泥どろつき大根が並んでるのかと思ったぜ」

「だ、大根っ。い、いいでしょう。こんなものは小こ手て調しらべです。私の本気が、どれほどの魅み力りよくを生むか、覚かく悟ごしてください。お子様立ち入り禁止の艶あでやかさに出血多量で死ぬといいです」

「それは楽しみだ」

　今度は両足を組み替かえて、伸ばした片足をもう片足が上からまたぐ、というポーズ。

「おいおい、それは体育の柔じゆう軟なん体操か？　そんなんじゃ今時、小学生だって落とせないぞ」

「これでも効きませんか。仕方がありません、虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず、攻せめなければ勝利もまたありません。鼻血必至のこのポーズ、ハンカチの用意を十分にして見るといいですっ」

　武む者しや震ぶるいが見え隠かくれする両足を、体育座りの姿勢からつま先を左右に開きＭ字。

　これはっ、とさすがに臣おみ哉やの心に動どう揺ようが走るも、それを悟さとられては狼おおかみの判を押されてしまう。

　ぐっと、色々こらえて、できるだけ嘲あざ笑わらうような顔を作り、冷たく言い放つ。

「確かに、ハンカチは必要だな。真咲さんの想像力の貧相さには、涙なみだが止まらない」

「ば、馬ば鹿かな、この技が通じないですか!?」

「もうそれは古いんだよ。それにどのポーズにも言えることだが、ポーズというものはただその一ヶ所を見せればいいというものじゃない。表情、髪かみ型、手の置き場所、上半身の捻ひねり具合、下半身の筋の張り、重心の置き場所、服装の乱れ具合、煽あおり文もん句く、それらすべて全身全ぜん霊れい画面のすべてを使ってドラマを作り出し、いかに魅みせる部分を際きわ立だたせるかが重要なんだよ。あんたのはただの姿勢だ。子どもが変身ヒーローの真ま似ねをしているようなものさ。遠く及およばない」

　とても馬鹿なことを言っているな、と他人ひと事ごとのように臣哉は思った。

　しかしこれくらい語れば大だい丈じよう夫ぶだろう……………………何が？

「ふ、深いですっ。ただ単に、それっぽいポーズをすればいいと思っていた私が浅はかでした」

「これでわかっただろう。そんな浅い魅力観しか持っていない真咲さんの魅力程度では、俺はどうこうする気も起きないってことが。……………………真咲さん？　あの、なにを？」

「ここを、こうして、えっと、ここは少し緩ゆるめて、ここは、もっとこう、よし」

　臣哉のそれとなく告げた手打ち宣言を完全に無視して、何やら制服を弄いじる真咲。

　てきぱきとそれを終えた彼女は、疑問符ふとともに見ていた臣哉をよそに、その場に横になり。

「こ、これで、どうです」

　そう恥はずかしげに尋たずねてくる。

「、っ」

　その質問に、臣おみ哉やは衝しよう撃げきのあまり即そく答とうすることができなかった。

　真ま咲さきは、単に寝ね転がっているだけ、なのだが。

　縦の軸じくは微び妙みように斜ななめにずらし、足は先ほどの開かい脚きやくよりも心持ち狭せまく両膝ひざを立てている。

　伸のばされた左の手は引っ搔かくように床ゆかに爪つめを立て、右の手は熱を計るように甲こうを額へ。

　わずかに崩くずれた髪かみはただ広がるに任せ、口の端はしにかかった残り髪が乱れを覗のぞかせる。

　制服はそれぞれボタン一つ分ほど緩ゆるめられており、その隙すきから覗く肌はだが白く淡あわく光る。

　物もの憂うげに開かれた瞳ひとみは潤うるみ、頰ほおにさした色はささやかな朱しゆ、唇くちびるの光こう沢たくが艶つややかに照る。

　初うい々ういしさからくる恥はじらいと、一線を踏ふみ越こえる大だい胆たんさが、危あやうげなバランスで成り立つ。

　その、おそらく一いち期ご一いち会えの交わりがもたらす雰ふん囲い気きが、生々しくも儚はかなげに少女を包む。

　文章では表現しきれない艶やかさと清らかさが魅み力りよくとなって、真咲から溢あふれ出していた。

　ごくり、と唾つばを飲み込む音に、臣哉は自分が吞のみ込まれかけていることに気がついた。

　マズい、今の音は聞かれただろうか、だとしたらせっかく張ったハッタリが崩くずれる。

　相手の反応を確かく認にんしようと、素す早ばやく視線を送ると、真咲は気がついていないようだった。

　向こうもまたテストの結果を親に見せる子どものように恐きよう々きようと、臣哉のほうを見ていて。

「どう、ですか。私、魅み力りよく、ありません、か？」
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　そんなことを言われては、すぐに目を逸そらさざるをえない。

　比ひ較かく的おとなしいと思っていた内なる狼おおかみがやる気を出さない保証は、もはやなかった。

「な、なんで目を逸そらすんですか、そんなに、駄だ目めでしたかっ。こ、これでも、まだ足りないと、そう言うんですか、わ、わかりました、これでもまだ、と言うんなら、こ、ここを、こう」

「ストップ！　ストップストップ！　わかった、わかったから、それ以上は！」

　見えないが、衣きぬ擦ずれの音が彼女のこの先の行動を簡単に予見させる。

　さすがにそれをさせると色々と問題が発生するので、慌あわてて臣おみ哉やは止めた。

「わかった、とはどういうことですか」

「魅み力りよく的、真ま咲さきさんは十分に魅力的だ！」

　臣哉の上げた白旗に溜りゆう飲いんが下がったのか、ふん、と荒あらい鼻息を鳴らす。

「ようやく認めましたか。まったく、手間をかけさせます。私にこんな格好までさせ……」

　どんな格好をしていたか、冷えた頭で見直した真咲の声と動きが止まる。

「な、なんて格好をさせるんですかっ、こんな、は、破は廉れん恥ちな、格好っ。貴方あなた、変態ですかっ」

「そっちが勝手にしたんだろうが！」

「貴方が私に魅力がないなどと失礼なことを言うからですっ。だ、だいたい、これは貴方の教きよう唆さによるもので、私はプロデューサーである貴方の言われるままにしてしまっただけですっ」

「そこまで真咲さんをマスターはしてない！」

　ギュッと体を縮ちぢこまらせてハリネズミのように警けい戒かい心バリバリの真咲が睨にらむように見てくる。

　その刺とげ々とげしい視線に突つき刺さされつつ、何の話をしていたのかようやく思い出した。

「そうだ、これをほどいてくれって話をしてたんだよな」

「よくその口で言えますね。ほどくわけないです。口先だけでも私に、あ、あんな格好をさせるんですから、この上、拘こう束そくを解いたらどうなるか、目に見えています。そ、それに、私の魅力にすっかりまいったようですから、これはもうなおさら、馬の鼻先にニンジンです」

　あんなの卑ひ怯きようだ、健全な男子なら目の前でうら若き乙女おとめがあんなことしたら大たい抵てい負ける。

　そう抗こう議ぎしようとしたが、そうなるとリベンジマッチが開かい催さいされそうなのでやめる。

「そのスカート、直せるって言ってもか？」

「な、直せるのですか」

「完かん璧ぺきにはもちろん無理だけど、ここから穿はいて帰るに困らない程度には」

「は、話が上手うますぎます。まるでとってつけたような理由です。そうやって私を騙だまして首尾よく解放されたら私を、その、押し倒たおす気ですね。そしてその、なにか、するんです」

「そこは具体的じゃないのかよ」

　警けい戒かいされるのもわからないではないが、それだといっこうに話は進まない。

　だから、スカートを直して穿かせてひとまずの安心を与あたえなければならないのだが。

「疑うんなら俺のブレザーの右ポケットを探さぐってみろ。そこに携けい帯たい用の裁さい縫ほうセットが入ってる」

「本当ですか？」

「それを自分で確かめてみろって言ってるんだよ」

　真しん偽ぎのほどを測りかねているのだろうが、しかし真なら血路が開ける。

　このままではジリ貧であるし、外部の助けもできることなら頼たよりたくない。

　だが、この男がそんな素す直なおに自分を助けるのだろうか。

　そんな葛かつ藤とうがしばらく見え隠かくれした後、真ま咲さきは決断をした。

「右のポケット、ですね」

「ああ。右の、内ポケットだ」

　できるだけ足を見せないように床ゆかを這はいずり臣おみ哉やに近寄ると、中ちゆう腰ごしでブレザーに手を伸のばす。

　服をまさぐる指先の服越ごしに感じる感かん触しよくを、意識しようとしなくても意識してしまう。

　他人に触さわられるというくすぐったさとすぐそこにある真咲の顔に、軽く奥歯を嚙かみしめた。

「これ、ですか。……なるほど、確かに裁さい縫ほうセットのようです」

　取り出した小さな箱の中身をしげしげと検あらためて、真咲はひとつ頷うなずいた。

「な。これで噓うそじゃないっていうのはわかっただろう。だから、これをほどいてくれれば」

「甘いですね。これさえ手に入れば、もう貴方あなたは用済みです」

　裁縫セットの中から針を取り出し、糸を懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりの中、一発で見事に通す。

　そしてスカートの残ざん骸がいを手に、いざと最初の一ひと刺さしを沈しずめ。

「っ！」

「なんで布にかすりもしないで指に刺さるんだよ」

「あ、愛用の針ではないからです。しかしもうこの針のスペックは把は握あくしました。今度は、っ！」

「うわ、だ、大だい丈じよう夫ぶか、今のは、結構深かったぞ」

「ほ、仏の顔も三度までです。ここまではすべて布石です。いわばリハーサル。ここからが本番。っ！」

「お、おい、血が出てるぞ、もうやめたほうが」

「う、うるさいです、私はけして、お裁縫ができないわけではありませんっ。っ！」

「だからなんで手のひらを刺させるんだよ！　不器用にもほどがあるだろ！」

　わざとやっているのではないかというくらいに、まったく針は布に刺さらない。

　傍かたわらでハラハラと見守る臣哉の心配をよそに、真咲は何度も挑いどみ失敗する。

　その度たびに交代を申し出るのだが、一いつ顧こだにせず彼女は針を取る。

　そんなやり取りをすること、何度目か。

「……………………縫ぬわせてあげてもいいです」

　とても不服そうに、唇くちびるを尖とがらせているようにさえ見える表情で、グッと真咲が手を突つき出す。

　そんな彼女を見る目に、呆あきれを受け取ったらしく、ちょっとバツが悪そうな色を浮かべて。

「ぬ、縫えないわけではありません。た、ただ、今回は貴方に花を持たせてあげようと思い直したんです。よく考えればこの裁縫セットを携けい帯たいしていたのは貴方の功績なんですから、用済みと言ったのは、その、言いすぎであったかもしれません。埋うめ合わせというわけではありませんが、貴方あなたの望むように、縫ぬわせてあげます」

　謝っているのか誤ご魔ま化かしているのかその両方なのかわからないが、言葉に噓うそはなさそうだ。

　ようやく、臣おみ哉やはこの撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきという人間の性格の概がい要ようがおぼろげながら摑つかめてくる。

　とんでもなく負けず嫌ぎらいのいじっぱりで、そのくせ向こう見ずのテンパリ屋、らしい。

　それに、やっぱり心の底から悪い人間というわけではないようだ。

　そんな人間が、どうして自分を拉ら致ち監かん禁きんしたのかは、これまたやっぱりわからないけど。

「任せとけ。とりあえず、腕うでだけでいいからほどいてくれ」

「わかりました」

　臣哉の膝ひざにスカートと裁さい縫ほうセットを預けると、両手と両足の拘こう束そくを解いてくれた。

「失敗されては困りますから。どうせ縫ぬうのなら万全の状態で。もっとも、逃にげ出そうとしたり私に襲おそいかかるような気配を見せたら、すぐに相応の行動に移らせてもらいますけど」

　はいはい、と苦笑交じりで返事をする。

「じゃあとりあえず、後ろ回ってもらえる？」

「こうですか？　っ、な、何をさせるんですかっ、これでは私の無防備なお尻しりが丸見えですっ。足の次はお尻というわけですか、ほとほと貴方は見下げ果てた狼おおかみです。狼男です。……そのくせ胸に食いつかないところは、多少はグルメな狼と言ってもいいでしょうけれど」

「いや、その場で半回転じゃなくて、俺の後ろで懐かい中ちゆう電でん灯とうを掲かかげてくれって意味だったんだが」

「わ、わかっています。これはちょっとしたジョークです。そんなことで私の揚あげ足あしを取ったつもりですか。それは鋭するどいツッコミなどというものではなく野や暮ぼというものです。ええ」

　今度こそきちんと背後に回った真咲の懐中電灯で臣哉の手元が照らされる。

　スカートの切断面はギザギザとしていたが、見立てどおり修復は不可能ではない。

　作業に邪じや魔まなブレザーを脱ぬぐと、それを背後の真咲に預ける。

「もし嫌いやじゃなかったらそれ羽織っとけ。少しは隠かくせるだろ」

「……わ、私の匂においをそんなに持って帰りたいんですか」

「一度たりともそんなことを思ってもいないんだが。だいたい、匂いを持って帰るって言っても、もう入学して一週間も着てるからな。すっかり俺の匂いが染しみついてると思うぞ」

「そんなことを言われて着たいと思う女性がいると思うのですか」

「じゃあその辺に転がしておいてくれ」

「だ、誰だれも着ないとは言っていません」

「左の内ポケットには携けい帯たい用の救急セットが入ってるから、絆ばん創そう膏こう、指に貼はっておけ」

「……あ、ありがとう、ございます」

　なんだかんだ言いつつも恥はずかしさには勝てずに、いそいそと袖そでを通す。

「そもそも、なんであんなところにいたんだよ」

「貴方あなたを驚おどろかせようと思いまして。そしてその試みは上手うまくいきました。満足です」

「目が覚めたらいきなり縛しばられて真まっ暗くら闇やみの中に放置されていたことのほうがびっくりだよ」

「それも私の計算どおりです。こういうのはファーストインプレッションが大事ですからね。お祖父じい様も言っていました。先にビビらせたもん勝ちだと。そんなお祖父様はいつも必ず初対面の人間には銃じゆう口こうを眉み間けんに突つきつけこう言いました。『死にたくなければ言うことを聞け』」

「脅きよう迫はくだよ！　マフィアかギャングなのか、その人は！」

「そんな物ぶつ騒そうな人ではありません。ただ少しばかりお茶目な性格ではありましたが」

　切れた端はしの片方の、ギザギザとしている部分を折りたたみマチ針で上下を固定。

　そこに手て際ぎわよく縫ぬい針ばりを走らせて両端を縫うのに必要な縫いしろを確保する。

　正確に測ったわけでもなければ平面で作業をしているわけでもないが、縫い跡あとに歪ゆがみはない。

「上手いですね。意外です。そういう特技の持ち主であるとは聞いていませんが」

「取り立てて吹ふい聴ちようするようなもんじゃないからな。あまり自じ慢まんにもならない」

「では他ほかになにか自慢できるような技能、特技はあるんですか？」

「炊すい事じに掃そう除じに洗せん濯たく……も同じか。ないな、うん。ない。そういうもんは育てる気にもならなかったし……。そ、それよりも、真ま咲さきさんにはそういうのはないのか？　すっごい特技」

「私ですか？　そうですね、一通りのことは嗜たしなんでいますが、どれもものになっているとは言い難がたいですね。恥はずかしい話ですが、私にもこれといって胸を張って履り歴れき書しよに記せるほどに秀ひいでたものはありませんが…………強しいて言うのなら、財力ですね。お金、です」

「またすごいの来た！　特技が財力って履歴書にあったらまず腹立つな！　そんなにお金があるならなんで働くんだよ！　お前雇やとうならもっと切実にお金がいる人を雇うよ！　って思う」

「それは不当と言うべきでしょう。財がある者が働いてはいけないという決まりはありませんし、働かざる者食うべからずと言います。それに勤労はこの国の国民に課せられた三大義務のひとつです。第一、お金があるから働かないなどというのは、自らの手でそれを築いた方ならまだしも、最初から何一つ苦労せずに与あたえられた身が甘んじていいことではありません」

「ってことは、その財力っていうのは、真咲さんが働いて貯ためた金ってこと？」

「いえ、我が家の先祖が代々、汗あせ水みず垂たらし働いて築いてきた財産です。しかし、それとこれとはまた話が別です。運動神経や芸術的才能、知識の吸収力と同じように、生まれもまた先天的なものです。生まれながらに優すぐれた身体能力を有した人間がスポーツ選手になることを非難しませんよね。それは、その人間が天てん賦ぷの才に合がつ致ちする戦いの場を選せん択たくしただけのことですから。それと同じ理り屈くつです。確かに私は、先祖が苦労して蓄たくわえた財産財力を特技として利用します。けれども、それはただ日々を怠たい惰だに過ごすためのものではなく、私が叶かなえたい夢やたどり着きたい目標のために、武器として使用するのです。これはあくまでも私見ですが」

　臣哉としては裁さい縫ほう中の手て持もち無ぶ沙さ汰たを埋うめるための会話だったが、意外にしっかりした回答。

　真ま面じ目めというか一本筋が通っているというか、理り屈くつと信念がある答えに少し驚おどろく。

　いや、最初から彼女はそういう人間なのかもしれない。

　それがなんだか居い心地ごこちが悪く、誤ご魔ま化かすように話を逸そらす。

「そんな話を聞いた後でなんだけど、下世話な話、その財力って、いくらぐらい、なんだ？」

「さあ、わかりません。そもそも数えられるような総額、総量なのかも不明です」

　軽く言ってくれるが内容はとんでもないその真ま咲さきの言葉に。

「それって……」

　臣おみ哉やの頭の奥で、ずっと引っかかっていたものが、あっけなく出てくる。

「ひょっとして、撃うつ路ろ崎さきって、あの撃路崎？」

「どのかはわかりませんが、指示語がつくところから推すい察さつするに、おそらくそうです。気がついていなかったんですか。確かに撃路崎なんていう苗みよう字じはどこにでもあるような、向むこう三さん軒げん両りよう隣どなりがその苗字でもおかしくはないありふれた平へい凡ぼんな苗字ですから無理もありませんが」

「マジかよ……」

　撃路崎は、この国を代表する旧三大財ざい閥ばつのうちのひとつにしてなお脈々と続く一族。

　戦前から時の政府と結びつき富を築き上げるものの、戦後即そく座ざに財閥は解体される。

　しかしそれはあくまでも撃路崎財閥という金を生み出すシステムのみの話だ。

　核かくとしての撃路崎は器用に巧こう妙みようにその多量大量の資産を分散隠いん蔽ぺいし生き延びた。

　ほとぼりが冷めた数年後、それらを集結させ、一いち躍やく再び表おもて舞ぶ台たいに躍おどり出る。

　金は金を呼び、撃路崎はゆっくりと着実に、解体前よりも大きくなっていく。

　この国のありとあらゆる産業の陰かげに撃路崎の姿ありと言われるほどに巨きよ大だいで強大な一族に。

　それはこの国のバブルが弾はじけてもなお続き、撃路崎だけは弾けず今もまだ膨ふくらみ続けている。

　という、要するに超ちよう金持ちの名前が、撃路崎だった。

「なるほど、特技は財力なわけだよ。そんなことが言えるのは真咲さんの家くらいだ。……それで、そんな撃路崎の真咲さんが、俺に何の用なんだ、これは何の真ま似ねなんだ」

　ようやく、話が本題へと向かおうとしていた。

「ああ、そういえばその話をまだしていませんでしたね」

「俺がさしあたって知りたいのは、ここがどこなのかと、俺をどうするつもりなのかの二つだ」

「ではまず、ここがどこなのか、から話しましょう」

　そう言って、喉のどの調子を整えるためか、空から咳せきをひとつ打つ。

「ここは四よ方も都つ学園の旧校舎一階です」

「噓うそつけ！」

　ありえない話に臣哉はとりあえず全力で否定した。

「私を噓つき呼ばわりとはいい度胸です。私は常に真実しか語りません。いわば真実の口」

「じゃあ口の中に手を突つっ込んでいいんだな」

「ひっ、卑ひ猥わいですっ。いきなり女性にそんなこと言うなんて、貴方あなたの良識を疑いますっ」

「卑猥って……真ま咲さきさんが真実の口とか言うからだろ」

「な、なるほど、私が真実しか語らない口を称しようして真実の口と言ったのと、かの有名なイタリアはローマのサンタ・マリア・イン・コスメディン教会の噓うそつきは手を嚙かまれるという真実の口をかけて口に手を入れると言ったんですね。いえ、もちろんわかってましたよ、私は」

　絶対噓だが触ふれずにおく。

「しかし、何度でも言いますが、ここは四よ方も都つ学園の旧校舎一階です」

「広さがおかしいだろ。旧校舎っていっても面積は俺たちの教室とほぼ変わらないだろ。さっきの真咲さんは、明らかにそれ以上の距きよ離りを離はなれていったし、それにその穴」

「どうしてそう、自身の窮きゆう屈くつな常識や固定観念の中で物事を決めつけ、あまつさえその可能性すらも切り捨ててしまうんです。壁かべは壊こわせる、床ゆかは掘ほれる、その二つの事実さえあれば、ここが旧校舎であることを否定する理り屈くつはどのようにでも打ち崩くずせるというのに」

「…………ひょっとして、改築でもしたのか、ここ」

「秘密基地の匠たくみに頼たのみました。人呼んで籠ろう城じよう戦の貴公子だそうです」

「そんな匠、聞いたことねぇよ！　しかもそれ、普ふ通つうに領地に攻せめ込まれた貴族の息子だし！」

「しかし腕うでのほうは確かでしたよ。費用はざっと都心で一戸建てと安く済みました」

「また無む駄だに使ったな！」

　撃うつ路ろ崎さきほどの金があればいち学校の校舎程度、改築するのは容易たやすいだろう。

　犬小屋のリフォームほどにも感じてないのかもしれないが、それにしても使ったものだ。

「無む駄だとはなんですか無駄とは。これは必要なものであり必要経費です。いえ、これでもまだ足りないくらいです。あの女を迎むかえ撃うつことを考えれば、もっと迎げい撃げき用の装備を配してもまだ安全も確実も約束されるものではありません。今だって、いつ敵てき襲しゆうがあるかと神経を尖とがらせているほどです。貴方もあの女の恋人なら、そのくらいわかるでしょう」

　また出たその言葉に、臣おみ哉やはまた首を捻ひねる。

「あの、さっきからあの女あの女言ってるけどさ、その女ってどの女さ」

「自分の恋人の名前を知らないのですか？」

「いや、そもそもその恋人っていうのがいないんだ。エア彼女も、俺の嫁よめも」

「しらばっくれる気ですか。どうやら私の情報収集能力を侮あなどっているようですね。いいでしょう、言い逃のがれできないように、証しよう拠この写真を突つきつけてあげます。とくと見るといいです」

　スッと横合いから突き出されたのは一枚の写真。

　それは証明写真か、真正面を向いた女子生徒の写真が映っていた。

　その顔に臣哉は見覚えが、というか見飽あきているもので、名前は。

「殴おう社じや橋ばし瞠みは子し。貴方あなたの」

「姉さんだな」

「そう、姉さん…………姉さん？」

　どうだと言わんばかりに得意気だった声が一転、怪け訝げんなものに。

「姉さん。瞠みは子し姉さん。俺の姉」

「あ、姉？　え、ど、どういうこと、です？　その、苗みよう字じ……」

「色々あって苗字は違ちがうけど、紛まぎれもなく俺の血の繫つながった姉。似てないけどな、なにもかも」

　臣おみ哉やの発言に、真ま咲さきがにわかに取り乱し出す。

「で、では、これは」

「うん？　……ああ、この間、春物のラストセールに付き合わされたときの写真、か？」

「で、ででは、これは」

「それは……ホワイトデーに、二メートルのクマの人形をねだられているときの写真か？」

「で、ででは、ここれは」

「バレンタインデーに、姉さんが等身大のチョコを届けに来たときの写真だな……」

「でで、ででは、ここれは」

「近所の神社に、初はつ詣もうでに連れていかれたときの写真。徹てつ夜やだったから眠ねむそうな顔してるな、俺」

　バラバラと真咲の手元から数十枚、写真が零こぼれ落ちる。

　床ゆかに落ちたそのすべてが、フレームに臣哉と瞠子の二人の姿を収めていた。

「なあ、これ全部不自然な配置で撮とられているけど、……盗とう撮さつしたのか？」

「…………まあ、そうですね。あまり近づきすぎるとあの女に勘かんづかれてしまいますので、かなり遠えん距きよ離りからの撮さつ影えいになっていますが」

　なぜかとてもしょんぼりした様子で、しかし律りち儀ぎに真咲が答える。

「と、盗撮ってちょっと待てプライバシーは。まさか家の中までは監かん視ししてないよな」

「貴方あなたの部屋に六十四台の隠かくしカメラを設置する計画はありました」

「夜や神がみさんちの月ライトくん!?　そんな名探たん偵ていシフトで監視される覚えはないぞ」

「安心してください。それはさすがに意味がないということで中止になりました」

「そ、そうか。それはよかった」

「しかし監視員は常時立てていましたので、貴方の様子は筒つつ抜ぬけです。たとえば、その、非常に言いにくいのですが、机の一番下の引出しの二重底の中にある、ほ、本、とか……」

「なんでそこを一番に持ってきた!?　そこはスルーでよかったんじゃないのか!?」

「知りません、報告にあるんです。『二重底の上にさりげなくグラビア雑誌や写真集が置いてあるのは稚ち拙せつながらも好感が持てる。今後の成長に期待。七十点』とありました」

「新人漫まん画が賞か！　なに評価とかしちゃってんの!?　こっちだって必死なんだよ！　俺の部屋にはパソコンもテレビもないから、全部紙媒ばい体たいでストックするしかないんだよ！　下手なとこに隠かくすと姉さんが猟りよう犬けんの鼻で見つけ出して八やつ裂ざきにするし！　今まで何人犠ぎ牲せいになったか」

「その点は、その、あの女のスペックを理解しているので、お察しします」

「察さないで！　むしろ見なかったことにして！」

　一つ年上とはいえ同世代の女の子にそういうものを見つかるのはとても恥はずかしい。

　これが男友達なら特に否定もせずに冗じよう談だん交じりにあれこれ言い合えるが、真ま咲さきには無理。

　結局、羞しゆう恥ちに効く最高の薬は寡か黙もくの鉄てつ壁ぺきではなく多弁の弾だん幕まくしかない。

　ひとしきり自己防衛に等しい自己弁護を繰くり広げ、息が続かなくなったところで一息入れる。

「ま、まあ、そういうことだから」

「そ、そんなに言われなくてもわかります。私もそこまでお上品には育てられていません。お、男の方がそういうものを必要とするよんどころない事情があることは十分に理解しています」

「そのわりには、ちょっと微び妙みように引いてないか？」

「あ、当たり前ですっ。それとこれとは話がまた別ですっ。そ、それに、まだ高校生である貴方あなたがあのようないかがわしいものを所持していることは問題です。大問題ですっ」

「あ、あのようなってことは、その、見たのか……？」

「ほ、報告書に資料として添てん付ぷされていた画像写真をたまたま、たまたま目にしてしまっただけですっ。は、初めてです、あんなものを見たのはっ。なんてものを見せてくれるんですかっ」

「被ひ害がい者はこっちだ！　だいたい、そっちだって自分で同じようなことしてたじゃないか」

「そ、それは忘れてくださいっ。記き憶おくのメモリーズはオフに、思い出のアルバムはホワイトにしてくださいっ。それに、私はあのような不自然な体勢も現実にはありえないような服装もしていませんっ。ましてや、水着姿で外になんて、正気の沙さ汰たとは思えませんっ」

「わかった、ごめんなさい、すみません、謝りますからもうやめて！」

　的確に内容を射抜ぬかれて臣おみ哉やはいらぬ被ひ弾だんをする。

　それでも発見されたのはラインナップの中でもまだ軽めでよかった、と安心していると。

「お、おまけに、もっとすごいものがあるらしいじゃないですかっ。隠かくし場所もタイトルも内容も全部真っ黒に塗ぬり潰つぶされていましたけどっ。あ、あれらよりもすごいものなんて、いったいどんなものなんですかっ。気になって、いえ、監かん視しの統とう括かつ者という立場上、すべてのことはできうる限り詳しよう細さいに把は握あくしておくべきだと思い報告書を上げた者に尋たずねても『お嬢じよう様さまには刺し激げきが強すぎます』と言われて教えてもらえませんでした。みんな私を子ども扱あつかいしすぎですっ」

　いや、その判断は正解、と黒塗りされるようなブツの持ち主はその配はい慮りよに感謝する。

　そこまでお上品ではないが、それなりにお上品ということらしい。

　このままではどちらも傷つくだけなので、話の本線への復帰を試みる。

　スカートは両端はしの縫ぬいしろを縫い終えたところ、手縫いなら大満足の速度と正確さだ。

「で、そこまで俺を根掘ほり葉掘り調べて、何がしたかったんだ？　俺のファン、ってわけでもないよな。それだと姉さんの名前が絡からむ意味がないしな。反対に姉さんのファン、って線もこの場合はなしか。それだと今度は、俺にこんなことする理由がないもんな」

　空そら恐おそろしい想像としては、ファンが勘かん違ちがいして自分をどうにかしようとしている、とか。

　外面だけを見れば、彼女はヒーローでありヒロインでありカリスマでありアイドルだ。

　成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万能、容姿端たん麗れい、人当たりも人ひと柄がらもよく、人情にも人望にも厚い。

　前述の称しよう号ごうに見合うだけの、いや、役不足のパラメーターの持ち主が彼女、殴おう社じや橋ばし瞠みは子し。

　その能力を比べると、臣おみ哉やと瞠子では苗みよう字じが同じだったとしても姉弟なのかと疑うほどだ。

　そんな姉なので男女問わず慕したわれているしファンもいれば中には度を超こしたのもいるだろう。

　とはいうものの、これまでの様子から真ま咲さきがそういった手合いでないことは薄うす々うす感じている。

「目的、ですか。今となっては、どうやらそれもすべて無む駄だに終わったようですが」

「無駄って、どういうことだよ。それはそれで結構だが、このままじゃ気持ち悪い。話せよ」

　どうも臣哉と瞠子の関係が恋人ではなく姉弟だとわかってから意気消しよう沈ちんしているようだ。

　スキャンダルを狙ねらっていたのかも、と思ったが、それもいまいちピンとこない。

「…………人質にしようと思っていたんです」

「ひ、人質？」

「はい、人質です。対あの女、殴社橋瞠子用の」

　すらりと説明される自分の用よう途とは、呼称に違たがわずきな臭くさいようだ。

「恋人である、と思っていた貴方あなたなら、よい人質になると思っていたんですが……」

「そこのところ、もっと詳くわしく話を訊ききたいんだけど」

「嫌いやです。これ以上は話す義務も義理もありませんし、失敗に終わったものならなおさら」

　ピシャリと言い切られたが、はいそうですか、とそこで引けるはずもない。

　針を動かしていた手を止めて。

「スカートの丈たけ、あと五センチ詰つめる」

「そ、そんなことをしたら階段を上り下りするときとても危険です、破は廉れん恥ちな長さですっ」

「おとなしく洗いざらい話してくれたらやめる。おまけにカピバラのアップリケをつけてやる」

「ば、買収する気ですか。しかし残念でしたね、私はそんなに口の軽い人間ではありません。それに、カピバラは好きですがアルパカのほうがもっと好きです」

「じゃあアルパカ。それも親子。ほら」

　裁さい縫ほうセットの中にしまってあるアップリケを見せてやると、くっ、と悔くやしそうに真咲。

「わ、わかりました。話しましょう。その代わりに報ほう酬しゆうのほう、忘れないでください」

「約束する」

「その、それと、できればカピバラも……」

「そっちもやるよ」

　臣哉から言げん質ちを取ると、渋しぶ々しぶといった体ていではあるが、真咲は計画を話し出す。

「あの女が、この学校で生徒会長の座に就ついていることは知っていますよね」

「そういえばそんなこと言ってたな」

　それは瞠子の人生からすれば特筆すべきことではない。

　彼女がこれまでの人生の中で組織に属していながら何らかの代表とならなかった時期はない。

　周囲の人間に推おされる形で、いつも某なにがしかの組織のトップに立っているのは彼女の常だ。

　そして、彼女はそれを十じゆう全ぜんにこなせる能力を持っていたし、楽しめる才能も持っていた。

「四よ方も都つ学園初の、一年生での生徒会長。それがあの女です」

「一年生でって、それ制度的に無理じゃないか？　ほら、生徒会長選挙って一年生が入学する前に行われるもんだろ。だとしたら、選挙権も被ひ選挙権もどうやって」

「あの女が入学して一週間で前生徒会役員は自主退たい陣じんしました。その後に、あの女をトップに据すえただけで他ほかは何も変わらない体制が成立しました。生徒会長が一年生ということもあり、前生徒会長は副会長になり、副会長は二人という異例の形で、その生徒会は始動しました」

「ありえない……って言いたいけど、それが言えないところが姉さんなんだよな……」

「私の特技が財力だとすれば、あの女の特技は人望といったところでしょう。認めたくはありませんが、これが陰いん謀ぼうでもなければ策謀でもないとするなら、人望であるとしか言えません」

　確かに、その人望に関しては、薄うすら寒くなるものがある。

　少し過激な表現をすれば、それは洗脳とすら言えるほどだ。

　彼女が黒と言えば白だって黒になるし、エゥーゴカラーもティターンズカラー。

　幸いなのは、その瞠みは子しが比ひ較かく的、公明正大な物差しの持ち主であることか。

「それで？　姉さんが生徒会長であることと俺を人質にすることに何の関係が？」

「私はその座に就つきたいのです」

「じゃあ次の選挙まで待つしかないな。もっとも、それで勝てるかどうか知らないけど」

　選挙という民主主義のルールで戦うなら、殴おう社じや橋ばし瞠子は最強だ。

　完勝はなくとも、敗北もまたない。

　臣おみ哉やが客観的に見る限り、残念ながら真ま咲さきには勝ち目がないだろう。

「それではダメです。四方都学園の生徒会長は原則二年生に限られているんです。私は現在二年生。今年の会長選挙はすでに終わっていますから、もう私には生徒会長の座に就くチャンスは一ひと粒つぶたりとも残されていないんです」

「だとしたらもうお手上げじゃないか」

「ええ、お手上げです。合法的には」

「…………人質っていうのは、ひょっとして」

「はい。貴方あなたを人質に、あの女と交こう渉しようし、平和的に生徒会長の座を譲じよう渡としてもらう、と」

「それはクーデターっていうんだ！」

　一いつ介かいの高校生が考えるようなことではないが、本人は至し極ごく真ま面じ目めなようだ。

「違ちがいます。クーデターは権力側がわの内部から発生する反乱のことです。私はあくまでも在ざい野やのいち生徒でしかありません。言うならば革命でしょう。もっとも、クーデターだろうがプレデターだろうが革命だろうが運命だろうがなんでも上等です。戦わなければ得られないというのなら戦うまでです。戦って、勝ち、奪うばい取ります。栄えい冠かんは私に輝かがやくです」

「そんなもの認められるわけないだろう！」

「そうでしょうか。選挙を経ずとも生徒会長に就任することができる、というのはすでに去年、前例ができていますから。絶対に認められないというほどのことではないと思いますが」

「それは円えん滑かつで円満な譲じよう位いの場合だろ。真ま咲さきさんのは脅きよう迫はくに恐きよう喝かつに恫どう喝かつだ」

　臣おみ哉やの正論を、真咲は、青いですね、とでもいう感じで鼻で笑う。

「そんなもの、裏側を知らない人間にとってはわからないことだから関係ないです。貴方あなたは、この国の代表が、単純にその人間の能力だけで決まっていると信じているんですか？　残念ですが、政治はそう簡単でも素す直なおでもありません。国政という大きな舞ぶ台たいであろうが学校という小さな舞台であろうが、政治である以上、そこには得体の知れない何かが潜ひそんでいるんです」

「いや得体の知れない何かじゃなくて撃うつ路ろ崎さき真咲という脅迫者じゃないか、この場合」

「うるさいです。とにかくどんなことをしても私は生徒会長の座を手に入れるんです」

「どんなことでもって、たかが高校の生徒会長だろ。そんな必死になるようなことじゃ」

　ないだろ、と言いかけたところで、ふと懐かい中ちゆう電でん灯とうのスポットが臣哉の手元から外れた。

　一度地を泳いだ光は、くるりと転進して臣哉の顔を照らす。

「っ、な、なにすんだよ、手元が狂くるったら危ないだろ」

　眩まぶしさに目をしばたたかせるが、視界は光に塗ぬり潰つぶされてその向こうは見えない。

　死角となった闇やみから、真咲の硬かたい声が飛んでくる。

「貴方にとっては、いえ、大部分の人間にとっては私のやろうとしていることは馬ば鹿かげたことでしょう。そう、まさに貴方の言うとおり、たかが、です。しかし私にとっては、撃路崎真咲にとっては、たかが、でも、そんなこと、でもありません」

　その硬さの芯しんはなんだろう、と首を捻ひねる。

　必死さはあるが、それを裏打ちしているのは焦しよう燥そうだけではない。

　自信と意志の力が籠こもった、固くもある声。

　目標に向かって迷わず歩ける、確固とした硬さの声が、訥とつ々とつと語る。

「この学園の運営資金の大部分が寄付によって賄まかなわれているというのは知っていますね」

「あ、ああ、だからここは設備や教育レベル、大学や企業とのパイプの質や量、生徒数や偏へん差さ値ちの高さ、伝統と格式に見合わないほどの破格の授業料だって、パンフレットにはあったな」

　臣哉の場合は、瞠みは子しが勝手に願書を送り、合格したのがここだけだったからだ。

　他ほかにもいくつか併へい願がんしたのだが、これがみっともなくすべて試験中に眠ねむ気けでダウン。

　当然、そんな有あり様さまで合格するはずもなく、唯ゆい一いつ万全に臨のぞむことができた四よ方も都つだけが合格。

　試験日の度たびに、風か邪ぜの予防にとあらかじめ風邪薬を飲ませてくれた瞠子には申し訳なかった。

　ちなみに、風邪薬の中には、眠気を促うながす作用のある成分が含ふくまれているものもある。

　すぐに車を運転する予定のある人や、その日に大事な試験が控ひかえている人は要注意。

「では、その寄付がどこから出ているのかは、知っていますか？」

「知らないけど……この話の流れだと、一番の大口が、真ま咲さきさんの家、ってことか」

「いえ違ちがいます。寄付者は撃うつ路ろ崎さきのみです。それも単なる寄付者ではありません。その影えい響きよう力でいえば、撃路崎は、裏の支配者、影かげの所有者といっても過言ではありません。もっとも、普ふ段だん、普通に日常生活を送っているぶんには、そんなこと気がつかないでしょうけど」

「もう驚おどろく気にもならないな。むしろ納なつ得とくって気もしてくる」

　島ひとつ国ひとつ持っていると言われても妥だ当とうだと頷うなずくかもしれない。

　改築の話と同じで、学校ひとつを楽に維い持じできる程度の寄付はものの数にも入らないのだ。

「寄付は戦前から続き、戦後、財ざい閥ばつを解体された衰すい退たい期にあっても続けられました。教育機関をひとつでも掌しよう握あくしておくことは、そこから輩はい出しゆつされる人材を握にぎるも同然ですからね。財力というのは、何も目に見える数字のことだけをいうのではありません。人もまた財なり。優ゆう秀しゆうな人材を教育し把は握あくしておけば、それは後々役に立ちますから」

「なるほどね。それで、ここから進む大学も企業も、撃路崎の息がかかっているってわけか。なんとも遠大な計画だよな。種まく土から準備するようなもんだろ、それって」

「だからこそ、その分収しゆう穫かくは大きいです。もちろん、不作なときもありますが、そこは農業とは違いますからね。少しでも良質な人材を出荷し続ければ土ど壌じようは枯かれずに肥えていきます。信しん頼らいと実績は名門校という箔はくをつけ、それに惹ひかれた才能は全国から集まってきますから」

　そこまでを説明して。

「話は逸それましたが、つまりこの学校は撃路崎のものと言えます。乱暴な言い方ですが」

「まあ、ここが会社ならそういう解かい釈しやくも可能だろうな」

「そして私は撃路崎の次々期当主候補です」

「そうだったのか？」

「そうなんですっ。確かに暫ざん定ていで未定ではありますが予定ではそうなんですっ。話の腰こしを折らないでください。とにかくそういうことなんですから、それはつまり三段論法で言うと、私はこの学園の次々期支配者なんです。誰だれがなんと言おうともそうなんです」

　口調が崩くずれてムキになるあたり、そこに関しては本人も自信満々ではないのかもしれない。

　それが表に出てしまったことを恥はじるように、わざとらしい咳せきばらいをひとつ。

「ですから、私はその立場にふさわしい地位、生徒会長に就つかなければなりません」

「無茶苦茶な理り屈くつだ」

「誤解しないでいただきたいのは、これは強制でも絶対でもないということです。代々、撃路崎の人間はこの学園に入り生徒会長を経験して卒業していきます。しかし、これはあくまでも生徒による選挙という自由意思の下もとに決定されたものであり、そこに一いつ切さいの不正はありません」

「まあ、そうじゃなきゃ姉さんが生徒会長やってるわけないよな。……って、真咲さんがやろうとしていることは、その自由意思を完全に踏ふみにじるような行こう為いってことにならないか？」

「そうです。私がやろうとしていることは、そういうことです。それは許されることではないのかもしれませんし、私個人としては心苦しくもありますが、それでも、私は生徒会長にならなければなりません。それに、その代わり、罪滅ほろぼしというわけではありませんが、私が生徒会長に就任したあかつきには、あの女に勝まさる名君として統治するよう、大おお仰ぎような表現になりますが、この命を賭かけてもまっとうする決意はあります」

「命って、大仰っていうか、大おお袈げ裟さだろ……」

　しかし、やたらと固こ執しつするのは、そういうわけなのか、と真ま咲さきの言葉に臣おみ哉やは納なつ得とくする。

　理由は、彼女が、撃うつ路ろ崎さきの人間だから、だ。

　撃路崎の人間は、代々この学校の生徒会長を経験してきた。

　それは裏を返せば、生徒会長を経験することは撃路崎の人間にとっては当然ということだ。

　その当然は、撃路崎という家の伝統と格式を築く礎そ石せきのひとつに組み込まれている。

　たとえいち高校の生徒会というものであっても、例外は許されるものではない。

　伝統や格式は、同じことの繰くり返かえしの上に、苔こけのように生むしてくるものなのだから。

　例外を一度でも認めてしまえば、蟻ありの一いつ穴けつのようにそこから崩くずれることだってありうる。

　ましてや真咲は、その撃路崎の次々代を負うと宣言しているのだ。

　そんな自身が、撃路崎の例外を生み出してしまっていることが、許せない。

　それは、どんな気分なのだろう。

　目指しているものは自身を否定し、自身は目指しているものを否定してしまう、というのは。

「何を考えているのか知りませんが、大きなお世話です」

「俺、何も言ってないんだけど」

「その顔を見れば、考えていることはわかります。どうせ同情の類たぐいでしょう」

　当たらずと言えども遠からずの内心は顔に出ていたらしい。

　あるいは、すぐにそれとわかるほど、そんな顔を見てきたということか。

　言い当てたと思った真咲は、それらを鬱うつ陶とうしげに払はらいのけるように。

「勘かん違ちがいしているようですが、私は敗北者ではありません。私は、挑ちよう戦せん者です」

　毅き然ぜんとした、眩まぶしいまでの挑いどむ者の気高さを、こちらに見せつける。

「確かに、私はあの女に負けました。生徒会長の件だけではありません。成績も運動も芸術も弁論も、およそ勝ち負けの判定が下されるものすべてに、私は負けました。負け続けています。勝ったことはありません。引き分けすらないでしょう。もしかしたらこのまま卒業するまで、いえ一生、勝てないのかもしれません。そして、それはあの女のことだけに限らないでしょう」

　潔いさぎよく、自らの敗北の歴史、未来までも認める真咲の声は、だが打ちひしがれてはいない。

「しかし、私は挑みます。挑み続けます。何度負けようが、何度負け続けようが、挑み、挑み続けます。敗北は恥ち辱じよくです。しかし、それは挑むことを諦あきらめない限り、致ち命めい傷しようにはなりません。本当の敗北というのは、諦めたとき、諦めて、自らの手で敗北を選んだときに決まるんです。何度敗北の大地に叩たたきつけられようとも、私はその恥ち辱じよくの泥どろ水みずを啜すすってでも、立ち上がります」

　諦あきらめたらそこで終しゆう了りよう、なんていう、使い古された言葉が思い浮かぶ。

　しかし、その言葉は、この目の前の、熱を宿し語る少女の叫さけびに比べたら、あまりにも軽い。

「その戦いがみっともないと笑いたければ笑うといいです。美しくないと蔑さげすむのなら蔑めばいいです。敗北が恥辱なのは事実ですから、嘲ちよう笑しようも侮ぶ蔑べつも同情も観戦者は好きにするといいです。でも、私は挑いどんでいます。戦っています。負けてはいないのです。敗北者ではなく挑ちよう戦せん者です。これから挑み戦おうという者に、どうして嘲笑や侮蔑、同情が向けられるというのですか。そんなこと、許しません。許せるはずもありません。もし、それがしたいのでしたら、私の墓の前でするといいです。もっとも、そのときに私が敗北者であれば、ですが」

　静かに語る真ま咲さきに、彼女の芯しんを垣かい間ま見みる。

　その芯は、不ふ屈くつ。

　何者にも、折れず撓たわまず曲げられず歪ゆがめられずの芯が、撃うつ路ろ崎さき真咲を一本、貫つらぬいている。

　きっと、少女は世界中のありとあらゆるものと戦ってきて、戦い続けているのだ。

「なんで、そこまでして……」

　妥だ協きようすれば、諦てい念ねんすれば、彼女の世界は、丸く、彼女に優やさしく、収まってくれるだろうに。

　そんな飲み込んだ言葉の後半も、真咲はしっかりと読み取り。

「さあ、わかりません。たぶん、私は、撃路崎真咲という人間は、そういうものなんでしょう」

　こともなげに言うその言葉に、臣おみ哉やは、頭をぶん殴なぐられる。

　それだけでは飽あき足らず、心臓にまで突つき刺ささり、古傷すらも抉えぐってくれた。

　その心地ここちよい痛みに、我知らず笑みが零こぼれた。

「っ、言った傍そばから笑うなど、貴方あなた、私を馬ば鹿かにしているのですかっ」

「いや、そういうわけじゃない、ないけど、なんだろ、これ」

「いずれにしても不ふ愉ゆ快かいです。そのニヤニヤ笑いをやめてくださいっ」

「悪い、でもちょっと、待って」

　胸からこみ上げてくる笑いの正体は、自分にもわからない。

　わからないが、これに似た感情は何度か覚えたことがあるので、それで説明はつくか。

　たとえば、今まで手も足も出なかったピッチャーに一発特大のホームランを見舞まうシーン。

　たとえば、散々悪行の限りを尽つくしてきた悪役を正義の味方が一いち網もう打だ尽じんにするシーン。

　たとえば、自分をいじめてきた人間にいじめられていた人間がガツンと殴り返すシーン。

　たとえば、言葉巧たくみに言い逃のがれていた犯人に決定的な証しよう拠こを探たん偵ていがつきつけるシーン。

　それらに共通するもの、爽そう快かい感。

　すとんと、その笑いの正体が名状されて、納なつ得とくする。

「そっか、すげぇな、真咲さんって」

　素す直なおな感想がぽろりと口から零れ出る。

「と、突とつ然ぜんになんですか、き、気味が悪いですっ」

「せめて褒ほめ言葉くらい素す直なおに受け取ってくれよ」

「だから気味が悪いと言っているのです。私は貴方あなたに褒められるようなことはしていません」

「まあ、そうだけど。すげぇって言ったのは、その生き様、かな」

「でしたらなおのことわかりません。私は称しよう賛さんされるようなものは持っていません」

「そう言えるのが、やっぱりすげぇってことなんだろうけど」

　そして、羨うらやましくもある。

「姉さんとさ、一度でも競きそったり争ったりして負けた人間は、だいたい心しん酔すいしちまうんだよ。リベンジなんて考えないし、悔くやしいとも思わないんだ。仕方がないって諦あきらめるんだ。野球少年がプロ野球選手と勝負した後みたいに、その強さに打ちのめされても、光栄とすら思うんだ」

「あの女の能力が高水準であることは認めますが、しかしそこまで大おお袈げ裟さなものでしょうか。普ふ通つう、どんなに圧あつ倒とう的に負けたとしても、悔しいと思うじゃないですか」

「そこはそれ、心理的なもんもあってさ。姉さんは負かした後のアフターケアも万全なんだよ。圧倒的な力で叩たたき潰つぶした後で、相手の健けん闘とうを讃たたえて、その努力を認める。もちろん、そんなもの相手にしてみればふざけんなって話だよな。ふらりと混ざった素人しろうとが、お前はよくやった、だの言ってくるんだから。でも、それもただの素人なら、だ。姉さんはただの素人じゃない。遠えん慮りよ容よう赦しやなく叩き潰して、相手に越こえられない壁かべというものを自覚させて、そこで自分を神格化させるんだ。させるっていっても、それは負けた相手が勝手にそう思う、って話だけどな」

　今までそうやって瞠みは子しが相手を潰す場面を臣おみ哉やは何度も見てきた。

「もちろん姉さんには悪気なんて微み塵じんもないから、助言なり激げき励れいなりをしたりする。すると、相手にとってはそれはもう神様の言葉だから、素直に聞き入れて反映させる。これがまた的確なものだから、ちゃんと結果は出る。そうまでなっちまったら、崇あがめ奉たてまつるしかないだろ。願えば叶かなう神様みたいなもんなんだから。そんな相手にリベンジなんてとんでもない。自分の恩人恩師にそんなことは考えないし、たとえ挑いどんだとしても勝てないと思うだろう。事実、勝てないんだけどな。でも実際、姉さんに負けて成長した人間なんて、相当数いるはずだぜ？」

「そういえば、試験の平均点も、部活動の試合成績も、去年から跳はね上がったらしいですね」

「姉さんの仕し業わざだな。本人に自覚はないだろうけど。もちろん一度の負けで屈くつさないのもいるけど、それも二度三度と繰くり返すうちにすぐに淘とう汰たされていく。だから、真ま咲さきさんのように何度負けても、未来の負けまでわかっても挑む人間は珍めずらしい、っていうか初めてだと思う。だから、すげぇって思うのさ、真咲さんは」

「わ、私は、自分がしたいようにしているだけですから、そんなに褒めないでください」

　言いつつも、誰だれかに褒められることは無条件に嬉うれしいのだろう、くすぐったそうに断る。

　その様子は、臣哉にひとつの決意をさせた。

「決めた。オレ、人質になる。……違ちがうな、この場合は、共犯者っていうのか？」

「どういう風の吹ふきまわしですか。やっぱり、貴方あなたはあの女の回し者で、私を籠ろう絡らくしようというのですかっ。そ、そう考えれば、今までの言動にも納なつ得とくいきます。わ、私を、貴方なしではいられないように誑たらし込んで、その、なにかしようという魂こん胆たんですねっ」

　きゅっと身をすぼめる衣きぬ擦ずれが聞こえる。

「違ちがうって。俺は姉さんの回し者でもなきゃ信者でもない。振ふり回されるだけの中立者だよ」

「で、では、どういうつもりで宗しゆう旨し替がえをしたんですか」

「そりゃ、真ま咲さきさんに惚ほれたからさ」

　いきなりの臣おみ哉やの告白に、光の向こうでピタリと真咲の気配が止まるのがわかる。

「その生き様にな」

　という彼の補足は、彼女の耳にはもうまったく入っていないようだった。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、ガツンと懐かい中ちゆう電でん灯とうが落ちる。

　ころころと転がるそれを、何をやってるんだと臣哉が拾い上げて前を照らすと。

「あの、真咲さん？」

　後ろを向きしゃがみ込んでいる真咲がいた。
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「ほ、惚れた、惚れたって、ど、どど、どういうことですかっ」

「え、まあ、好きだってことだな」

「そ、そんなにはっきり言わないでくださいっ。誰だれかが聞いていたらどうするんですかっ」

「この暗くら闇やみの中に誰だれが？」

「…………く、暗闇、み、密室、お、男と女……だ、ダメですっ。その初めてはダメですっ」

「何の!?」

「物事には順番がありますっ。そ、それに、その、貴方あなたが私に好意をい、抱いだいているのはわかりました。し、しかし、私も、突とつ然ぜんのことで返答に困るというか、時間が欲しいというか、バッサリと断ってやればいいとは思っているんですが、けど、それを即そく断だんできない自分がいるのも事実で、だ、第一、私は生徒会長の座を奪うばい取ろうとしている身、あ、貴方は、その生徒会長の弟、す、すなわち敵同士、ロミオとジュリエットみたいなものじゃないですかっ」

「ロ、ロミオとジュリエット？　いや、俺、真ま咲さきさんと心中する気はないぞ」

　好きという言葉の対象をそれぞれに勘かん違ちがいしているため、微び妙みように会話が嚙かみ合わない。

「わ、私だってありませんっ。好きな人とは最さい期ごの瞬しゆん間かんまで幸せでいたいですっ。だ、だからこそ、貴方と私ではダメだと言ってるんですっ。この出で逢あいはお互たがいにとって不幸しか生みませんっ。それは人間が宇宙進出してからも続く悲しい運命なのです。なので、すみませんが、この話はなかったことにしてくださいっ。か、勘違いしないでほしいのは、その、けして貴方の好意そのものを断ったわけではない、ということです。……この言い方、ズルいですよね」

「すみませんって、どういうことだよ。俺を人質にしたかったんだろ？　その本人がその計画に乗るって言ってるんだから、真咲さんからすれば願ったり叶かなったりじゃないのか？」

「ですから、その気持ちはとても嬉うれしいのですが受け取れないと……あれ？」

　何か違う、とようやく気がついた真咲が、そろりと肩かた越ごしに臣おみ哉やのほうを見る。

「あ、あの」

「なんだ」

「私のこと、その、す、好き、なんですよね」

「なんだよ、ちゃんと聞いてなかったのか？　そうだよ、好きだ。生き様が」

　今度は臣哉の思うところを余すところなく聞いた。

　その意味を理解するにつれて、動どう揺ようしていた真咲の顔が落ちつき、今度は赤くなっていく。

「い、生き様、ですか」

「ああ、生き様だ。その、やめないめげないくじけない強さに惚ほれた」

「で、では、私の、容姿とか、体型とか、性格とか、そういう、のは」

「え？　ん、まあ、好みは人それぞれだから、きっといい人見つかると思」

「ばーかっ」

　初めて直接的な罵ば倒とうを喰くらい、貸していたブレザーを投げつけられる。

「な、なにすんだよ！」

「う、うるさいですっ、うるさいですっうるさいですっ」

　最初から自分の真意はすべて伝わっていると思っている臣哉には、その豹ひよう変へんがわからない。

　しきりに首を捻ひねるばかりである。

「そ、それに、人質作戦ならもう中止ですっ」

「そういえば、さっきもそう言ってたな。なんで中止にするんだよ」

「決まってます、貴方あなたがあの女の恋人ではなく弟だからです」

「だから、それがなんで中止の理由になるんだよ。それ以前に、対象の家族構成くらい事前に調査をしておけよ。別段、隠かくしていることでもないんだから、調べればすぐにわかるだろ」

「それは、その、私の女の勘かんが間ま違ちがいないと言っていたので」

「今回は不発だったみたいだけどな」

　そこは言い返せないようで、ぐっ、悔くやしそうに真ま咲さきは言葉を詰つまらせた。

「それはともかく、弟だって人質としては十分に有効なものだと思うけど」

　その当たり前の考えに、真咲は見るからに嫌けん悪おの色を浮かべた。

「情ですか。そんなもの、あるはずないです。兄けい弟てい姉し妹まいは常に敵です。会えば嫌いや味み、裏では妨ぼう害がい、隙すきあらば他ほかの連中を蹴けり落とそう足を引っ張ろう寝ね首くびを搔かこうと互たがいに相争うだけの存在です。そんな奴やつらに向ける情も向けられる情もあるもんですか。そんな甘い顔を見せたら、次の瞬しゆん間かんには背中を刺さされて地面に這はいつくばっているに決まっています」

「もしかして真咲さん、兄弟仲、悪いのか？」

「どうしてそんな馬ば鹿かげた質問をするんです。戦争状態にある両国が良好な関係にあるはずないです。奴らとはヤるかヤられるかです。色々と小こ癪しやくな連中ですが、たとえ十一人束になってかかってこようとも、私は負けません。返かえり討うちにしてやります」

「兄弟多っ！」

「しかもこれがまたすべて私と同じ血が流れているというのが腹立たしいです」

「血けつ縁えん度ＭＡＸだし！」

　いくら養育費には困らないといってもそれは頑がん張ばりすぎではないですかご両親。

「だから、弟である貴方を人質にしたところで、あの女に隙ができるとは思えません」

「まあ、真咲さんの経験からすればそうかもしれないけどな……」

　縫ぬう手を止めて、床ゆかに散らばった写真の一枚を適当に拾い上げる。

「ほら、この写真の姉さんの顔、見てみろよ」

「なんですか。こんなもの、もう何の役にも立たない紙くずです」

「人の写真を紙くずって……いいから、見てみろって。姉さん、どんな表情してる？」

　言われて、あまり気は進まなさそうに写真を凝ぎよう視しする。

「……楽しそうです。少なくとも不ふ愉ゆ快かいそうではありません」

「本当に嫌な奴と一いつ緒しよだったらそんな顔しないし、そもそも一緒に出かけたりしないだろ」

「……貴方はうんざりしたような顔をしています」

「このときはたぶん、昼飯を食うところをここでもないそこでもないと二時間近く探し回った挙あげ句く、結局、最初の店にするとか言い出したときの、だからだろうな。俺の表情はともかくだ。これを見れば、少なくとも俺になにかあった場合、ショックを受けるくらいには情があるのは認めてくれるよな。だとすれば、俺は十分に人質になるんじゃないか」

「なるほど、いずれの写真を見ても、あの女は少なからず貴方あなたに情を注いでいるようですね。失礼を承知で言わせてもらえば、少々引くぐらいです。年とし頃ごろの姉弟にしては仲が良すぎませんか。どれも手を繫つないでいるか腕うでを組んでいるかしていて、私の女の勘かんが恋人と間ま違ちがえるのもこれでは無理ないと言えるでしょう。姉弟のスキンシップとしても、過度ではないかと」

「それは向こうに言ってくれよ。もしくは彼氏の一人でも見繕つくろってやってくれ。素す敵てきな荷物持ちでもできれば、わざわざ弟なんか引っ張り出さなくても充じゆう実じつした日々が送れるだろ」

　臣おみ哉やの軽口を真ま咲さきは聞き流す。

「貴方の話は理解しました。しかしそうなると、今度は理解できないことも出てきました」

「理解できないこと？」

「はい。貴方がなぜ人質、いえ共犯者でしたか？　ともかくそれを自ら志願するのかです。貴方の理り屈くつを借りるなら、貴方もまたあの女のことを嫌きらいなわけでも憎にくく思っているわけでもないでしょう。貴方もまた、あの女に対して情があるんだと思いますが、それが、なぜ」

「だからそれは、真咲さんに惚ほれたからだって」

「生き様に、でしょう。もう騙だまされません。しかしそれにしても、です」

　この説明で理解できるとも思えなかったが、かといって詳しよう細さいを述べるのもどうか。

　しばらく迷ったが、結局話すことにした。

　彼女に付き合うのならば、生なま半はん可かな理由やお茶を濁にごすような説明では誠実ではないと思った。

「……感化、されたんだよ。燻くすぶっていたものに火がついた、って言ってもいいな」

「火がついた？　ま、まさか、やっぱりハートに？」

「俺の負け犬根性にだよ」

　ゆっくりとかさぶたを剝はがして記き憶おくの古傷を切開する。

　生まれてすぐについたその傷は、かさぶたの下に今でも生々しい傷痕あとを残していた。

「姉さんは、今まで意識無意識に関係なく、たくさんの人を負かしてきた。けど、一番に、最初に、姉さんに負かされた、その絶対的な力量差を見せつけられたのは、俺だ」

　物心つく前の記憶が、微かすかにだが臣哉にはある。

　記憶といってもおぼろげで、映像としては生まれたばかりの弟を見守る瞠みは子しの顔だけだ。

　しかしそこに付ふ随ずいする感情だけは、はっきりと覚えている。

　その感情は、畏い怖ふ。

　この目の前の存在には今後いかなることをしてもいっさい勝てない、勝てるはずもない。

　そんな、本能に直結する危機感にも似た感情。

　生まれたばかりで剝むき出だしの、赤あかん坊ぼうの生存本能に、瞠子という畏怖が突つき刺ささった。

「子どもの頃ころはずっと、隣となりに神様か悪あく魔まが、人外の化物がいる気分だったぜ。初しよっ端ぱな、姉さんに畏い怖ふを覚えた俺には、姉さんが何をしても人間業わざには見えなかった。今から考えれば、せいぜいが天才や神童と呼ばれるレベルのことだったんだろうけど、当時の俺には神様の御み業わざか悪魔の所しよ業ぎようかって感じ。いや、今でもときどき、かなりそう思うんだけどさ」

　しかしそれも、成長していくにつれ変わっていく。

　常識や知識を学ぶことによって手に入れた理知の光は、本能に巣す食くった闇やみを払はらっていく。

　瞠みは子しの得体の知れなさは徐じよ々じよに薄うすれていき、常識的な超ちよう人じんの枠わくへと嵌はまっていく。

　もう彼女を神様とも悪魔とも人外とも化物とも思わなくなった。

　この世界には一人くらいいるかもしれない超人なのだと納なつ得とくすることはできるようになった。

　だが、やはりそれと争おうとも抗あらがおうとも逆らおうとも、思わなかった、思えなかった。

　いくら相手が人間だとわかっても、その差が絶対であることには変わりないのだから。

「さっき、俺は中立者だって言ったけど、正確には中ちゆう途と半はん端ぱな人間なんだよ、俺は。面と向かって姉さんに挑いどんだことはない。だから負けてはいない。だけど逃にげた。勝負の舞ぶ台たいにすら上がらなかった。上がる前に、これは敵かなわないって逃げ出して、これは勝てないって諦あきらめた」

　諦めた、という言葉に、真咲がわずかに口の端はしをへの字に動かし反応する。

「それがずっと、心のどこかで引っかかってたんだ。それをどうすれば抜ぬくことができるかはわかってた。姉さんに、勉強でも運動でもなんでもいい、とにかく挑んで一度でも負けてしまえばよかったんだ。そうすれば俺はきちんとした敗北者になれる。けれど、それができなかった。目に見える死地に飛び込めるほどに、俺は愚おろかでも勇気があるわけでもなかった。それで結局、今まで宙ぶらりんのまま。っていっても、なにがどうってこともないんだけどな」

　長々と語り、大きく息を吐はく。

　重く吐いたつもりのそれは、暗くら闇やみの中に軽々と吞のみ込まれてあっという間に霧む散さんした。

「今となってみれば、全部笑い話だよ。不戦敗も何も、変な意地でそれを認めなかっただけで、最初っから俺は姉さんを前に、尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出した負け犬だったってのにさ」

　あるいは、そうやって認めないことが唯ゆい一いつ自分にできた反はん抗こうなのかもしれないけど。

　それでもやっぱり、諦めて負けたことには違ちがいなかったのだ。

「それが、今になってどうして挑もうなどと思ったのです」

「言っただろ、真ま咲さきさんに感化された、生き様に惚ほれたって。真咲さんの話を聞いて、俺が十数年間抱かかえてたもんが、とてもくだらないものだってようやく思ったんだよ。何度負けたって、敗北者じゃない。どれだけ相手の勝利が絶対的でも、諦めない限り敗北者じゃない。そんな簡単で当たり前のことを教えてもらったから、俺は姉さんに挑んでみる気になったんだ」

　同じような意味の言葉なら、これまでどこかで誰だれかが言っていたかもしれない。

　今まで聞き流してきた言葉がなぜ届いたかといえば、それは真咲の言葉に力があったから。

　口先だけの言葉ではなく、身をもってその道を歩いてきた彼女に、突つき動かされた。

　自分もかくありたいと、憧あこがれさせられるほどに。

　その衝しよう動どうが、歩き出すための起点となる。

「なんか、グダグダと悪い。こんなつまらない話、笑い話にもならないよな」

「まったくです」

　にべもなく言い切られた。

「こんな話を物笑いの種にするほど私は下品な趣しゆ味みはありません。それに、確かに貴方あなたの取った行動は私からしてみれば愚おろかとしかいいようのない選せん択たくばかりでしたが、それはあくまでも私の価値観における評価です。私は自分の基準を相手に押しつけ断ずるほどに傲ごう慢まんでも自分が絶対であるとも思っていません。ですから、貴方の昔話には、何の感想もありません」

　本当に興味のない顔で言い切った表情が、一転、わずかに和やわらぐ。

「しかし、これからの貴方の話には興味があります。相手を否定するためだけに自分の価値観を持ち出しはしませんが、逆に称しよう賛さんに値あたいするものと思われた場合、私はどんな相手であろうと惜おしみなく称賛の拍はく手しゆを送ります。おめでとうございます。不ふ屈くつへの第一歩を祝福します」

　パチパチパチと、乾かわいた、間の抜ぬけたようにも聞こえる音が小さく響ひびく。

　数度の拍手の後、ピタリと真ま咲さきはその手を止め、すっと片手を臣おみ哉やに差し出した。

「そして、その行動の方向までもが合がつ致ちしたのなら、それを同志と認めます」

　その手の意味するところをしばし考えていると、真咲が早くも業ごうを煮にやしたように。

「仲間だと言っているんですっ。仲間なんですから、結束の握あく手しゆくらいするでしょうっ」

「あ、ああ、握手、うん、握手な」

　礼れい儀ぎとして、ごしごしと比ひ較かく的清潔だと思われる部分で手のひらを擦こすり、握手。

　びっくりするほどひんやりとした冷たさが臣哉の手を覆おおう。

　その感かん触しよくを記き憶おくする前に、パッと一方的に握手は解かい除じよされ離はなされ、今度は反対の手が出る。

「えっと、もう一度、握手？」

「違ちがいますっ。スカートですっ。貴方はいつまで私をこんな格好でいさせるのですかっ」

「わ、悪いほら」

　直視しそうになる視線を首をぐいと捩ねじって回かい避ひさせながらスカートを渡わたす。

　それを受け取った真咲は不備がないか表に裏にとチェックの目を光らせる。

「あくまでも破れたところを縫ぬい合わせただけの応急処置だからな」

「これが応急処置ですか？　そのへんのミシンよりも正確じゃないですか」

　感心するような呆あきれるような声で手て際ぎわに感想を述べる真咲の手が不意に止まった。

　目の前に掲かかげるように突つき出したスカートを見る彼女の目が、ひだの一点に向けられている。

「あ、そこな。そこだけはどうしても誤ご魔ま化かせなかったからそういうふうにしたんだけど、…………やっぱまずかったか？　食いつき方からすれば嫌きらいじゃないとは思ったんだが」

「いい、いいですっ。すごくいいですっ。悔くやしいぐらいにいいですっ。ちくしょうですっ」

　スカートの裾すそに亀き裂れつのように入った破れ跡あとを蓋ふたするために縫ぬいつけられたアップリケ。

　ぼんやりとした眼まな差ざしの白色のモコモコ、アルパカのアップリケ。

「自分で縫っといてなんだが、それはないと思ったけど……気に入ってくれたならなによりだ」

「気に入りましたっ。穿はくのがもったいないほどですっ」

「頼たのむから穿いてくれ」

「わ、わかってますっ」

　元の装備に戻もどった真ま咲さきに、もう一枚のアップリケを渡わたしてやる。

「これは好きなところにつけてくれ。親子だからあんまり離はなれ離れにするなよ」

「好きなところ、ですか」

　少し考えるような顔をした後、いきなり、まだ臣おみ哉やの手の中にあった縫い針を奪うばい取る。

「お、おい、なにすんだ」

「いいから動かないでくださいっ」

「動かないでって、痛っ、痛いっ、太ももに刺ささってる、刺さってるっ！」

「私にも刺さっているからおあいこですっ」

　奪だつ取しゆした縫い針片手に臣哉の腰こしのあたりでなにやら作業をする真咲。

　黒ひげ危き機き一いつ発ぱつもかくやというほどに刺されているのだが、微び動どうすら許されない雰ふん囲い気きだ。

　制服のズボンを貫かん通つうしてチクチクとする針がいつブスリになるのかと怯おびえながら数分。

「でき、ました」

　臣哉の太ももと同程度のダメージを指に負った真咲が、満足げな様子で顔を上げた。

「できたって……おいっ」

　左のポケット下にアルパカの棲すみかができていた。

　明らかに不法占せん拠きよである、

「なんてことすんだ！　勝手にアルパカ縫いつけたことに文句があるなら口で言えよ！」

「どうして私が文句を言うんです。これはアルパカのおすそわけです」

　本気で悪気があるわけでも嫌いやがらせでもなく、善意と厚意で縫いつけたらしい。

「可か愛わいいですよね、アルパカ」

「はたしてリアルアルパカを見てもそんなこと言ってられるかな。臭においとかけっこう引くぞ」

「引きませんっ。私はアルパカのすべてを許せますっ」

「それが強がりで終わらないことを祈いのる。……ったく、メチャクチャに縫いつけて。これじゃアルパカが縛しばり上げられてるみたいで可か哀わい想そうだろうが。離はなれさせるなって言っただろ？」

「巣す立だちの時期だと考えればいいじゃないですか。それに同志の証あかしみたいでなんかいいです」

　うんうんと自分の言葉に自分で名案だと言わんばかりに頷うなずく真咲に、まあいいかと臣哉。

「随ずい分ぶんと可愛らしい証だけどな」

「カピバラはどこにつけますか？」

「つけるな。アルパカだけで十分だ」

「そうですか……」

　なんだかしゅんとする真ま咲さきである。

　この様子では、後で外したらなんだか怒おこられそうだ。

「それじゃ、めでたく同志と認められたところで、姉さんのところにはいつ乗り込む？　できるだけ早い方がいいだろ。あまり間を置くと、あの姉さんのことだ、どこでどういうふうに俺と真咲さんの関係に勘かんづくかわからないからな。俺ならいつでも人質になる準備はできてるぜ」

「いえ、その作戦ですが、一いつ旦たん白紙に戻もどさせてください。とはいっても、先ほどのような理由によるものではありません。今度は単純に、仲間を人質として利用することはできないということです」

「そんな堅かた苦くるしく考える必要はないだろ。俺は構わないし、なによりこれが一番確実なんだし」

「それは貴方あなたの話で十分に理解できたのですが……すみません、勝手を言って」

　拉ら致ち監かん禁きんしたことに関しては謝られていないのだが、そこは義理の有う無むの問題なのだろう。

「いや、謝る必要はないけど、となると、とんでもなくハードルが高くなる気がするな」

「わがままを言うようですみません。その代わり、私もない知ち恵えを絞しぼってでも次善策を考えますし、私財を抛なげうってでもその策は成功させてみせますから」

「すっげぇ期待してる」

「任せてください」

　胸を張る真咲の懐ふところから、不意に歌が聞こえてきた。

「失礼、電話です」

　一言断りを入れて、携けい帯たい電話を取り出し誰だれかと通話を始めた真咲の横顔に緊きん張ちようの色が走る。

数回の返事と手短な指示を飛ばし、電話を切り、開口一番。

「あの女が生徒会の仕事を終えて帰宅の途とにつくようです」

「あ、もうそんな時間か？」

　暗くら闇やみの中にいるうえに眠ねむらされてから記き憶おくが飛んでいるため、臣おみ哉やの時間感覚は狂くるっている。

　正確な時刻を確かく認にんしようと臣哉もまた携帯電話を手にしたところ、着信の振しん動どう。

「姉さんだ」

「どうやらタイムリミットのようですね。今日はこれまでにしましょう」

「だな。このまままごまごしてたらたぶんすぐにここを突つきとめて押しかけてくるぞ」

「それは避さけたいですね。勘づかれるならともかく、決定的な現場を押さえられるのはいただけません。とにかくこの場は早さつ急きゆうに切り上げましょう。貴方は怪あやしまれないうちにその電話に出てください。言うまでもないことだとは思いますが、もちろん今日あったことは秘密です」

「二人だけの秘密だな」

「ふ、二人だけの秘密なんて、そ、そんな卑ひ猥わいな言い方しないでくださいっ」

「真ま咲さきさんの倫りん理り機構厳しすぎない!?」

　心なしか顔が赤く見えるのはたぶん懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりの成分のせいだろう。

　ともあれいよいよ電話の催さい促そくが激しくなってきている気がしたので、撤てつ収しゆうには賛成だ。

　片付けもそこそこに部屋を出る真咲の後に続いて、臣おみ哉やもまた部屋を出る。

　この少女の隣となりにいれば、きっと今までと違ちがう景色を見ることができる。

　そんな漠ばく然ぜんとした期待と高こう揚ようが、場違いに勇ましく彼の足を大きく踏ふみ出させた。
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「…………う、ん」

　斬きりヶが宮みや臣おみ哉やは頰ほおを撫なでる微かすかな冷たい感かん触しよくに、眠ねむりの淵ふちから引きずり上げられた。

　押し上げたまぶたの向こう、視界は黒く濁にごったようにぼやけている。

　混こん濁だくする意識は急な立ち上げに時間がかかっているようで、はっきりとしない。

　体に当たる感触から、自分がどうやら仰あお向むけけに倒たおれているということは辛かろうじてわかった。

　背中が触ふれている面はやけに冷たくゴツゴツとしていて、寝ね床どことしては最悪だ。

「っ、た！」

　不意に上を向いていた側がわの頰に何かがかかる。

　反射的に手でその個所を触さわってみれば、液体の感触が指先に触れた。

　なんだ、これ。

　完全復旧に至っていない頭でぼんやりと考えているうちに、今度は手の甲こうに液体が落ちる。

　どうやら上から何かが垂たれてきているらしい。

　辛うじてそのことは認にん識しきし、これ以上の被ひ弾だんを回かい避ひしようと、むくりと起き上がる。

　上半身の滑なめらかな動きとは対照的に、下半身は痺しびれたように重く動かない。

　そのことを不ふ審しんに思いつつも。

　っていうか、ここ、どこ……。

　ようやく疑問を提示できるほどには戻もどってきた意識で、周囲を見回す。

　しかし一寸先は真まっ暗くら闇やみで、ここがどこなのか、皆かい目もく見当もつかなかった。

　えっと、そういえば、確か……。

　パズルのピースのように戻ってくる記き憶おくを手て掛がかりに、頭に手をやり目的のものを探す。

　探す、というほどのこともなく、それはすぐに額の位置に見つかった。

　頭をぐるりと一周するように巻かれたベルトとそこに取り付けられた四角い小箱。

　ヘッドランプだ。

　探さぐり当てたそのヘッドランプのスイッチを、指先の感触を頼たよりに探し当てる。

　わずかな出っ張りを指先で摘つまんで押し上げれば、パッと目の前に光が灯ともった。

　明るい白色にくり抜ぬかれた円の中に露あらわになったのは、よくわからないものだった。

　なんだ？

　復旧率がようやく八十パーセントを超こえてきた頭で確認しようと、顔を近づける。

　それは、やはりなにがなんだかよくわからなかった。

　円柱状に繫つなげられた、ひだのついた布から、何かが二本、にゅっと突つき出している。

　その突き出した何かは臣哉の体を左右からは挟はさむように位置しており、黒い色をしていた。

　伸のし掛かかる重さは、どうやらそれが原因となっているらしい。

　重いな、これ。

　恐おそる恐る、それを突つついてみると、つま先さきは軽く沈しずみ込む柔やわらかさ。

　指を増やして親指と人差し指で摘つまみ上げてみると、サラサラとした感かん触しよくが当たる。

　そのサラサラ柔らかの感触は、テンピュールの枕まくらのように、妙みように気持ちがいい。

　それに惹ひかれるままに、半ば無意識に、二度三度と指先を動かす。

　すると、その何かが、ビクンッと小さく跳はねた。

　む、なんだ、これ、動くのか？

　だとすると、ますますこれはなんなのか。

　にわかに湧わいてきた好こう奇き心しんは、復調までの手持ち無ぶ沙さ汰たの手て慰なぐさみとなる。

　突いたり摘んだり摑つかんだり撫なでたり擦こすったり。

　手で与あたえられる限りの刺し激げきをそれに加えてみる、と。

「……ん、ふぁ」

　声が、聞こえた。

　その、蕩とろけるような小さく短い吐と息いきに、ギシッと臣おみ哉やの動きが停止した。

　聞き覚えのある声だった。

　いや、よもや、そんな、ねぇ。

　意味がわからない。

　理由がわからない。

　わけがわからない。

　思い浮かんだ可能性を、因果関係という観点から否定する。

　否定しつつも、拭ぬぐえない。

　ついさっき耳にした声と、自分の手の下にある感触は、現実だ。

　その現実は別個に成り立っている、声と感触は無関係という保証を求めて、今一度。

　ゆっくりと、試ためすように動かす。

　すると。

「…………ぁ、ん」

　艶つやの乗った声が、臣哉の手の動きに連動するように、呟つぶやかれた。

　間ま違ちがいない。

　確定だ。

　証明終しゆう了りようを確かく認にんすると同時に、サァッと背筋に悪お寒かんが走り脳のう髄ずいに氷柱がぶち込まれる。

　危機感と恐きよう怖ふで急速に意識が覚かく醒せいする。

　思考がはっきりすれば、受け取った五感の解かい釈しやくもまた大きく変わる。

　さっきまでは判然としなかった視覚の処理が、精密に、正常に、なされる。

　円形の光の中に浮かび上がっていたのは、わけのわからないもの、ではなく。

　女性のスカートとそこから伸のびたストッキングに包まれた足、だった。

　しかも、それは、臣おみ哉やの知っている、人間の。

　撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきの。

　ひぃ、っと危あやうく悲鳴が零こぼれそうになる。

　それをすんでのところで押しとどめたのは、臣哉の冷静さの賜たま物もの、ではない。

「……う、ん」

　釘くぎ刺さすようなタイミングで聞こえてきた真咲の声だった。

　危ない、ところだった。

　このまま声を上げていれば、彼女を起こしてしまう可能性があった。

　もし、この状じよう況きようで起きられたら、言い逃のがれのできない嫌けん疑ぎをかけられる。

　それほどまでに状況はややこしいことになっていた。

　いや、状態だけなら、簡単なのだけれど。

　説明すると。

　臣哉の上に、真咲が上下を逆にした仰あお向むけの体勢で、乗っかっていた、ということになる。

　まるで漫まん画がみたいな倒たおれ方だ。

　どんなトラブルが起きればこんなことに、というのは考えるべきだが、それは今ではない。

　今は、とにかく一刻も早くこの体勢から抜ぬけ出さなければ。

　この場合、真咲に気がつかれずに脱だつ出しゆつする方法はひとつしかない。

　ズリズリとゆっくりと尻しりの筋力だけで後ずさりする。

　一度に数センチも動かないのだが、慎しん重ちようさを要求される今は、逆にそれがありがたい。

　目の前に見えてしまう真咲のスカートの中身から目を逸そらすように天を仰あおぐ。

　移動した光の中に映し出されたのは、ゴツゴツした逆三さん角かく錐すい。

　あれって、鍾しよう乳にゆう石せき？

　その形状から想起される名めい称しようを思いつきつつ、すぐに作業へと集中する。

　息を殺し心臓の鼓こ動どうすらも殺すような心持ちで下がり続けること、どのくらいか。

　地道な努力の甲か斐いあって、臣哉は膝ひざのあたりまで抜け出すことができていた。

　ここまでくればあとは一息、一気に、といきたいところだが、慎重に慎重を重ねたい。

　変わらぬペースで今まで以上にゆっくりと。

　胃がキリキリする緊きん張ちよう感が頭を痺しびれさせる。

　その緊張感に、文字どおり水を差すように。

　顔面に、冷や水が、落ちた。

「っ！」

　極度に張り詰つめていた神経に、この一いち撃げきはかなり効いた。

　目覚めの一滴てきよりも敏びん感かんに反応する。

　それでも、ドキンと跳はね上がる心臓の叫さけびを堪こらえたのは、今度は彼の根性の賜たま物ものだった。

　しかし、そこを意識したあまり、身体からだの制動をおろそかにしていたのは、彼の落ち度だった。

　反射的に臣おみ哉やは立ち上がり、足元の凹おう凸とつにバランスを崩くずされる。

　なんとかそれを制せい御ぎよしようと踏ふみ出した足が、真ま咲さきの足につまずく。

　決定的に体勢の安定を失った体は、前方へと、重力によって身を引かれる。

　ピタゴラスイッチのような手順で、臣哉の体は真咲のほうへと倒たおれ込もうとしていた。

　や、ばい。

　なんとかそのことを悟さとった脳が、慌あわてて何とかしろと各所に命令を飛ばす。

　しかし、羽根でも生えていない限りこの状じよう況きようから持ち直すのは不可能だ。

　無茶な注文を、それでもできうる限り現実的に解決しようと律りち儀ぎに体は動く。

　瞬しゆん間かん的に伸のばした腕うでが真咲の頭の両脇わきにバンと手をつく。

　先んじて着地した両膝ひざと合わせ四点、すんでのところで転てん倒とうを堪えることに成功した。

「ってぇ」

　両手両膝にかかった衝しよう撃げきは呟つぶやくような声で逃にがす。

　ジンとした痛みが手のひらから走っていくが、それはなんとか堪えた。

　嵐あらしのようにすべてが過ぎ去ったことを確かく認にんして、緩ゆるやかに緊きん張ちようを解いていく。

　大だい丈じよう夫ぶ、だったか。

　目の前に迫せまっていた真咲の顔を見る限り、彼女がこのドタバタで起きるような気配はない。

　すやすやとした、寝ね顔がおだった。

　とりあえず無事に難は去ったか、と静かに安あん堵どの息を臣哉がついていると。

「……ひゅん」

　底の抜ぬけた笛のような音が彼女の口元から漏もれた。

　ひゅん？

　それが何の意味を持つ寝言なのかを、しばし考えて。

　これが、真咲のくしゃみだということを思い出した。

　次いで、彼女のくしゃみに関する体質についても。

　光くしゃみ反射体質。

　太陽などの光を目にすると、くしゃみが出てしまう体質のことだ。

　人工光で起きるのは稀まれな例なのだが、その稀な部類に真咲は入っているようで。

「……っひゅん」

　臣哉の頭に取り付けられたヘッドライトの光でも、律儀に反射反応を見せていた。

　まぶた越ごしの光だというのに、よほどに敏感なのだろう。

　って、そういう話じゃなくて。

「…………っひゅんっ、ううん」

　眩まぶしそうに表情を歪ゆがめながら、くしゃみを連発する。

　まずい、このままじゃ、起こしてしまう。

　その可能性を臣おみ哉やが危き惧ぐし、一いち目もく散さんにその体勢から逃のがれようとするよりも、一いつ瞬しゆん早く。

「はくひゅんっ、…………あふ？」

　最後に一発、盛大なくしゃみをして、ぱっちりと真ま咲さきの目が開いた。

　目に飛び込んでくるヘッドライトの光に一瞬気を取られたものの。

　すぐに、その後ろにいる臣哉の存在に気がつき、焦しよう点てんがそちらに向かった。

「へ？」

　気も間も抜ぬけた声が、真咲の口から零こぼれ出る。

　無理もない。

　彼女主観でこの状態を解かい釈しやくすれば、押し倒たおされていることに他ほかならない。

　そのことは、臣哉もまたちゃんと理解している。

「と、とりあえず、落ちつこう、な？」

　なだめようとするも。

　なんて説得力のない言葉だ、とまるで他人ひと事ごとのように思う。

　自身でもそう思うのだから、いわんや真咲においてをや、である。

　怒ど気きか羞しゆう恥ちか、頰ほおが白い光の下でもわかるほどに真っ赤になっていく。

　呪じゆ詛そか罵ば倒とうか悲鳴か、喉のど奥おくに装そう塡てんされた音の塊かたまりを今にも放たんと唇くちびるが震ふるえている。

　まあ、仕方がない。

　諦あきらめて自分のために心で十字を切るのと、真咲の絹を裂さくような悲鳴が上がるのは、同時。

　なんだか今日の悲鳴は、とてもよく響ひびいた。

　と思ったのも、当然で、そこは洞どう窟くつだった。




「落とし穴を掘ほろうと思います」

　放課後。

　有う無むを言わさぬメールで旧校舎裏に呼び出された臣哉を待っていたのはそんな言葉だった。

　言ったのは、手にスコップとヘッドランプをそれぞれ二つずつ抱かかえた真咲。

　スコップとヘッドランプを何が何やらわからないうちに押しつけられ。

「お、落とし穴？」

「落とし穴です」

　重大なことでも述べたかのように、重々しく頷うなずく真咲。

「確かく認にんのために訊きくが、それって何かを落とすための穴、という意味の落とし穴だよな」

「それ以外に落とし穴というものの意味を私は寡か聞ぶんにして知りませんが」

「えっと、なに、それを、掘ほる？」

「掘ります」

　また何を言い出したんだこいつは、的な視線を送る。

「それで、その落とし穴に何を落とすんだ」

　そう尋たずねた臣おみ哉やに、今度は真ま咲さきの、何を言ってるんだこいつは、的な視線が返ってくる。

「まだ寝ねぼけているんですか？　私と貴方あなたが共同して企たくらむんですよ。だとすれば目標は言わずもがな、一人しかいないでしょう。あの女です」

　そう言われればそうだ。

　斬きりヶが宮みや臣哉と撃うつ路ろ崎さき真咲には、共通の目的にして唯ゆい一いつの目標がある。

「姉さん、か」

　臣哉の姉、殴おう社じや橋ばし瞠みは子し。

　四よ方も都つ学園高等部現生徒会長である彼女から、その地位を奪だつ取しゆすること。

　それも、非合法的に。

　それが、二人の共通の目的にして唯一の目標。

　どうして真咲がそんなことを考えたのか、とか。

　どうして臣哉がそれに手を貸すのか、とか。

　その辺は語ると長くはないが面めん倒どうくさいので大だい胆たんにカットするとして、とにかく。

　彼と彼女は共犯者にして共きよう謀ぼう者の関係にあった。

　主犯から渡わたされたスコップで、なんとなく足元の土を弄いじくりつつ。

「それで、落とし穴を掘ることと姉さんから生徒会長の座を奪うばうことの因果関係は？」

　落とし穴って、悪戯いたずらにしかならないだろ。

　あとは大型のモンスターを捕ほ獲かくするときくらいにしか使った覚えがない。

「少しは自分の頭で考えたらどうですか」

「たぶん、まる一日考えてもわからないと思う」

「どうして貴方はそう諦あきらめるのが早いんですか」

「諦めないとどうにかなるような話とも思えないが……」

　なにせ前は、驚おどろかすという目的のためだけに椅い子すの下に潜ひそんでいたような人間だ。

　その思考回路に、臣哉にはないルートの百や二百があったとしても不思議ではない。

　だいたい、非合法的に生徒会長の座を奪取しようということ自体、逸いつ脱だつしている。

　いやその部分には、真咲自身の本質と背景が十二分に関係しているのだけれど。

　その一いち分ぶも正確に把は握あくできていないだろう臣哉には、まったく想像もつかない因果だった。

　いっこうに考える様子のない臣哉に小さく真咲は嘆たん息そくし。

「……まあいいです。時間は有限ですからね。私のほうから説明しましょう」

　そう言い、手にしていたスコップのもう一本も臣哉に押しつける。

　そうして手て隙すきになった真ま咲さきの手には、いつのまにかスケッチブックがあった。

　どこにでも売っているような、普ふ通つうのヤツ。

　それを横に持ち、ペラリと表紙をめくる。

　そこには、でかでかとレタリングされた字体で。

「『撃うつ路ろ崎さき真咲プレゼンツ。あの女から生徒会長の座を奪うばう百の方法』」

「語ご呂ろ、悪っ！」

「『原作／撃路崎真咲、脚きやく本ほん／撃路崎真咲、コンテ構成／冥めい途どツヴァイ、漫まん画が／冥途ツヴァイ』」

「なんか色々と突つっ込みたい！　漫画なのかよ！　とか、それ誰だれ！　とか！」

「『むかしむかしあるところに、あの女がいました』」

「今！　四よ方も都つ学園！　殴おう社じや橋ばし瞠みは子し！　しかも劇画調!?　姉さんがハードボイルドだ！」

「『なんだかんだあってあの女は落とし穴に落ちました』」

「展開が早すぎる！　いったい姉さんに何があったんだ！」

「『穴はとても深く、具体的には地下鉄大おお江え戸ど線の六ろつ本ぽん木ぎ駅くらいの深さでした』」

「地下四十二・三メートル!?」

「『この深さでは、一人で抜ぬけることなんて不可能でぎゃらす。あの女は途と方ほうにくれました』」

「人の姉にどさくさまぎれで変な口くち癖ぐせをつけるな！」

「『そのときです。はるか頭上から救いの声が聞こえてきました』」

「はっ、突っ込みどころが、ない！」

「『その声は、優やさしくこう告げます』」

「ここは、インターバルゾーンなのか？」

「『撃路崎真咲に生徒会長の座を譲ゆずりなさい。そうすれば、貴女あなたをそこから助けてあげます』」

「な、なるほど、そこにそう繫つながるのか」

「『もし断るのなら、上から岩を落とします。たくさん』」

「殺す気だ！　っていうかなにその二に択たく、選択の余地がねぇ！」

「『穴の入いり口ぐちに蓋ふたをしコンクリートで固めその上にビデオデッキ完備のペンションを建てます』」

「呪のろいのビデオの作り方だ！」

「『あの女は少し考えました』」

「考えるんだ、一考する余よ裕ゆうはあるんだ！」

「『結局、あの女は条件を飲むことにしました』」

「普通はそうだよな、うん」

「『かくしてあの女は生徒会長の座を辞し、世界に永久に平和がもたらされました』」

「その影えい響きよう、でかすぎ！　姉さん、どんだけ独裁者だったんだよ！」

「『なんだかんだで、なんだかんだでした』」

「全部それで済むと思ったら大間ま違ちがいだからな！　探たん偵ていだって無理だからな！」

「『めでたし、めでたし、めでたし』」

「なんで三回言った!?」

　それで終わりらしく、パタンとスケッチブックが閉じられる。

「というわけです」

「どういうわけ!?」

「せっかく人がかいつまんで話したというのに、貴方あなたは聞いていなかったんですか？」

「むしろ聞いていたからそう思ったんだが」

　色々と仕し掛かけられていた突つっ込みポイントを排はい除じよして、もう一度、話を捉とらえ直して。

「要するに、姉さんを落とし穴に落として、そこから助ける代わりに生徒会長を辞やめさせようと、そういうことでいいんだな」

「最初から私はそう言っています。なんでそんな確かく認にんするようなことを言うんですか」

「確認しなきゃならなかったからだよ」

　言い返して、真ま咲さきが上げてきたプランを臣おみ哉やの視点から検けん討とうする。

　落とし穴を掘ほる、それは十分にできるだろう。

　そこに姉を落とす、それはできるだろうか。

　無理っぽいなぁ。

「参考までに言っておくと、姉さんの嗅きゆう覚かくと勘かんは野生動物のそれよりもすごいからな。生なま半はん可かなカモフラージュじゃ絶対に落ちっこないぞ。物ぶつ騒そうな話、姉さんなら地じ雷らい原げんを鼻歌交じりにスキップで横断できるくらいだと思う。極きよく端たんなことを言えば、落とし穴を隠かくしている部分の土が一粒つぶ変わっただけでも、気がつく可能性は十分にある」

　噓うそのような姉の話だが、殴おう社じや橋ばし瞠みは子しは、実在する、ノンフィクションの人間である。

　色々とパラメーターがチートな姉を間近で見てきた臣哉には、正直落とし穴は無む駄だに思う。

「その点に関しては私も把は握あくしています。すでに何度か試ためして失敗していますから」

「試したんだ……」

「はい。傭よう兵へい部隊出身の人間から学んだカモフラージュ術やゲリラ兵育成専門キャンプを退役した人間から教えられたトラップ術を駆く使ししましたが、ことごとくすべて、かわされました」

　その穴はちゃんと処分したのだろうか、ふと心配になる。

　まあ、それはきちんと姉が後で処理しただろうから、大だい丈じよう夫ぶか。

「そこまで徹てつ底ていして見破られたんだろ？　だったら今いま更さら落とし穴掘ったところで効くのか？　一番大事な引っかける部分が、なんだかんだ、で省略されているし」

「私は何度も同じ失敗を繰くり返すほどに愚おろかではありません。同じ手を用いるからには当然勝算があります」

　勝算、ねぇ。

　もしも姉が穴に落ちるとすれば、それは自分で落ちようと思ったときくらいじゃないだろうか。

　その臣おみ哉やの考えを読んだかのように、ビシッと真ま咲さきが彼を指さす。

「そのための鍵かぎとなるのは、貴方あなたです」

「お、俺？」

　いきなり重要人物指定をされて、ちょっと怯ひるむ。

「そうです。貴方には、囮おとりになってもらいます」

「囮」

「囮です。具体的にはこんな感じで」

　そう言って先ほどのスケッチブックをまためくる。

　すわまた漫まん画がかと身構えたが、今回のはシンプルな図だった。

　シンプルというか、わけがわからない図だった。

　足の短い病気のキリンが放ったビームが作ったクレーターとその余波で吹ふき飛ばされた棒。

　辛かろうじて説明するならそんな感じ。

　そのクレーターやら棒やらの周りには、臣哉や瞠みは子しの名前が書かれているが。

「抽ちゆう象しよう画？」

「なんでわからないんですかっ、こんな具体的に描かかれているというのにっ」

「具体的なのは、俺と姉さんの名前くらいなんだけど」

「っ、じゃあこっちでいいですっ」

　ペラリと二枚目をめくる。

　そっちのほうはというと。

「あ、なるほど。俺を落とし穴の際きわに立たせてそこから姉さんを呼んで誘さそい込むと。んで、俺はクレーンから垂たらしたワイヤーを腰こしのあたりに巻き、命いのち綱づなにする、と。うん、よくわかった。なんだよ、こんなにわかりやすいのがあるなら最初からこっち見せてくれればいいのに……って、あの、真咲さん？　なんでそんなに不ふ機き嫌げんそうな顔をしてるんですか？」

「別に不機嫌じゃありませんっ。最初に描いた絵が私のものだったことも、その意味が通じなかったことも、関係ありませんっ。いいんです、絵なんか上手うまくなくても死にませんっ」

　そういうことか、と合が点てんがいった。

　彼女は、絵え心ごころがないらしい。

　ないというか、子どもの才能のまま開花せずに終わった、というべきか。

　根ね腐ぐされを起こしているのかもしれない。

「とにかく、こういうプランです」

「確かに、これなら上手くいく、のか？」

　再びザッと頭の中でシミュレーションをしてみる。

　なるほど、自分が呼べばあの姉はさして警けい戒かい心を抱いだかずに落とし穴に足を踏ふみ入れるか。

「しかし、落とし穴ってのは、案外洒しや落れにならないもんだぜ。怪け我がくらいはする……わけないか。相手は姉さんだもんな。これが落とし穴だと気がついた瞬しゆん間かんに、即そく座ざに穴の範はん囲い外に跳とんで逃にげるな。それも俺を抱かかえたまま、とか」

「その場合は貴方あなたがあの女を拘こう束そくして引きずり下ろせばいいのです」

「それもまた姉さん相手だと難しい話なんだけどな。まあ、現実的といえば現実的か」

　少なくともまったくの不可能、絵え空そら事ごとではない。

　やってみるだけの価値はあるかもしれない。

　もっとも、失敗すれば二人の関係性、臣おみ哉やと真ま咲さきの協力関係が露ろ見けんするかもしれないけど。

「わかった、そこまでは実現可能だとしよう。すると、最後の問題は、どのくらい掘ほるか、だ」

「私としては三メートル、余よ裕ゆうを持って四メートルほど掘ればいいかと考えていますが」

　真咲の見通しの甘さに、話にならないと臣哉は首を横に振ふる。

「姉さん、前にフリークライミングに挑ちよう戦せんしたときは三十メートルを軽々と登り切った。手て掛がかりとなるものが、まったくないとなると難度が跳はね上がるのかもしれないけど、それでも三メートル四メートルならそう苦にもならないんじゃないか？」

「そう言われると、そういう気もしてきますね」

　瞠みは子しのスペックに関して共通の認にん識しきがある真咲は臣哉の意見を馬ば鹿かにせず神しん妙みように頷うなずく。

「さすがに六ろつ本ぽん木ぎ駅も三十メートルも無理だろうけどせめて十メートル。そのくらいは欲しい。っていっても、人力で、それも二人で掘るとなると何日かかるかわからないけどな」

「それなら心配ありません。前回の作戦時に用いたこれを使えばあっという間です」

「これって、このスコップを使うんじゃないのか？」

　手元を見る臣哉をよそに真咲が近くの茂しげみから何かを引っ張り出す。

　ずるずると何か重たいものを引きずるような音とともに茂みから出てきたそれは。

「……なに、それ」

　と思わず訊きかずにはいられない代しろ物ものだった。

「なにって、言ったじゃないですか。前回の作戦時に用いたものです」

「それは、わかってるんだけど……」

「名めい称しようのことを言っているんなら、個人携けい行こう用小型特とく殊しゆ掘くつ削さく機械です」

　それは、簡単に言えば、ドリルがついたホッピングだった。

　ホッピングが古代の遺物と化している可能性を考こう慮りよして、具体的に描びよう写しやをすると。

　人の胸の高さまである棒の上端と下の方に、短い棒を横向きに取り付け。

　そして下方の先端にドリルを設置して完成だ。

　図で示すと。

　干▽

　そんな珍ちん妙みよう極きわまりないものを真咲は持っていた。

「なんか、変な形してるけど、それはどうやって使うんだ？」

「どうやってって、見たままです。ちょっとそこにスコップで軽く穴を掘ほってください」

　言われるままにスコップで二杯はい分ほど土を削けずりくぼみを作る。

　そこにドリルを差し入れ掘くつ削さく機を地面に垂すい直ちよくに立て、上下の横棒にそれぞれ両手足を乗せる。

　なるほど見たままどおりのその使い方に、思わず臣おみ哉やは叫さけんでしまった。

「クイントだ！」

「クイントって誰だれですか？」

　首を捻ひねる真ま咲さきは、答えが返ってこないようなので、さっさとその疑問をうっちゃって。

「えっと、まずは電源を入れて、本体を固定して」

　手順を確かく認にんするように、ひとつひとつ呟つぶやきながら何やら手元で操作をしていく。

　足を乗せた横棒のすぐ下から、先に太い爪つめのついたロープが四つ跳とび出し十字に根を張る。

「エンジンのスイッチをオンにして」

　ガチッと何かを嵌はめる音がして、突とつ如じよ、ドルルルルルと唸うなるような音が響ひびき渡わたる。

　小刻みな揺ゆれが掘削機とその上に乗った真咲の体を揺らす。

　その状態でも真咲はバランスを崩くずさずに。

「スタート、っと」

　言葉どおりに、くぼみに突き立てられたドリルが回転を始める。

　真咲の重量と爪による固定によって、回転力を下方へと方向づけられたドリルは地面を掘る。

　削り取った土を回転で外に弾はじき飛ばし、あっという間に穴は深くなっていく。

「おお、すげぇっ！　やっぱドリルはすげぇっ！」

「どどどうううででですすすかかか、こここれれれなななららら、じゅうじゅうじゅうめめめとととるるるくくくらららいいい、あっあっあっととといいいうううまままででですすす」

「どうですか、これなら、十メートルくらい、あっというまです、って言ったんだよな」

「そそそうううででですすす」

　振しん動どうで舌を嚙かみそうになりながら、その性能を誇ほこってみせる。

　ドリルの直径もあるので、これのみで掘り切るのは難しいだろうが、だいぶ楽にはなる。

　そのまましばらく掘り進み、一メートルほどの深さまで達したところで、掘削機を止め。

「こういう感じです」

「うん、なるほど、これならそう時間はかからなさそうだな」

「あまり深く掘ると、削った土を運び出したりロープの固定をし直さなければいけないのが玉に瑕きずですけれどね。それでもまったくの手作業よりは早いはずです」

　穴から出てきた真咲と一いつ緒しよに掘削機を穴から引き上げる。

「それでは頑がん張ばりましょう」

「おー」

　ヘッドランプを装着し、作業を開始する。

　手順は単純。

　まずは掘くつ削さく機で一メートルほどの穴を掘ほる。

　そうしてできた穴を軸じくに、今度はスコップで穴を広げていく。

　十分に広げたら、今度はそこに掘削機を下ろし、また一メートルほど掘っていく。

　それをまたスコップで広げて、といった作業を繰くり返すこと数度目で。

「あれ」

　不意に、真ま咲さきが声を上げた。

「どうしたんだ？」

「いえ、その、急に掘削が止まりまして」

「止まったって、壊こわれたのか？」

「ドリルが回っている感覚はあるので、そういうわけではないようですが……」

　おかしいですね、と言いつつ、あれこれと臣おみ哉やにはわからない操作盤ばんを弄いじる。

　それでもいっこうに改善される様子はない。

「どうやら、岩に突つき当たったようですね」

「ようですねって、そりゃどうすりゃいいんだ？　このままずらして掘ればいいのか」

「小さいものや掘り出せるものならそれでいいかもしれませんが、大きいものだと、最悪、場所を変えたほうがいいかもしれません」

「そりゃ手間だな。岩くらい砕くだけないのか。ドリルは天だって突つけるもんだろ」

「シールドマシンではないですからね。ヒビをいれるくらいはできるかもしれませんが、それ以上無理をさせると刃はがボロボロになったり欠片かけらが挟はさまって回転が止まるかもしれません」

「とりあえず、どのくらいの大きさの岩かを確かく認にんするしかないか……」

　ここまでが順調に来ていたために、なんだか士気が下がるなぁと思っていると。

　ビシッ。

「……なんか、今、聞こえなかったか？」

「そうですか？　私には何も聞こえませんでしたが……」

　ビシビシビシッ。

「……ほら、また」

「私にも聞こえました。けど、何の音でしょう」

「なんか足元から聞こえてきた気がするんだが」

「足元、ですか？」

　二人して足元を見る。

　そこにはおかしな様子などなにもなくて。

　なにもないが、なくなった。

　突とつ然ぜん、平らだった地面に亀き裂れつが入る。

　数センチもなかった幅はばがグワッと一気に縦横に広がり、さらに細かい亀き裂れつを生み出していく。

　その亀裂がまた拡かく大だいし連結し、瞬またたく間に地面全面を覆おおい尽つくしていく。

　割れたガラスのような不吉な模様が入ってしまった地面は、その不吉さに違たがわず。

　ビキビキという音をまといながら、徐じよ々じよに下へ下へと沈しずみ込んでいく。

　そして、その緩かん慢まんな沈ちん下かに耐たえ切れなくなった地面は。

「……げ」

「……うそ、です」

　一気に、堰せきを切ったように、我先にと先を争って、落ちていく。

　臣おみ哉やたちもまた、奈な落らくに、落ちていく。




「…………そうだ、そうだった！」

　この状じよう況きように至るまでの経緯を思い出し、臣哉は膝ひざを打つ思いで声を上げた。

「いきなり地面が抜ぬけたんだ！」

　抜けた後の記き憶おくは定かではないが、状況から見て間ま違ちがいないだろう。

「どうやら、あのときぶつかったのはこの洞どう窟くつの天てん井じようである岩がん盤ばんだったようですね。もっとも、見上げても空が見えないところからすると、落下の過程でだいぶ移動してしまったようですが。貴方あなたも私も目立った外傷がないところからすると、落下距きよ離り的にはそうでもないんでしょうか」

　そう冷静に分ぶん析せきする真ま咲さきであるが、本心までそうかはわからない。

　一見、平然としているようではあるが、それは上辺だけかもしれない。

　事実、彼女の手は。

「……真咲さん、ちょっと痛い」

　わざわざ座っている臣哉の手を握にぎり、そのまま潰つぶさんばかりにギュッと繫つながれていた。

　本人もそのことに今気がついたらしく、慌あわてて手を放し後ろ手に隠かくす。

「こ、これは、その、特に意味はありませんっ」

　意味がないのに手を繫いでくるほうが問題だと思うが、今の彼女は恐きよう怖ふを隠したいらしい。

　ここで強がってどうするんだ、と相変わらずの無む駄だな虚きよ勢せいに苦笑する。

「素す直なおに恐こわかったからって言えばいいじゃん」

「なぜ恐いのですか。どうしてこの状況を恐いと思わなければいけないのですか。こんなの、ただ明かりの一つもない暗くら闇やみの中に出口もわからないままに放ほうり出されただけじゃないですか」

　言って、整理した自分の言葉をなぜか後から理解していったのか、みるみる顔色が悪くなる。

「……ほ、本当です、そ、そのとおりですっ。真っ暗闇で、どこにいるのかもわかりませんっ」

「そこでなんで俺を見る」

「へ、変な気を起こさないでくださいね」

「この状じよう況きよう下でそんなこと考えられるほど俺はタフじゃない。だいたい、そんな気があったら、さっき真ま咲さきさんが気絶している間にどうこうしてるっての。まあ、間ま違ちがわれたけど」

「過ぎた話を蒸むし返さないでくださいっ」

　さて、と立ち上がり。

「とにかく、ここから出ないとな。電話は通じるかな……うわ、やっぱり圏けん外がいか」

「私もです。特とく殊しゆ回線も不通ですし、ＧＰＳも機能してないです。あ、ワンセグは入ります」

「なんで!?」

　臣おみ哉やのそれよりも高性能なはずの真咲のものでも駄だ目めだとなると、連れん絡らく手段はない。

「となると自力でって話になるか……。そうだ時間は？　落ちてからどのくらい経たってるんだ」

「およそですけど、二時間弱ですね」

「ってことは、もう最終下校時刻は過ぎてるよな。姉さんの見回りでも気がつかれなかったとなると、落ちてきた穴は塞ふさがっちまってるのかもな。いや、そんなことはどうでもいいのか。問題は、すぐに発見される可能性がほぼないってことだな。こういうときのセオリーとしては、遭そう難なんした場所からできるだけ動かないってことだけどそれも救助の芽があってだしな」

　さすがに明日の朝にもなれば誰だれかが気がつき騒さわぎになりいずれは見つかるだろうが。

　少なく見積もっても十二時間以上かかるその時間を、はたして耐たえ切れるかどうか。

　無理だな。

　臣哉は即そく断だんした。

　救出の確約もなく十二時間を過ごすには、装備も精神もとてもじゃないが耐えられない。

「真咲さんのほうはどうだ？　俺んところみたいに家に誰もいないわけじゃないんだし、夜遅おそくなれば誰かが不ふ審しんに思って捜そう索さくに動くんじゃないか。学園の敷しき地ちは真咲さんの家のもんだろ？　だったら、ここの正確な場所もわかるだろうし、それならすぐに救助される可能性も」

　言いそびれたままだったが、撃うつ路ろ崎さき真咲は超ちよう絶ぜつお金持ちである。

　同時に、臣哉の通う学校の裏の支配者であり影かげの所有者でもある。

　なので、学園の構造は隅すみから隅まで把は握あくしていると思われたのだが。

「どうでしょう。少なくとも、私はこんな洞どう窟くつがあるということは知りませんでした。測量時に見落としたか、それともわざと隠かくしたのか。いずれかはわかりませんが、少なくとも私が目にした測量図や地図にはこのような場所があるとは記き載さいされていませんでした」

　ただ、とさらに先を続ける。

「推すい測そくするに、この洞窟は戦時中、防ぼう空くう壕ごうとして使用される予定だったんではないでしょうか。それも単なる防空壕ではなく、撃路崎のごく一部、限られた人間や、その財産の幾いく許ばくかを避ひ難なんさせるためのものとして。だとすれば、その存在を当時の人間の一部を除いて知らなかったということも考えられますし、使用されずに終わったというのなら、その存在ごと忘れられていても不思議ではありません。もっとも、こんな場所で長期を過ごすには大変そうですけど」

「基本、天然の洞どう窟くつみたいだしな」

　よく見れば、生活ができるように改造が施ほどこされているのかもしれないが、そんな余よ裕ゆうはない。

「しかし、そうなるといよいよこれは自分たちでどうにかするしかなさそうだな」

「どうにかするって、出口を探すということですか？」

「そうなるな。もし真ま咲さきさんの推すい測そくどおりだとしたら、まず間ま違ちがいなく出口はあるだろうし。たとえなくても、ここでじっとしていても仕方がないだろ。探し当ててもらえるあてがあるなら無む駄だに体力を使わずにここで待ってるけど、話を聞く限りその可能性は低いしな。それに、どこか他ほかに電波が入るところがあるかもしれない。そうなりゃ万ばん々ばん歳ざいだ」

「こ、この、暗い中を行くんですか？」

「残念ながら照明も照明のスイッチも見つからない。それに、ヘッドランプも電池残量を考えて片方だけにしたいから、もっと暗くなると思うけど、なに、真咲さん、暗所恐きよう怖ふ症しようなのか？」

「い、いえ、そういうわけではありませんが」

「そうだよな。最初に会ったときは真まっ暗くら闇やみの中で寝ね転がっていたんだもんな」

「で、でも、その、あのときとは場所も勝手も違いますし、むやみに光量を絞しぼるのは」

　真咲が不安になるのもわかるのだが、かといって電池の無駄遣づかいも避さけたい。

　ヘッドランプが消えてしまえば、いよいよここは真の暗闇になってしまう。

　ワンセグを見ながら動くというわけにもいかないだろう。

「悪い、それは我が慢まんしてくれ。消すぞ」

「あ、ちょっと、待ってくださいっ」

　慌あわてる真咲を尻しり目めに、彼女のヘッドランプのスイッチをオフにする。

　明かりが一つ消えた分、周囲の闇がその範はん囲いを広げ押し寄せてくる。

　辛かろうじて確保している小さな光の円の中にいるのは。

「ま、待ってくださいって言ったじゃないですかっ、ひゅんっ」

「電池が切れるよりいいだろ。そうだ確かく認にんするの忘れてたけど、他ほかに懐かい中ちゆう電でん灯とう持ってないよな」

「そんなものあればとっくに出してます。あ、でも」

　何かに気がついた様子でポケットをごそごそと漁あさる。

「サイリュームなら一本だけですけど、持ってます」

「またなんでそんなものを……。まあ、それはそれで役に立つからいいか」

　ヘッドライトの明かりを左右に振ふり、奥の様子を探さぐる。

　粘ねばつくような闇はその程度では払はらい切れず、どちらの先もどうなっているかわからない。

　周囲の状じよう況きようから洞窟内部を把は握あくする術すべを臣おみ哉やは持っていないので、運に頼たよるしかない。

「真ま咲さきさん、右と左、どっちがいい」

「どっちでもいいですから、早く行きましょう」

「じゃあ右で」

　受け取ったサイリュームを折り、さっきまで腰こしかけていた岩の上に置く。

　ぼんやりとした柔やわらかい光が目印となる。

「ここがスタート地点な。もしはぐれたらここまで戻もどってくるように」

「わ、わかりました」

　緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずく真咲。

「あの」

「なんだ？　先頭は俺が行くぞ。なるべくゆっくり行くつもりだけど、見失いそうになったら一声かけてくれな。声が出なかったら手でも足でもいいから引っ張ってくれれば止まるから」

「その、そうではなく」

「まだ何かあるのか？」

　俯うつむき、何か言いづらそうに、もごもごと口の中で言葉を転がしている。

「…………その、実は、こういったときに落ちつけるツボを、知っているんですが」

「へぇ、そんなものあるんだ」

「は、はい。それで、貴方あなたのそのツボを押してあげようと思うんですが」

「いや、いいよ、ほら、ツボって素人しろうとが下手にやるのも生なま兵びよう法ほうはなんとやらで危ないだろ」

「い、いえ、そのツボはとても簡単な初心者向けで、誰だれでもできるものなんですっ」

　力強く、というか若じやつ干かん鬼き気き迫せまる剣けん幕まくで推すい奨しようする真咲に、少したじろぐ。

「だ、だったら頼たのもうかな。ここから先、何があるかわからないし落ちついてて損はないしな」

「で、では、片方の手を、手のひらを上にして、こちらに出してください」

　言われるままにスッと手を出す。

　すると、その手の上にそっと真咲の手が重ねられ、ギュッと握にぎられる。
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「こ、これで大だい丈じよう夫ぶです」

「あ、うん。…………えっと、もう離はなしてもいいんじゃないか？」

「だ、だめです、このツボの効果は一時的、数秒のものなんで、持続させるためにはずっとこうしてなくてはいけないのですっ。は、離さないでくださいっ、絶対に離さないでくださいっ」

「そういうことなら」

「こ、これはノーカウントです、あくまでもツボを押すための、いわば治ち療りよう行こう為いであって、その、けして手て繫つなぎの初めてというわけではありません、ですから、いいんです」

　ぶつぶつと言いながら、手を握る。

　微ほほ笑えましい言い訳を盾たてに繫がれた手の効果は、確かに真咲には覿てき面めんのようだった。

　強こわ張ばっていた表情は幾いく分ぶんか和やわらいでいるようにも見える。

　もちろん、それは臣おみ哉やにとってもそれなりに効果を発揮してはいた。

　遭そう難なん時の生存確率は、ともに遭難した人間の数が多いほど上じよう昇しようするという。

　噓うそか真まことか知らないが、少なくとも今この場においては、信じるに足るものであった。

　自分の手の先に繫つながる誰だれかがいるということは、なんとかしなければという責任感を生む。

　その背に負った責任は重ければ重いほど、暴れる恐きよう怖ふを押さえ込み落ちつかせ思考を保つ。

「このツボ、効果は抜ばつ群ぐんだな」

「そ、そうでしょう。こんなツボを知っていた私に感謝してください」

「ありがとうございます」

　もっとも、恐怖を抑おさえる代わりに別のことで心がざわつきそうになるのだが。

　さすがにそれは不ふ謹きん慎しんだろうと理性でもって封ふうじ込める。

　そうしてようやっと、二人は歩き出した。

「足元、デコボコしてるから気をつけろよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶできゃっ」

「おうっ！　い、言った傍そばから転ぶなっていうか俺を引っ張るなっ！」

「し、仕方がないじゃないですか、手を繫つないでしまってるんですからっ」

「それはわかるんだがっ！」

「や、ちょ、こっちに倒たおれてこないでくださいっ」

「そう思ったらそっちがもうちょっと踏ふん張れ！」

　ヘッドランプが先を行く臣おみ哉やの額にしかないとはいえ、先が思いやられるスタートである。

　などというやり取りも最初のほうだけで。

　しばらく歩いているうちに慣れてきたのか、バランスを危あやうげにする場面も減ってくる。

　それにつれて速度は、平時ほどとまではいかないまでも上がり、会話する余よ裕ゆうも出てくる。

　体力を温存するために会話も自制すべきだったが、無言だと今度は精神的に辛つらい。

　なにより静せい寂じやくの中にいると暗くら闇やみに押し潰つぶされそうで、どちらともなく口を開いていた。

「そういえば、先ほどから思っていたんですが」

「うん？」

「落ちてからの行動が、随ずい分ぶんと迷いのないように思えましたが、どうしてです？」

「あー、うん、それは、なんていうか」

「まさか、しょっちゅうこんな目に遭あっているわけでもないでしょう？」

「そんな摩ま訶か不思議アドベンチャーな日常だったら、姉さんならともかく俺は生きてない」

「ではなぜ」

「あんまりこの状じよう況きよう下で話すようなことじゃないんだが」

「構いません。そこまで聞いてしまっては、とても気になってしまいます」

　どうにも真ま咲さきのほうは聞く気満々のようだ。

　はぐらかすと機き嫌げんが悪くなりそうなので、諦あきらめる。

「これと同じような状況に陥おちいったことがあるんだよ」

「十分にアドベンチャーじゃないですか」

「一回だけ、それも昔のことだよ。小学生のときのことなんだが、夏休みに祖じ父いさん家ちに遊びに行ってな。その祖父さん家っていうのが、田舎いなかも田舎で、夜中になると真っ暗な星明かりだけになって、鍵かぎも四し六ろく時じ中ちゆう開けっぱなしの、まだ水洗トイレも全宅完備されてないような場所」

「風景だけなら我が家の裏庭も同じようなものですが」

「一いつ緒しよにすんな。まあ、そんなような感じだからまだまだ自然がたくさん残っていてさ。っていうか、人の家のほうが自然の中に取り残されたような感じでさ。しかも祖父さん家の裏にはちょうどいい感じの山なんかあったりして、当時小学生だった俺の野性が刺し激げきされるわけだな。もちろん、駆かけ巡めぐらないわけがない。ってわけで、俺は毎日、山の中で日が暮れるまで遊んでいたんだ。姉さんと一緒に」

「……それで」

　敵である瞠みは子しの名前が出たからか、微び妙みように不ふ機き嫌げんそうなオーラが真咲から出る。

「ある日、俺たちは洞どう窟くつを見つけたんだよ。んで、後はわかるだろ。子ども心に洞窟なんて怪あやしげなものを見つけて、わくわくしないわけがない。好こう奇き心しんのままに懐かい中ちゆう電でん灯とうを手に足を踏ふみ入れて、運悪く地じ滑すべりが起きて洞どう窟くつの入いり口ぐちが塞ふさがれて、俺たちは中に閉じ込められた」

　それこそ暗所恐きよう怖ふ症しようというなら臣おみ哉やのほうこそなってもおかしくない経験だった。

　しかし、幸いにその事件はトラウマになることはなく、無事に解決した。

「閉じ込められたって、どうなったんですか？　いくらあの女がいたとしても、その状じよう況きようを一人で打開できるはずがないでしょう。ましてやそのときは小学生ほどなんですから」

「真ま咲さきさんの言うとおり、俺はもちろん、姉さんでもどうしようもなかった。岩が折り重なって埋うまった入口は、そのひとつやふたつどけたところでどうにもならなかったし、むしろさらに崩くずれて悪化する恐おそれがあった。洞窟は一本道のうえに行き止まりで、逃にげ道みちはなかった。俺たちは、その狭せまくて暗い空間でいつ来るともわからない助けを待つより他ほかになかった」

「ごくり」

　結果はわかっているだろうに、それでも手に汗あせ握にぎるのか唾つばを飲み込む音が聞こえる。

「幸い、元から洞窟探検のつもりだったから懐中電灯は持っていた。だから暗くら闇やみに怯おびえる必要はなかった。けど、それ以上に恐こわかったのは、もしもここから出られなかったらどうしよう、という想像だった。ただでさえ感情の振ふれ幅はばが大きい子どもだ。こんなあからさまに絶望的な状況に落とされて、ネガティブに考えないほうがどうかしてる。俺は泣きそうだった。泣かないのが不思議なくらいに、どうしていいかわからない感情に支配されていた」

　そこが山場だというのがわかるのか、真咲の握る手が無意識にだろうが強くなる。

「そんなときだよ。姉さんが、手を握ってくれたのは。そう、ちょうどこんなふうに」

「こ、これは別に、そういうわけじゃ」

「はいはい、わかってるって。とにかく、姉さんは、俺を勇気づけるように手を握り締しめて、なんとかなる、大だい丈じよう夫ぶだって笑ってくれたんだ。自分だって不安だし恐いだろうに、俺を泣かせないためだけに、その感情を抑おさえて何事もないように、笑ってくれたんだ。その手の温ぬくもりと笑え顔がおは、絶望に沈しずもうとしていた俺を、見事に救い上げた。姉さんと一いつ緒しよなら大丈夫だ、そう心を持ち直した。結局、俺たちが助けられたのは閉じ込められてから十五時間後だったんだけど、救助に来ていた人は俺たちを見てびっくりしてたぜ。なにせ、意識が朦もう朧ろうとしていてもおかしくはない状況だってのに、いざ岩の山をどかして跳とび込んでみれば、子どもたちは吞のん気きに歌を歌ってるんだもんな。あのときの救助隊の人の顔は、今でも覚えてるぜ」

「よ、よかったです、無事に助かって、よかったです」

「だからさ。あのときのことを思い出せば、このくらいなんでもない。なんとかなる、大丈夫だって、思えるんだよ。悲観しなければやるべきことは見えてくるし、行える。そうだろ？」

「本当に、よかったです、今は敵ですが、あの女も、助かって、よかったです」

「あの、真咲さん？」

　喜び泣きとでもいうのだろうか。

　まるでわがことのように過ぎ去った話を喜ぶ真ま咲さきの目の端はしには光るものがある。

「そんな感かん涙るいするような話か？」

「泣いてなんかいませんっ。け、けど、この目にたまる水分は、止められませんっ」

　純じゆん粋すいなのか無む垢くなのか、感情を露あらわにする真咲の涙なみだに、いよいよ臣おみ哉やは耐たえ切れず。

「…………すみません、この話は噓うそです」

　白状した。

「うう、ハンカチハンカチ…………って、今、なんて言いました？」

「いや、だから、その、噓だって」

「うそ？」

　言葉の意味がわからない、とでもいうかのように、呟つぶやく。

「えっと、洞どう窟くつに閉じ込められたってのは本当だ。でもおとなしく救助を待っていた云うん々ぬんのくだりは完全に俺の創作。っていうか、姉さんはそんなおとなしいタマじゃないし。三十分ほどじっとしてたけど、飽あきたの一言で、正せい拳けん一発、岩の山を吹ふき飛ばして下山した」

　閉じ込められたことよりも、そっちのことのほうが恐こわかったくらいだ。

　殴おう社じや橋ばし瞠みは子し、その化け物っぷりは生後一秒から十七になる今までいささかも衰おとろえてはいない。

「で、では、手を握にぎって励はげましてくれたというのは」

「うん、だから、そんな事実はどこにもない。いや、信じるくらいはしてくれるかと思ったけど、まさか感動までしてくれるなんて…………て、ててて、痛い、痛いよ、真咲さん」

「わ、私の感動を、返してくださいっ」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　思いついたからつい！」

「貴方あなたはっ、思いついたら噓をつくんですかっ」

「すみませんすみませんすみません！　真咲さんだったからつい！」

「貴方はっ、私でしたら噓をつくんですかっ」

「そういうわけじゃないけど！」

「ばーかっ」

　ぶんと怒いかりをぶつけるように腕うでを振ふり繫つないでいた手を離はな、さない。

　そこはどんなに怒り心頭でも譲ゆずれないらしく、繫いだままの手に振った勢いが伝達され。

「ちょ、ちょっと、待て、た、倒たおれる！」

「堪こらえてくださいっ」

「そんな無茶な！」

　不意打ちのように力を加えられて、ただでさえ悪い足場でとっていたバランスを崩くずさせる。

　それでもなんとか堪えようと踏ふみ出した一歩は、バシャリという異音を靴くつ底ぞこに生んだ。

　バシャリ……って、水たまり？

　ずるりと、地を摑つかんでいたはずの足が浮く。

　それでも倒たおれられないと、しぶとく無理矢理浮いた足を筋力だけで押さえつけようとした。

　しかし、それが徒あだの決定打となった。

　叩たたきつけるように下ろした足は、地を捉とらえた、が、それは平らではなかった。

　ぼこりと突つき出た岩を思い切り踏ふみ、下ろした足の勢いがおかしな形に変へん換かんされる。

　おまけに、臣おみ哉やは知らぬ話ではあるが、靴くつ底ぞこは濡ぬれていて。

　転ばないわけがない。

　けれどもそこは意地と根性、少しでも時間を稼かせいで被ひ害がいを最小限にとどめるように努力する。

「って、手ぇ離はなせ、真ま咲さきさんも倒れるぞっ」

「い、嫌いやですっ」

　握にぎった手を解くことなく、真咲もまた倒れようとする臣哉を必死に地面に繫つなぎとめる。

「ツボとか言ってる場合じゃなくてっ」

「そうでは、ありません、今手を離したら、貴方あなたを見捨てることに、なるじゃない、ですかっ」

「い、いいって、見捨てて、何も崖がけに落ちそうなわけじゃないんだからっ！」

「同じですっ。崖でもどこでも、見捨てるという行こう為いには、変わりありませんっ」

　顔を真っ赤にしてまで踏ふん張る。

「貴方は、同志、なんですから、アルパカに誓ちかった仲間なんですから、見捨てませんっ」

　臣哉としてはそんなものには何も誓っていないのだが、ここでそれを言ってる場合ではない。

「その心意気はありがたいし格好いいし嬉うれしいんだがっ」

「が、頑がん張ばりましょう。ファイト、一発、ですっ」

「かつてこんなスケールの小さい困難があっただろうかっ」

　それでも真咲の頑張りに応こたえようとなんとか体に鞭むち打うとうとしたところで。

「ひゅんっ」

「ここでっ!?」

　可か愛わいらしいくしゃみの音と同時に、ふわっと体が宙に浮く。

　細切れにされた瞬しゆん間かんの視界には、臣哉の巻まき添ぞえを食らって前に倒れ込もうとする真咲の姿。

　もう立て直しが不可能なことを悟さとって、まだ繫いでいる手を乱暴に引き、彼女を寄せる。

　浮いているためかさっきより軽く感じられた真咲の重さを体の上に感じるのと。

　バッシャーンと背中から臣哉が盛大に着水するのは同時だった。

　ささやかな水飛沫しぶきが小雨と降る。

「…………うん、まあ、こういう展開になるのは、なんか目に見えてたけど」

　お約束だもんな。

　誰だれとの約束かは知らない。

「ち、力及およばず、すみません」

「いや、元はといえば俺が勝手に転びそうになっただけなんだし」

「それを言うなら、私にも原因があります」

「じゃあお互たがい様さまってことで……、ですね。その、どいてくれないか」

　臣おみ哉やの言葉に、はい？　と真ま咲さきが首を捻ひねる。

　捻って、その首がどこにあるのかを理解して。

「こ、これは、その、ちが、な、なんで貴方あなたはそんなとこに倒たおれてるんですかっ」

「なんて理り不ふ尽じんなお怒いかり!?　でもそれは甘んじて受けるので、とにかくどいてください！」

　ちょうど、開いた股またの上にある真咲の顔が、残像でも残しそうな勢いで後ろに下がる。

「…………散々です」

　今日一番の落ち込みを見せる真咲。

　気持ちはわからないでもないのだが、臣哉としては実に複雑な気分だった。

　ひとまず彼女のほうは放ほうっておくとして、その場から立ち上がる。

　すると、ぼたぼたと水が服の端はし々ばしから滴しずくとなって落ち、足元の水面に波は紋もんを作った。

　制服の上を脱ぬいでみれば、背中の部分が盛大に濡ぬれてしまっている。

　染しみ込んだ水は地下を通っているためか、思っていたよりも冷たい。

「寒っ」

　臣哉の足元はくるぶし上まで水に浸つかっていた。

　その出所を探そうと首を巡めぐらせば、どうやらこの水には流れがあるらしいことがわかる。

　二人が来たのとは別方向から数センチの隙すき間まを流れてきた水の行く先は、二人と同じだった。

「とりあえず、このままこの流れに沿って行ってみるか。目印もなく闇やみ雲くもに歩くよりマシだろ」

「え、あ、はい」

　まだ心ここに半分あらずみたいな様子で頷うなずく真咲。

　大だい丈じよう夫ぶかよ、と思うものの、さすがにそこまでフォローしてやる余よ裕ゆうはない。

「それと、その前に、それ脱げ」

「ぬ、脱げって、いきなり何を言い出すんですっ」

「そのストッキングだよ。すっかり濡れちまってんじゃん」

　臣哉が下した敷じきになったのでそれほど濡れてはいないが、足はすっかりびしょ濡れだった。

「あ、歩くには支障はありません」

「今はそうかもしれないけどな。でも、歩いているうちに足が冷えてくんだろ。足が冷えりゃ、今度は全身が冷えてくる。そうやって体温が下がると、体力の消しよう耗もうが早くなるんだよ」

「もしそうなっても貴方に迷めい惑わくはかけませんから」

「そういう話じゃねぇっての。いいから脱げ。どうしてもって言うなら俺が脱がす」

　冗じよう談だんではなく本気でそう考えた臣哉を牽けん制せいするつもりか、ピシャリと。

「嫌いやです。貴方の前で素す足あしを晒さらすなど、恥はずかしくてとんでもないです」

「あのなぁ、そんなこと考えてる場合じゃないだろ」

　うっかり語気を強めたくなる自分を自制する臣おみ哉やを半ば無視するような形で真ま咲さきの声が遮さえぎる。

「それよりも先を急ぎましょう。こっちでいいんですよね」

　タイミングを奪うばおうというのだろう有う無むを言わさずさっと立ち上がり、立ち上がれなかった。

　右の足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、その足首から折れるように、真咲の体がよろめく。

「おいっ」

　慌あわててその体を支えながら、気がついたことを言う。

「真咲さん、足、どこか怪け我がしたのか」

「し、してません、ピンピンです」

「してるんだろ」

「だから、してないと」

「してる」

　臣哉の脅きよう迫はくにも似た詰きつ問もんに、真咲はおとなしく、頷うなずいた。

「で、でも、少し捻ひねっただけで、普ふ通つうに歩くぶんには問題はないです」

「いいから、ストッキング脱いで、足を見せろ」

　黙だまり込み弱々しく抵てい抗こうをしてみせたが、臣哉の無言の圧力の前に観念する。

「……わかりました。その、わかりましたから、後ろを向いていてください」

「ん。明かりはここ置いておくぞ」

　真咲に背を向け、目を閉じ待つ。

　背後でする湿しめった衣きぬ擦ずれの音が、場ば違ちがいな想像を搔かき立てかけたが、そこは無心。

「も、もういいです」

　許可を得て真咲に向き直る。

　そこには、しおしおとした様子で低く突つき出た岩に腰こしを下ろす真咲がいた。

　脱ぬいだストッキングは抜ぬけ殻がらのように生々しく傍かたわらで丸まっている。

　漆しつ黒こくの中に浮かび上がる素す足あしは、光を受けて雪のように真っ白い。

「……あまりジロジロ見ないでください」

「見なきゃわからないこともあるだろうが。まあ、外傷はないみたいだけど」

「……だから問題はないと言ったじゃないですか」

「本当にそうならいいんだけどな。っと、触さわるけど、いいか」

「……ここまでしておいて何を今いま更さらです。さっさとしてください」

　煮にるなり焼くなり好きにしろ、とでも言いたげな声が返ってくる。

　それじゃあお言葉に甘えて、と伸のばした手は、これが健全な意味だとわかっていても震ふるえる。

　診みるだけ、診るだけだ。

　自分に言い聞かせて、外面は冷静を装よそおう。

「痛かったら痛いって言えよ」

「わかってます」

　ゆっくりと、割れ物に触ふれるような柔やわらかさでそっと、足に触れる。

「っく……ん」

「痛いのか？」

「い、いえ、違ちがいます」

「だったら変な声を出すなよ、紛まぎらわしい」

「す、すみません、気をつけます」

　徐じよ々じよに、建物の内部構造を叩たたいて調査するように、部位をずらしながら確かめる。

　その度たびに、真ま咲さきの口からは。

「ぁ、っ、ん」

　だの。

「ふぁ、あ、っ、うっ」

　だの。

「っ、っ、っ、っ」

　だの。

「い、っ、んっ、だ、めっ」

　だの。

「集中できない！」

　零こぼれ出る色っぽい声に、せっかく押さえている心が波立ちそうになる。

「し、仕方がない、じゃ、ないですか、く、くすぐったいものはくすぐったいんですからっ」

　息も絶え絶えになりながら真っ赤な顔で反論する。

「それはわかるけど、もうちょっとなんとかなんないのか？」

「で、では、服の袖そでを嚙かんで耐たえます」

「それもあれだけど、まあいいや、今は四しの五ごの言ってられないか」

　というわけで再開。

　言葉どおりしっかと服の袖を嚙み必死に堪こらえ声こえも漏もれないのだが。

　今度は足が、臣おみ哉やが触ふれる度に、ピクンピクンと悶もだえるように動く。

　足の指を閉じたり開いたり伸のばしたり縮めたりと忙いそがしい。

　単なる足の動きだというのに、なんとも艶なまめかしいその有あり様さまに。

「集中できない！」

　声のときと同じような効果が臣哉にはもたらされていた。

「そ、そんなこと、言われても、あ、足の裏は、弱いんですっ、感じやすいんですっ」

「真咲さんの弱点なんか知るか！　とにかく、あと少しだからなんとかしろ」

　それに対する答えは聞かずに、一気に確かめていく。

「っ、そ、そこです、そこが、痛いです」

　結果、案の定というか、足首を捻ひねっていることがわかった。

「腫はれてもないし青くもなってないから単なる捻ねん挫ざだと思うけど、素人しろうと見立てだからあんまり楽観視しないほうがいいな。まあ、なんにせよ、普ふ通つうに歩くのは無理だな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、歩けまっ、く」

「一人で満足に立てもしないくせに、なにが大丈夫だよ」

　ここまでくると立派を通り越こして腹立たしいほどの意地っ張りだ。

　それ以上は受け付けません、と真ま咲さきに背を向けしゃがみ込む。

　手を後ろに回し、こいこい、と指先で手招く。

「な、何をしているんですか、それは」

「見りゃわかんだろ。おんぶ」

「お、おんぶって、そんな子どもみたいなこと」

　渋しぶる真咲にため息をつきそうになる。

「仕方ないだろ、歩けないんだから。肩かたを貸したって歩く速度は落ちるし、余計な負ふ担たんがかかってもう片方もおかしくするかもしれない。ただでさえ足元が悪いんだから、怪け我がする確率だって高くなるし、それは肩を貸すほうの俺にしてもそうだ。これがベストな解決策なんだよ。それともなにか？　真咲さん、ここで俺が助けを呼んでくるのを待ってるか？」

　それが決め手になったわけではないだろうが、渋々と。

「…………わかりました。それでは、背中をお借りします」

　おずおずといった様子で真咲が背中に乗ってくる。

「お、重くないですか？」

「ん、まあ、それなり」

「……そこは噓うそでもいいから否定してください」

「軽い軽い、羽毛のように軽い。まるで空気を背負ってるみたいだ」

「……それはそれで噓臭くさいです」

　注文が多いことだ。

　しかし、実際のところ、かかる負荷としては結構なものがある。

　女の子一人くらいやすやすと背負えると思ったが、それは過大評価だったようだ。

　一歩二歩と踏ふみ出す度たびに、大きく深く体力が削けずり取られているのがよくわかる。

　自分の体が遠からず音ねを上げるのは時間の問題だということは、火を見るよりも明らかだ。

　それでも少しでも航続距きよ離りを伸のばそうと、体力を節約するために必然、口数が少なくなる。

　背に人をおぶっているという体勢も、精神的にはよくなかった。

　全身にかかる他人の重さは、その他人の運命までも背負わされたような気分になる。

　手を繫つなぐことよりも強力に、責任というものの存在を必要以上に負わされる。

　自分がなんとかしなくてはならない、と思わされる。

　それもまた、臣おみ哉やに口を閉じさせる要因となっていた。

　真ま咲さきも自分が負われている身であることがわかっているので、黙だまって静かにしている。

　不ふ愉ゆ快かいではないが居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくを一いつ緒しよに背負ったまま、黙々と流れに沿って歩ほを進める。

　と、しばらく行ったところで。

「…………ません」

　蚊かの鳴くような声が、背中から聞こえた。

「なに」

　聞き返す声は淡たん白ぱくで短い。

　その思ったよりもそっけない反応に、一いつ瞬しゆん、息を吞のむ気配がして。

「…………すみ、ません」

　泣きそうな声が、謝る。

「すみませんって、なにが」

「…………全部、です。こんな、ことに、なったこと、です」

　まるで溢あふれ出す感情を必死に押し込めて絞しぼり出したような声。

　突つつけば、その瞬しゆん間かん、なにかが崩くずれていくんではないかと思うような声。

「…………私が、落とし穴を掘ほろうなんて考えなければ、こんなことにはなりませんでした。…………私が、事前にきちんと下調べをしておけば、こんなことにはなりませんでした…………私が、あのとき、貴方あなたの言うとおり手を離はなしていれば、こんなことにはなりませんでした。…………私が、くしゃみなどしなければ、こんなことにはなりませんでした」

「真咲さんからそんな言葉が出てくるなんて、珍めずらしい。明日は雨だな」

「…………私だけのことなら、こんなこと言いません。けど、今回は、違ちがいます。貴方を巻き込んでしまった。私のせいで、貴方をこんな目に遭あわせてしまった。そのことは、謝っても、謝りきれるものではありませんし、許されるとも思っていません。でも、謝らせてください」

「だったら、もうひとつ謝ってもらうことがある」

「…………なん、でしょう」

「謝ってすみませんでしたって謝れ」

　臣哉の要よう請せいの意味が理解できなかったのだろう。

　呼吸音すらも止まったような静けさ、それを破るように。

「いいか、俺には謝られる覚えはないんだよ。っていうか、謝るなよ。そんなことされたら、加害者と被ひ害がい者になっちまうじゃねぇかよ。違うだろ。俺と真咲さんは、姉さんを倒たおそうと企たくらむ共きよう謀ぼう者だろ。姉さんを落とし穴に落っことそうとした共犯者だろ。二人で計画を実行して、二人で計画に失敗したんだろ。こんなことになったのは真咲さんの責任で、こんなことになったのは俺の責任だ。だから謝るんじゃねぇよ。そっちが謝るってんなら俺も謝るからな」

「いえ、でも、その」

「ああもう、うっせぇな！　アルパカに誓ちかった同志でカピバラに契ちぎった仲間なんだから、そんくらいのことでいちいち申し訳なく思ってんじゃねぇっての！　俺だって真ま咲さきさんに惚ほれた人間なんだ、あんたが挫くじけないなら挫けないし、あんたが退しりぞかないなら退かないし、あんたが諦あきらめないなら諦めない覚かく悟ごはできてんだよ。それだけは、対等で同格になるつもりなんだよ。だから、巻き込んだとかなんだとか上から目線の余計なこと考えてんなよ。俺はあんただ。自分と同じに考えて、自分と同じに扱あつかってくれればいいんだよ。だから、謝るんじゃねぇよ」

　体力を使いきるのではないかというくらいに、一気にまくしたてる。

　その声が、洞どう窟くつの反はん響きように消えていく頃ころに、ぽつりと。

「…………では、ひとつ、頼たのんでいいでしょうか」

「さっさと言え」

「…………その、眠ねむいです」

「寝ねろ」

「…………はい」

　それで張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたのだろう。

　背中にかかっていた重さがより重くなった気がした。

「…………あの、当たってませんか？」
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「当たるって、何が？」

「…………そ、その、胸、とか」

「まったく。ちっとも。びっくりするほど。洗せん濯たく板いたを背負ってるのかと錯さつ覚かくするほど」

「…………ふん」

「ぎゃあっ！　ちょ、耳、引っ張るなっ！　ち、ちぎれる！」

「…………ＺＺＺ」

「タヌキ寝ね入いりだろ！　そんな寝息立てる人間、聞いたことねぇよ！」

「…………ＶＧＷＸ∀ＳＥＥＤＳＥＥＤＤＥＳＴＩＮＹＯＯＯＯ２ｎｄｓｅａｓｏｎ」

「テレビシリーズ！」

　などとやっている間に、本当に眠ねむってしまったらしい。

　うなじを寝息でくすぐられながら、さっきよりも軽い足取りで奥へと進んでいく。

　無音なのは変わらないが、格段にすっきりした気分なのが、その軽さの理由のようだ。

　あながち、精神論、根性論というものも、馬ば鹿かにできないらしい。

　そんなことを実感しつつ、歩いて、たどり着いた先は。

「マジかよ」

　行き止まり、だった。

　水はその先にも流れているのだが、とても人が通れる幅はばではない。

　まったくの徒と労ろうに終わったわけだ。

　いや、選せん択たく肢しがひとつ潰つぶれたと考えれば、まったくではないのかもしれないが。

「戻もどるか」

　なお未練がましく水の流れに目をやっていると。

　突とつ然ぜん、背後で盛大に音が鳴った。

「ひっ！」

「きゃっ！」

　その音に、臣おみ哉やだけではなく寝入っていた真ま咲さきも驚おどろき跳とび起きる。

「え、あ、こ、これ、は？」

「ちょ、しっかりしろ真咲さん、電話、それ、携けい帯たい電話が鳴ってるんじゃないのか!?」

　寝ぼけられてはたまらないと強制的に覚かく醒せいを促うながす。

　臣哉の指し摘てきに、目をしばたたかせた真咲は、危あやうげな手つきで懐ふところから電話を取り出し。

「ほ、本当ですっ、電話ですっ」

「出て！　早く出て！」

「い、言われなくてもわかってますっ。も、もしもし、私ですっ」

　はたしてかけてきたのは、真咲の家の人間だった。

　そうなれば話は早いと、事情を説明する。

　その傍かたわらで臣おみ哉やも自分の携けい帯たい電話を確かめたがこっちはまだ圏けん外がいだった。

　しばらくの会話の後、真ま咲さきは電話を切った。

「え、なんで切っちゃったんだよ。また繫つながるかわからないんだろ」

「いえ、もうここから出る方法はわかりましたので」

「出る方法？」

「はい。その、そこの壁かべの下のほうに、小さなでっぱりがありませんか？」

　真咲を背負ったまましゃがみ、脛すねの高さにあるわずかに突つき出たでっぱりを見つける。

「あったけど、これがなに」

「そのでっぱりの下のほうにくぼみがあり、そこを強く押し込むと」

「強く、押し込むと、っと」

　ガギという音と手ごたえがして、目の前の壁の一部にまっすぐな線が四角く入り。

　滑なめらかに、横に開いた。

「うおっ！　なんだこれ！」

「私の推すい測そくは当たっていたようです」

「推測って、防ぼう空くう壕ごうだなんだってやつ？」

「はい。もっとも、大戦時に設けられた防空壕ではなく、冷戦時に設けられた核シェルターだったようですが。といっても、ここは、さらに奥にある本丸のシェルターを隠かくすための、天然の洞どう窟くつを使用したダミーのシェルターらしいですが。一時期、こういったものに凝こったお祖じ父い様が作らせたようですが、その熱も冷めてしまいすっかり忘れられていたようです」

「豪ごう快かいで傍はた迷めい惑わくな忘れ方だなぁ」

　緩ゆるみそうになる気をまだ引き締しめて、壁の向こうに現れた階段を上る。

　やはり相当な深さだったのだろうことを示す天を突くような段差にうんざりしつつも。

「この向こうが、外です」

「ようやく、か」

　胸の奥から湧わき上がる感かん慨がい深いものを嚙かみ殺しながら、上に取り付けられた扉とびらに手をかける。

　錆さびていたり鍵かぎがかかっていたりしてないかと心配したが、それは杞き憂ゆうで。

　ギッと音がして、扉が開く。

　最後の力を振ふり絞しぼるような気持ちで扉を押し上げ、完全に開け放つ。

　数段ある梯はし子ごを登り、真咲に手を貸し引っ張り上げてようやく。

「出れたぁ！」

「脱だつ出しゆつ成功、です」

　二人揃そろって、へたりとその場に座り込む。

　達成感と疲ひ労ろう感でそのまま倒たおれてしまいたかったが、まだそういうわけにはいかない。

　家に着くまでが脱出である。

　まずは、ここがどこなのかを確かめなくてはならないのだが。

「だから、ここ、どこ!?」

　見渡わたす限りの草原が広がっている。

　遠くに見える黒々とした盛り上がりは森だろうか。

　空には驚おどろくほどに明るく輝かがやく星々が夜よ闇やみに飾かざられている。

　その光景は、どこか懐なつかしさを覚えるものだった。

「どこって、私の家の裏庭です」

「あの！」

　お約束というならば、これもまた十分にお約束の話だ。

「先ほどの電話でだいたいの場所は摑つかめたようですから、もうすぐ家の者が来ると思います」

「ってことは、もう、気を抜ぬいていいんだな」

「はい。安心してください」

「っと、その前に、姉さんに帰りが遅おそくなるって、メールを、しなきゃ……」

　押し寄せる疲つかれと戦いながらメールを打ち終える。

　そして、それが限界だった。

　穴掘ほりから洞どう窟くつ行軍、さらには真ま咲さきを背負っての強行軍と来た体はもう一ミリも動かない。

　放ほうり出すように、草むらに体を横たえる。

　途と端たん、休息を求める体が睡すい眠みんを欲して臣おみ哉やの意識を眠ねむりの中へと引きずり込んでいく。

　それに抗あらがえるはずもなく、臣哉は眠りに落ちた。

　だから。

「ありがとう、ございます」

　という言葉が、真咲の口から零こぼれたことも、知らないのであった。




　ちなみに。

　落とし穴は、翌日、朝の見回りで気がついた瞠みは子しに埋うめられ、計画は失敗に終わった。
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「メールにあった集合場所っていうのは、ここ、か？」

　斬きりヶが宮みや臣おみ哉やは目の前の光景と携けい帯たい電話のディスプレイを見比べ、確かく認にんするように呟つぶやいた。

　半信半疑のその声は、誰だれにも受け取られず、寒々しいコンクリートの通路に消えていく。

　窓がなく明かりも点ついていないそこは、色も音も死んだような灰色の静せい寂じやくにあった。

　その廃はい病びよう院いん染じみた直線の先には、二枚一いつ対ついの横スライド式扉とびらが鎮ちん座ざしている。

　ドアノブ代わりにコの字形のパイプのついた扉は、片かた側がわだけで横幅はば五メートルほど。

　左右合わせて十メートルあまりの横幅に、高さは三メートルとくれば大きさは相当のものだ。

　そんな、見る者を威い圧あつし来る者を拒きよ絶ぜつするたたずまいは、もはや扉というより壁かべに近い。

　前に立つだけで気き後おくれしそうな雰ふん囲い気きではある。

　臣哉も、そこで足を止めて、しげしげと見入ってしまう。

　重厚長大、金きん城じよう鉄てつ壁ぺき、堅けん牢ろう無む比ひ、そういった四よ字じ熟じゆく語ごがしっくりくる扉に対して彼は。

　なんつぅか、仁に王おう像でも立ってるみてぇ、と心中で感想を述べる。

　ともあれ、いつまでもそこで呆ほうけていても仕方がない。

　さっさと合流しようとパイプの取っ手に手をかけて。

　これ、開くよな。

　心配になり、今一度、しげしげと見てしまう。

　見たところ、鍵かぎがかかっているどころか施せ錠じよう設備の類たぐいすらもなさそうである。

　そもそも、ここを集合場所に指定したのだから、開いていて当然だろう。

　臣哉が心配したのは、扉そのものの重量だった。

　扉なのだから開かないということはないだろうが、はたして一人で可能な重さなのか。

　軽くノックしてみたところ、音は響ひびかず代わりに中身の重密度を思わせる手ごたえが。

　開けるだけで一苦労だな。

　少しだけうんざりしたが、しかしそれは踵きびすを返す理由までにはならなかった。

　ならなかった、というか、どこを探してもそんなものはないのだろうけれど。

　込める力を考えて、取っ手をしっかりと握にぎり直す。

　大きく息を吸い、肺のいっぱいいっぱいまで溜ためた空気を腹に固定するイメージを添そえて。

　一気に、引。

「うおぁ!?」

　っぱられた。

　予期した方向へ、予期せぬ力で、引っ張られた。

　視界に像が残りそうなほどの、横への急加速。

　突とつ然ぜんのことに、反射的に腕うでを取っ手に絡からめ振ふり落とされないようにする。

　靴くつの側面を擦こする不快な感かん触しよくは、きっかり一秒だった。

　急加速とは思えないほどの自然な減速とソフトな衝しよう撃げきで、臣おみ哉やの体が止まる。

　な、にが？

　思考が一秒前の位置に置いていかれたような心持ちで、足を地につけ直し立ち上がる。

　そうして落ちついてみれば、何があったのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「自動ドア、だったのかよ」

　扉とびらが、開いていた。

　先ほどまでだんまりを決め込んでいた両の扉がともにスライドし、その中を覗のぞかせている。

　自動ドアなら、取っ手なんてつけないで一言、軽く触ふれてくださいって書いとけよな。

　慌あわててしまった気き恥はずかしさを文句で誤ご魔ま化かしつつ、開いた入いり口ぐちの端はしに立つ。

　そこから覗き込むようにして目にした扉の向こうの光景は。

「…………どこ？」

　ここに至る道のりを把は握あくしていた臣哉をして、そんな言葉を出させるものだった。

　端たん的てきに言えば、その表現は三言。

　白い。

　広い。

　高い。

　牛ぎゆう丼どんの売り文句のような三さん拍びよう子しだが、しかし、それで十分に事足りる。

　白くて、広くて、高い、空間が、そこにはあった。

　見ていると目が痛くなりそうな、見渡わたす限り壁かべのない、見上げる限り天てん井じようのない、場所。

　視線を引き戻もどしてみると、あれほど長いと思われた扉がとても短く見える。

　っていうか。

　明らかに、長さがおかしい。

　扉の向こうとこちらで定規が狂くるったかのように、ありえない縦横高さ。

　外観との整合を取ろうとするなら、空間そのものを曲げない限り成立しない、造形。

　まるで、騙だまし絵えの中に放ほうり込まれたような、見ていると頭の芯しんがジンと痛くなる光景だ。

「…………まさか、精神と時の部屋、じゃねぇよな」

　だとしたらこの扉は何があっても守らなければならない。

　あるいは、この扉がどこでもドアだったりして。

　青色の猫ねこ型ロボットが出す秘密道具にしては、いささか武骨な代しろ物ものだけれども。

　いずれにしろ、ここにそれがあっても不思議ではない。

　もちろん、それが現実に存在するものならば、という但ただし書がきがついてくるが。

「…………まあ、目の錯さつ覚かくでも、利用しているんだろ、うん」

　絶対にそんな小こ手て先さきで騙だまされる違ちがいではなかったが、そうして無理矢理納なつ得とくすることにした。

　これ以上深く考えると、余計な深みに嵌はまりそうだったのだ。

　部屋に対する思し索さく推すい察さつはその辺で打ち切りというか投げやり、中に足を一歩踏ふみ入れる。

　そのまま、恐おそる恐ると二歩目三歩目を進めていくと、不意に背後で微かすかな物音。

　振ふり返って見ると、扉とびらがゆっくりと静かに閉まっていくところだった。

　数秒とかからず扉は完全に閉じ、密室となる。

　それを意識した途と端たん、自分が世界から隔かく絶ぜつされた気がして、急に心こころ許もとなくなってきた。

　永遠に出られない霧きりの中に、一人放ほうり出されたような孤こ独どく感が足元から染しみ出してくる。

　……さっさと、合流しよう。

　そんな馬ば鹿かげた妄もう想そうを振り払はらうように、少しばかり大げさな動きで周囲を見回すも。

　辺りに、彼の探し求める姿は、それこそ影かげも形もなかった。

　まだ来てない、わけないよな。

　その人物の律りち儀ぎな性格からして、呼び出した以上は相手よりも早くに来るはずである。

　となれば、いるはずなのだが。

「ひょっとして、ここのどこかにいる、ってことか？」

　どこかって、どこだよ。

　自問すれども自答はできない。

　なので手っ取り早く、携けい帯たい電話を取り出し、電話をかけようとしたが。

「圏けん外がいだし……」

　ついさっきまで元気よく直立していた電波四兄弟が、今は一人もいない。

　どうやらこの室内は電波遮しや断だんの類たぐいが施ほどこされているらしい。

　だとすると、外に出て電話をかけ直しても、相手が中にいる限り無む駄だだろう。

　ということは、とりうる手段は。

「歩いて探す……って、冗じよう談だんじゃねぇよ」

　この莫ばく大だいな空間から人一人を探すなど、砂さ漠ばくでコンタクトレンズを探すようなものだ。

　その作業を考えただけでも、十分にうんざりする。

　けれど、それぐらいしか合流方法はないよなぁ。

　わかってはいても即そく座ざに行動を起こすのは決めかねて、その場で思案していると。

「やはり中に入っていましたか」

　後ろから声をかけられた。

　その聞き慣れた声に、慌あわてて振り向くと、そこには探していた相手が立っていた。

「外に姿もなければ電話も繫つながらないので、もしやと思ったのですが案の定でしたね」

　撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきが、携帯電話を片手に音もなく開いた扉の廊ろう下か側がわにいた。

「手て遅おくれになる前に見つかってよかったです。何の備えもなく奥深くに入り込んでしまったら、そのまま遭そう難なんしてしまい、出てこられなくなるところでしたからね」

「なんて危ないところに呼び出したんだ！」

　さらりと述べられた生命の危機に挨あい拶さつもそっちのけで抗こう議ぎをする。

「すみません、本来なら私が先に来て入いり口ぐちで待っている予定だったんですが、その予定が少々狂くるってしまいまして。でも、おかしいですね。遅おくれる旨むねと、私が到とう着ちやくするまで中に入らないようにという注意はメールで送っていたはずですけど」

　言われて、携けい帯たい電話を確かく認にんする。

「……あ、本当だ」

　さっきは電波チェックに目がいっていたので気がつかなかったが、新着メールが一件。

　開いてみれば、真ま咲さきが言ったのと同じ内容が打たれていた。

「ってことは、こっちの不注意だな。いや、怒ど鳴なって悪かった」

「いえ、こちらも呼び出しておきながら遅ち刻こくしてしまいましたし、大事な用件を、見たかどうか確認のとれないメールで済ませてしまったんですから、私にも非があります」

「じゃあおあいこで」

「おあいこです」

　結果オーライということで、その話はそれで終わり。

「んで、今日はなんでまたこんなところに呼び出したんだ？　っていうか、そもそも、ここってどういう場所？　見たところ、何に使うつもりの場所なのか、まったくわかんねぇけど」

「ここは、実験場です」

「実験場ねぇ……うん、なんでそんなものを学校の敷しき地ち内の旧校舎に作ったかは訊きかないけど」

　言われて、改めて見れば、そういうふうにも見える。

　潔けつ癖ぺきなまでに無機質なその作りは、ＳＦ映画なんかに出てくるその類たぐいに見えないこともない。

「耐たい熱ねつ耐冷耐電耐圧耐酸耐水耐爆ばく耐震しん、その他諸もろ々もろ、あらゆる物理的負荷に対してかなりの強度と抗こう度どを保持するように作られていますから、下手な核シェルターより頑がん丈じようです」

「そんな頑丈なもん、解体するときはどうするんだろうな」

「特とく殊しゆなバクテリアを使って腐ふ敗はい分解させるらしいですよ」

「なんとまあ、地球に優やさしい」

　足元の真っ白い床ゆかを軽くつま先で蹴けってみるも、当然と言うべきか、違ちがいはわからない。

　しかし、真咲がそう言うのならそうなのだろう。

　それを用意するくらい、超ちよう絶ぜつお金持ちの彼女にとっては造ぞう作さもないことだ。

「実験場っていうのはわかったけど、それで結局、ここで何をするんだ。実験でもするのか？」

「大きな意味で言えば実験ですね。とりあえずそれは、準備をしてからにしましょう」

「準備？」

「はい。実は集合に遅れたのは、それに必要なものを運ぶのに手間取ってしまったからでして」

　言いつつ、真ま咲さきは扉とびらの陰かげへと消えていく。

　そしてすぐに、後ろ向きに、何かを伴ともなって現れた。

　コロコロと車輪を転がすのは、よく見られる荷物を運ぶための台車。

　その上に載のっているのは、真咲の胸むね丈たけほどもある、白いカバーをかけられた物だった。

　入り口で方向転てん換かんをし、扉のレールで車輪をがたつかせ、台車ごと部屋の中へと入ってくる。

　臣おみ哉やの前まで来ると、台車を止め、ストッパーをかけた。

「えっと、これ、なに？」

「そう急せかさないでください。今、カバーを外しますから」

　真咲がカバーの裾すそに手をかけ、一気に引っ張る。

　シュルリという軽く滑なめらかな音がして、滑すべるようにその覆おおいが取り払はらわれた。

　そこに出てきたのは。

「マネキン？」

　光こう沢たくのある白色の、人の形をしたものが、体育座りで、台車の上に載っていた。

　髪かみの類たぐいはなくツルリと禿とく頭とう、顔にパーツはなくなだらかな盛り上がりは鼻の代わりか。

　目の部分には横長にスリット、そこには黒い板がシールドとして嵌はめ込まれている。

　四し肢しの作りはそんな顔の人工さとは対照的で、緻ち密みつ精密に、五本の指に至るまで人間と同じ。

　人間らしさを著いちじるしく欠けつ如じよしつつも、この上なく人間臭くさいという、矛む盾じゆんした造形になっていた。

　これが暗い部屋の中に置いてあったらギョッとするような代しろ物ものだ。

「マネキン、ではありません」

　カバーを丁てい寧ねいに折りたたみつつ、真咲が臣哉の第一印象を否定する。

「これはロボットです」

「ロボットって、じゃあ、これ、動くのか？」

「はい。実際に動かしてみましょうか。少し待っていてください」

　そう言うと真咲はロボットの背中に手をかけ、そこをパカリと開いた。

　横から覗のぞき込んでみると、そこにはいくつかのボタンと計器が並んでいる。

　冗じよう談だんか本気か、黒と黄の縞しまで縁ふち取られたガラスで厳重に守られた赤いボタンもある。

「巡じゆん航こうモード、巡航モード、っと、あ、これです」

　ずらりと並んだ装置の中から、ボタンのひとつを真咲が押す。

　すると、ブゥン、という冷蔵庫の唸うなりのような音をロボットが立てた。

　同時に、その目にあたるスリットには炉ろに火が入ったことを示す黄色い光が灯ともる。

　真咲が背の蓋ふたを閉じると、ロボットはその場にスッと立ち上がった。

「うお、すっげぇ」

　その動きはとても滑らかで、中に人間が入っているのかと疑うようなスマートさ。

　一ひと所しよ作さだけで、このロボットに使われている技術の高度さと最新さがよくわかる。

　二足で立ち上がったロボットは、直立不動で微び動どうだにしない。

　命令を待っているのだろう。

「台から降りてください」

　そして、真ま咲さきの命令を受けて台車から危なげなく床ゆかに着地する。

　その動きもまた、人のように自然で最適化されたものだ。

　企業発表会などで駆かり出されるロボットのようなぎこちなさはどこにも見られない。

　臣おみ哉やのような素人しろうと目めにも、そのロボットが一線を画したものだということは明らかだった。

　ＳＦ小説の域ですらある。

「現在のロボット技術って、こんなことになってんだなぁ」

　もはや、驚おどろきを通り越こして感心してしまう。

「とある研究機関で開発されている自立思考式従者型アンドロイドのプロトタイプ、そのボディ、ハードの部分を譲ゆずり受けロボットに改装したものです。限りなく人間に近い動きができるように作られたものですが、馬ば力りきは人間の数百倍を誇ほこります。もっとも、今回はその用よう途とに合わせて一応のリミッターを設けてありますから、危険はありません」

「従者型アンドロイドって、メイドロボってことだよな。畜ちく生しよう、もう少し遅おそく生まれてれば！」

「そんなに悔くやしがるほどのことなんですか？」

「当たり前だ！　これだからリアルメイドさん持ちは……」

「なんで私がダメなふうに言われなくてはならないんですか」

「うるさいブルジョアめ！」

「り、理り不ふ尽じんですっ」

　などと、ひとしきり臣哉が己おのれの生まれを呪のろった後。

「それはそれとして。用途っていうのは何なんだ？」

　すごいはすごいが、じゃあこれを何に使うのかと言われれば、パッと思いつくものはない。

　魚に手足がないように、鳥に翼つばさがあるように、物には物の最適な形というものがある。

　それでいえば、人型というのは何かを専門に行うにはとても中途半はん端ぱな造形なのだ。

　にもかかわらず、人型にするのは、それがもっともわかりやすい技術力の指標だからである。

　しかし、今、この場でそんなものを誇こ示じする意味はない。

　従来の目的なら、従者として自らの手足にするものなのだろうが、まだ開発途上のようだし。

　いっこうにピンとこない臣哉に、呆あきれたように真咲が。

「私たちの目的を考えればすぐにわかるでしょう。まさか、それまで忘れたというわけじゃないですよね」

　斬きりヶが宮みや臣哉と撃うつ路ろ崎さき真咲には、共通の目的にして唯ゆい一いつの目標がある。

「それは覚えてるけどさ。姉さん、だろ」

　臣哉の姉、殴おう社じや橋ばし瞠みは子し。

　四よ方も都つ学園高等部現生徒会長である彼女から、その地位を奪だつ取しゆすること。

　それも、非合法的に。

　それが、二人の共通の目的にして唯ゆい一いつの目標。

　どうして真ま咲さきがそんなことを考えたのか、とか。

　どうして臣おみ哉やがそれに手を貸すのか、とか。

　その辺は語ると長くはないが面めん倒どうくさいので適当にカットするとして、とにかく。

「それとこれが、何の関係があるんだ？」

　毎度のことながら、真咲の考えることは即そく座ざには理解し難がたいものがある。

　独どく創そう的というべきか滅め茶ちや苦く茶ちやというべきか、語尾に疑問符ふが増えるのも無理はない。

　ともあれ、乗りかかった船どころかともに乗り込んだ船、理解をしようと努める。

　そんな臣哉に対して、同乗者であるところの真咲は。

「今回は、正せい攻こう法ほうで挑いどもうと思います」

　堂々と、リングに上がる挑ちよう戦せん者のごとき猛たけさで宣言した。

「正攻法だぁ？」

「そうです。あの女に、真正面きって生徒会長の座を賭かけて決けつ闘とうを申し込もうというわけです」

「決闘って、そんなメリットのないもの受けるわけ……いや、受けるな、姉さんなら。むしろ二つ返事でＯＫするか。基本、あの人は楽しそうなこと大好きだから……」

「弟である貴方あなたがそう言うのなら、第一段階はクリアしたと見ていいようです。あの女の性格は理解しているつもりですが、正直、こちらの誘さそいに乗ってくるかどうかは五分五分だと考えていました。しかし、お墨すみ付つきをもらえたようですから、これで次の段階に取りかかれます」

　そう言うと、真咲は懐ふところから、大きく表に『果たし状』と書かれた紙を取り出す。

　それを受け取った臣哉が、中を確かめてみると。

「何も書いてないんだけど」

「何も書いてませんからね」

「どういうこと？」

「何を書くべきかを決めかねている、ということです」

「決めかねてるって、果たし状だろ？　書くことなんて、日時と場所を指定するくらいじゃないか。手紙じゃないんだし、時候の挨あい拶さつで頭を悩なやませる必要すらないんだから、簡単じゃん」

　思い立ったが吉日を地で行く行動力を持つ人間が、何を迷っているのだろうか。

「確かに、文面は簡単です。問題は、その内容でして」

「内容って、だから、場所と日時、後はせいぜいが差出人の名前くらいだろ？」

「もうひとつ、大事なものを忘れています」

「あれ、他ほかに何かあったか？」

「決闘の内容です」

　言われて、そういえばと合が点てんする。

「なにをもって争いの手段とするのか。その点を明確にしなければなりません」

「そりゃそうだ。なんでもありでいくと、あの姉さんに勝てる目なんてひとつもないもんな」

「事実ですが、あまりはっきり言わないでください。悔くやしくなります」

　わずかに口の端はしを不ふ機き嫌げんそうに曲げる。

　その希き少しような負けん気を、臣おみ哉やは心強く思う。

「けど、何で決けつ闘とうするにしたって、生なま半はん可かなことじゃやっぱり勝ち目ないだろ。確かめたわけじゃないけど、団体競技を別にして、この学園にスポーツの類たぐいで姉さんに勝てるどころか足元に及およぶ人間がいるかどうか。いや、団体競技だって団体でなければいけないっていうルールさえ無視しちまえば、一人でこなせるしな。前に、テニスやったときはダブルス相手にシングルスで圧勝してたし。最後は分身までしてたぜ。どこの王子様かっての。たぶんバスケだったら、コートのどこからシュート撃うっても３Ｐになる世代なのだよ」

「相変わらずわけのわからない身体能力の高さですね」

「身体能力だけじゃないけどな。囲い碁ごも将しよう棋ぎも、かなりのもんだったはずだ。近所の自じ称しよう名人をあらかた潰つぶして回ってたくらいだし。まあ、近所にそれ以上の相手がいなかったから正確な力量がわからなかっただけで、さすがに初見でプロとやったら苦戦するかもしれないけど」

「それでも苦戦止まりで負けると思わせないのも、あの女らしいですね」

「まったくだ」

　彼女を知る人からしてみれば、彼女に挑いどむということは天に唾つばするものだと思うだろう。

　それほどまでに、才と能に満ち満ちた、天に二に物ぶつどころかその一いつ切さいを与あたえられた人間。

　天の道を行き総すべてを司つかさどる人間。

　それが、殴おう社じや橋ばし瞠みは子しだった。

「ざっと考えただけで、俺としては正せい攻こう法ほうは無理じゃないかと思うんだけど、もちろん、真ま咲さきさんには考えがあって、勝機があると踏ふんで、正攻法で行こうと考えたんだよな」

「当たり前です。負けようと思って挑む人間がいますか？」

「そりゃそうだ」

　今まで、散々、その実力差でもって敗北の苦く汁じゆうを舐なめてきたであろう真咲は。

　それでもいささかの諦てい念ねんも見せずに、何度目何十度目ともなる勝利への渇かつ望ぼうを見せる。

「だいぶ話が遠回りになりましたが、これを用意したのは、そのためです」

「そういえば、その話をしていたんだったな」

　真咲に言われて、ようやく本題を思い出す。

　これ、と言われたロボットは、二人が話している間も、そこに棒立ちで控ひかえていた。

「このロボットを使用して、私があの女に対たい抗こうできるものはなんなのか、それを調べようと思います。要するに、これはシミュレーションにおけるあの女の役割を担になうものです」

「姉さんを？」

「はい。このロボットはデータを基もとにしてあの女のスペックを再現したものです。走力に筋力、柔じゆう軟なん性に跳ちよう躍やく力、持久力に反射神経などの運動能力全ぜん般ぱんだけではなく、思考パターンや判断能力、記き憶おくされている知識にその知識を活いかす応用力などの思考能力に関しても、およそあの女と同じものを備えています。もっとも、あくまでもデータを基にしての構築ですから、完全にあの女そのものかといえば、そうではないのでしょうが。特に、身体能力、運動能力の点に関してはあの女の本当の実力の三分の一にも満たないものでしょう。普ふ段だんからあの女は色々と手を抜ぬいている、というより、力をセーブしている節がありますから。そもそも、あの女自身、今まで全力というものを出したことがないんじゃないでしょうか」

「いや、一回だけあったけど……。普ふ段だんが全力じゃないっていうのはそうかもな」

「いかにスペックがオリジナルの三分の一とはいえ、向こうの臨戦時のそれとほぼ同等なら練習台として問題はありません。こちらは一度勝てばいいだけですからね。本気を後から出しても意味はないわけで。それに、思考回路のほうは身体面とは違ちがって抑よく制せいする必要もないようで、かなり本物そのままに再現できていますし」

「そのわりには、なんかずいぶんとドン臭くさい感じだけど」

「まだ巡じゆん航こうモードですからね。言わば待機状態です。行動モードにすればすぐにわかります」

「ふぅん。それじゃあ、さっさとその行動モードとやらにしてみようぜ。んで、その行動モードにするにはどうすりゃいいんだ？　さっきの部分にスイッチがついてるのか」

　見よう見真ま似ねでロボットの背を探さぐる。

　そこに見つけたわずかにあるくぼみに指先を引っかけて、蓋ふたを開く。

　中にずらりと並ぶスイッチ類の中から、『ａｃｔｉｖｅ』と刻まれたものを指差して。

「これか？」

「そうです。それを押せば巡航モードから行動モードに移行します」

「ご大層な機能と見た目のわりに、そういうところは簡単なんだな」

「試作段階のものですからね。触さわる人間は限られているので、安全面などの考こう慮りよは最低限の最小限にされているんです。もちろん、緊きん急きゆう時のための強制終しゆう了りようボタンもありますが。『ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ』と書かれたボタンがありますよね。それがそのボタンです」

「本当だ。よし、何かあったらそれを押すということで」

「何かあっては困ります」

「そりゃそうだ。じゃあ何事も起きないように気をつけながら、ポチッとな」

　人差し指を立てて丁てい寧ねいにひと押し。

　軽い手ごたえとともに凹へこんだボタンは定位置で固定される。

　それとともに、何か低く唸うなるような音がボディの奥底から聞こえて。

「お、動いた」

　先ほどまで微び動どうだにしなかったロボットが、キョロキョロと辺りを窺うかがうように頭を巡めぐらす。

　巡じゆん航こうモードでも人間臭くさかった動きが、よりいっそう人間らしさを見せるようになる。

「何をしてるんだ？」

「人間でいえば、いきなり目が覚めたような状態です。おそらく、周囲の状じよう況きようを確かく認にんして把は握あくしているんだと思います」

　黄色から青色に変わった目に尾おを引かせながら、ロボットは一心に状況を焼きつけていた。

　その動きがしばらく続いた後、今度はその目が横にいた真ま咲さきと臣おみ哉やのほうへと向けられる。

　どこにカメラが仕込まれているのかわからないが、凝ぎよう視しするような沈ちん黙もくを挟はさみ。

　いきなり、臣哉に向かって飛びかかってきた。

「はいっ!?」

　突とつ然ぜんの出来事に、当然彼は反応できない。

　タックルも同然の一いち撃げきが叩たたきつけられる。

「え？　え？　え？」

　真咲も目の前で行われた想定外の凶きよう行こうに、驚おどろきともつかぬ声を上げることしかできない。

　有り余る馬ば力りきで臣哉を押し倒たおしたロボットは、そのまま腕うでを彼の後頭部に回し引き寄せる。

　硬かたい胸部に顔面を押しつけられ、軽く窒ちつ息そくしそうになりながら、床ゆかを叩いて助けを求めた。

「た、助けて！」

「は、はいっ」

　臣哉の声に我に返った真咲が、彼からロボットを引き剝はがそうと二にの腕うでを引っ張る。

　顔を真っ赤にしてまで力を入れているというのに、ロボットはびくともしない。

「な、なんて馬ば鹿か力ぢからなんですかっ」

「ボ、ボタン！　強制終しゆう了りようボタン！」

「そ、そうです、それですっ」

　慌あわててその背を開き、『ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ』のボタンを真咲が押す。

　ブツンと、糸が切れた操あやつり人形のようにロボットが力を失いダラリと臣哉を押し潰つぶす。

　かなりの重量を持つロボットの下した敷じきからなんとか抜ぬけ出して。

「し、死ぬかと思った……」

　四し肢しを地面に投げ出しうつ伏ぶせになったロボットの目には、いずれの光も灯ともっていない。

「…………いきなり襲おそいかかってくるなんて、このロボット、三原則は積んでないのかよ」

「いえ、しっかりと搭とう載さいしているはずですが……」

「じゃあ故障か？」

「まさか。うちの人間が関かかわったものですから、そんなはずありません。……ひょっとしたら、このロボットにとって、この行動は人間を傷つけるためのものではないんじゃないですか？」

「いや、あれどう見たって俺を絞しめ落とそうとしているようにしか見えなかっただろ」

「それは相手がロボットだと思って見るからです。あの女として見た場合、どうですか」

「そう言われると…………なんだかすげぇ納なつ得とくした。そっか、姉さんとしては普ふ通つうだな、うん」

　あの行動も殴おう社じや橋ばし瞠みは子しとして考えれば、おかしなことでもなんでもない、よくあることだ。

「でしょう。つまりは、あれがあの女の、貴方あなたを見つけた場合における通常の行動なんです。……ちょっと待ってください、なんで実の弟を見つけると押し倒たおすんですか？」

「あれは押し倒そうとしたんじゃなくて、抱だきついてきたんだよ。たぶん……」

「だ、抱きついてきた、ですか？」

　少し面めん喰くらった様子で、真ま咲さきが臣おみ哉やの説明を繰くり返す。

　まあ、普通はそんな反応だよな。

「姉さんの迷めい惑わくなスキンシップのひとつだ」

「ス、スキンシップなんですか、あれが？　それにしては随ずい分ぶんと力強い抱ほう擁ようだった気が……」

「いや、スキンシップじゃなかったら、殺意しかないだろ、あの絞め方は」

「そうですが……」

　釈しやく然ぜんとしない表情をする真咲に対して臣哉は、そっけなく答えを返す。

「そんなことよりも、いきなり実験が暗あん礁しように乗り上げそうだが大だい丈じよう夫ぶか？　もう一度これを動かすんだろうけど、また同じことの繰くり返しはゴメンだぜ。ロボットにあれ以上抱きつかれたら首がどうにかなる。これが姉さんを真ま似ねたっていうのは、よくわかったけどな」

「その点は大丈夫でしょう。いくらあの女の思考能力だといっても、三原則を積んでいることからもわかるように基本はロボットですから。命令をすればきちんと言うことを聞きます」

「なんか、姉さんのコピーってだけでもうかなり心配になってきてるんだけどな。まあいいや、ここでああだこうだ言ってても仕方がないし、もう一度、動かしてみよう」

「そうですね」

　同じ手順で再起動。

　途と中ちゆう、やっぱりというか、また臣哉は押し倒されたが、そこは『どけ』の命令一発で解決。

　あっさりと臣哉の上からどいたロボットは、けれども。

「…………意味もないのに人の腕うでに絡からんでくるあたり、まったくもって姉さんだ」

「なんででしょう。実験台としての有用性を証明しているはずなのになんだかムカムカします」

　臣哉の腕に自らの腕を蛇へびのごとくに組ませて立つロボットを前にそんな感想を述べ合う。

「とりあえず、さっさと実験だか検証だかをやっちまおうぜ。まずは何からにする？」

「基本的なところからいきましょう。身体能力の差異がどれほどのものか、調べます」

「身体能力の差異……って、そんなの姉さんのデータと真咲さんのデータを突つき合わせればわざわざ調べるまでもなく、結果は一いち目もく瞭りよう然ぜんだろ？」

「確かに、陸上競技など個々人の記録で勝負するものならそれで十分かも知れませんが、テニスや柔じゆう道どう、剣けん道どうなどの対人競技ともなるとまた話は別です。あれらでは単純な身体能力だけではなく、駆かけ引ひきや直感、経験や時の運などの要素も少なからず勝敗に絡からみます。さすがにそこまではデータのみでは計算できませんからね。それに、たとえ数字の上で劣おとっているとしても実戦でどうなるのかわからないのが勝負というものであることは、歴史が証明しています。第一、机き上じようで負けるとわかってるからといって、それで諦あきらめるのは私の流りゆう儀ぎではありません」

「そう言われればそうだな。オッケ、それじゃあ早いとこやっちまおう」

　ロボットに離はなれるように指示すると、渋しぶりながらも命令に逆らえず臣おみ哉やから離はなれていく。

　やはりなんだかんだ言っても、根本は人造物なんだなぁと感心していると。

「その、すみませんが、少し外に出ていてもらえませんか」

　おずおずと真ま咲さきが言ってくる。

「外って、この部屋の外？　構わないけど、なんでまた」

「これから運動をするにあたり、それにふさわしい服装に着き替がえたいんです」

「あ、そういえばそうだな。その格好じゃ飛んだり跳はねたり走ったりは無理だもんな」

　真咲の格好は、当然だが制服姿である。

　派手な運動は元よりちょっとした動きでさえも気になってしまうだろう。

「じゃあ外に出てるから、終わったら呼んでくれ」

「わかりました。……その、覗のぞかないでくださいね」

「そこまで俺は信用がないかね」

「そういうわけではありませんが、念のためです」

「はいはい」

　言われるままに外に出て、閉まった扉とびらに背をつけて胡坐あぐらをかき座る。

　そうして待つことおよそ五分。

「お待たせしました」

　許可の声を受けて中に入る。

　出たときと変わらない景色の中、唯ゆい一いつ着替えた真咲がしていた格好を見て、臣哉の口からは。

「なんでそんな格好？」

　という疑問が突ついて出た。

　その口調があまりにも不思議そうだったのだろう、真咲もまた。

「ど、どこかおかしいでしょうか？」

　少しだけ不安そうに、尋たずね返してくる。

「服装そのものとしてはおかしくないけど……」

　語尾を濁にごらせながら、真咲の格好を上から下に流し見る。

　動きやすい格好というから、学校指定の体操着かジャージだと思ったのだが、違ちがった。

　ハチマキに体操服にブルマにニーハイソックス。

　どこから調達してきたのか、運動以外の方向にも何かが傾かたむけられている感じがする格好だ。

「こ、これは、古来より伝わる必勝を期すために気合を注入し意識を集中させる装しよう束ぞくを現代風に蘇らせかつそれを普ふ及きゆうしやすいようにアレンジしたもの…………ではないんですか？」

「当たらずと言えども遠からずってところか、この場合は。まあ、少なくとも今現在でそんな格好をしている人間は、真ま咲さきさんが言ったようなこと以外の目的でしてるんだと思う」

「その、それはつまり、さっき挙げたような効力はないと？」

「だから一いち概がいにはそうは言えないけど、その格好である必要性はあんまりないな」

　臣おみ哉やとしてはその格好の方が眼がん福ぷくになるのだが、さすがにそれを口にするのは品がない。

　真咲のほうは、控ひかえ目めに評した臣哉の言葉から真しん偽ぎに決着をつけたらしく。

「だ、騙だまされましたっ」

　怒いかりとも驚おどろきともつかない曖あい昧まいな表情で、しかし勢いはよく自らの置かれた状じよう況きようを叫さけんだ。

「どうりでおかしいと思ったんですっ。『お嬢じよう様さま、これを身につければどんな負けられない戦いにもバッチリ勝てます。いぇーい』なんて、そんなうまい話あるはずがなかったんですっ。第一、そんな都合のいいアイテムがあるなら、最初から用意しろって話ですっ」

「なんだ、それ自分で用意したわけじゃねぇんだ」

「あ、当たり前ですっ。こんな露ろ出しゆつの多い破は廉れん恥ちな格好、好き好んで誰だれがするもんですかっ」

「それ、ついウン十年前までは女子の体操着としての標準装備だったんだぜ」

「貴方あなたと違ちがって、私はこの時代に生まれてきたことを感謝します」

　そこまでかね、と思うが、着るほうからしてみれば羞しゆう恥ちを覚える露出量なのかもしれない。

　生あい憎にくと、男である身の臣哉にはいまいちピンとこないのだが。

「そんなに嫌いやなら、着き替がえ直せよ。また外で待ってるから」

　体操服の裾すそを両手で引っ張り必死に足を隠かくそうとしているのを見れば、そう言いたくなる。

「いいですっ。時間が惜おしいです、このままやりますっ」

「真咲さんがそう言うなら俺はいいけど……」

　前に後ろにと裾を気にしていて大だい丈じよう夫ぶなのだろうかという臣哉の心配は、杞き憂ゆうだった。

　準備運動代わりに百メートル走を行おうと即そく席せきのスタートラインにつくと、表情が一変する。

　さっきまでの、立っているのも恥はずかしいといった羞恥の色はあっさりと塗ぬり替えられ。

　まさにこれから決けつ闘とうに臨のぞもうという戦士の顔になる。

　そういうのも、格好良くて惚ほれるんだよなぁ。

　ゴール地点でストップウォッチと空くう砲ほうを右手と左手にそれぞれ構えた臣哉は遠目に思う。

　しかし、そんな憧どう憬けいなど厳然たる事実を前にしては幻げん想そうにすぎず。

　圧あつ倒とう的な大差をつけて、ロボットは悠ゆう々ゆうとゴールラインを越こえる。

　そしてそれは、他ほかの何にしても同じであった。

　短距きよ離り、中距離、長距離、走はしり幅はば跳とび、棒高跳び、反復横跳び、腕うで立たて伏ふせ。

　先に挙げた、テニス、柔じゆう道どう、剣けん道どう、バドミントン、スカッシュ、１ｏｎ１、等々。

　ありとあらゆる肉体を使用する競技競争において、ロボットはぶっちぎりの結果を出した。

　いや、ロボット、ひいてはそのオリジナルの殴おう社じや橋ばし瞠みは子しの能力が凄すさまじいのは当然として。

　対する真ま咲さきの能力が、あまりにもお粗そ末まつすぎたのが、大きな敗因であった。

　駆かけ引ひきや直感、経験や時の運、以前の問題だ。

「惨ざん敗ぱいだな」

　まだわずかに荒あらく息を残しながらクールダウンの柔じゆう軟なん体操をする真咲にタオルを差し出す。

　それを受け取った彼女は、ぞんざいともいえる手つきで顔を拭ぬぐって。

「わざわざ言わないでください。そんなの、私が一番よくわかってます」

　やはり不満そうに、不服そうに、言う。

「スポーツ競技は全ぜん滅めつ、と。そうなると、別の方向からのアプローチを考えなきゃな……ん？」

　不意に服の袖そでを引っ張られたのでそっちを向けば、ロボットが立っている。

　手を後ろ手に組み液えき晶しよう表示の目をジッと臣おみ哉やに向けてくる様は、何か言いたげだ。

　音声出力機能がついていないため、何を言いたいのかわからない、のだが。

　姉さんだと考えりゃいいんだよな。

　単純に置き換かえて、こういう態度をとるときの姉を思い出し、その頭を撫なでてやる。

「よしよし、よく頑がん張ばった」

「……なんでロボットを褒ほめるんですか」

「え？　あ、よしよし、真咲さんもよく頑張った」

「な、なにするんですか、私は結構ですっ」

「だって、なんでロボットを褒めるんだって言うから」

「そういう意味じゃないですっ。だいたい、この年になって頭を撫でられて誰だれが喜ぶんですか」

「姉さんは喜ぶんだけど」

「どうやらそのようですね。小こ躍おどりしてますよ」

「本当だ」

　言われて見れば、背後でロボットが披ひ露ろうしている奇き怪かいな踊おどりは瞠子のそれと同じだ。

　そういう反応までそっくりそのままなんだなぁと感心する。

「あんなのに勝てないのかと思うと悔くやしさがより増しますね」

「まあ、とりあえずは選せん択たく肢しが減ったって考えればいいんじゃないか。元はそういう趣しゆ旨しだったんだろ、この実験。だったら一歩成功に近づいたとも言えるわけだ」

「確かに、そう言えないこともないですけど」

「だろ。だったらこれはこれで善よし。で、次は何で挑ちよう戦せんするんだ？」

「決まってます。体の次は頭です」

　というわけで、今度は頭を使う遊ゆう戯ぎ、つまりはゲームを各種取り揃そろえ勝負を挑いどむも。

「惨ざん敗ぱいだな」

　盤ばんの前に折り目正しく正座し膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握にぎる真ま咲さきに声をかける。

　あるはずもない逆転の一手を、諦あきらめきれずにまだ探す視線を切らずに。

「わざわざ言わないでください。そんなの、私が一番わかってます」

　やはり不満そうに、不服そうに、言う。

「だったら降参しようぜ。それ、もうどうしようもないだろ」

「ま、まだわかりません、ここから奇き跡せきの一手が生まれるやも」

「全然わかってねぇじゃん。単純なパワーゲームのオセロでそこから逆転は無理だって」

　真っ黒に染められた盤面に、ただ一つ残された孤こ軍ぐんの白。

　先せん行こうのロボットはすべての手番を終え、あとは真咲が残りの一マスに白のコマを置くのみ。

　置いたところで戦局が劇的に変わるはずもなく、戦力比が六十一対三と微び々び増するだけだ。

　そんな明らかに勝敗の決した盤面を前にしても、真咲は降参せずに、最後の一手を打った。

「…………」

　そうして、しばらくむっつりと押し黙だまる。

　無理もない、と辺りを見れば、死し屍し累るい々るい、これまでの戦績がそこかしこに転がっている。

　トランプ、花札、将しよう棋ぎ、囲い碁ご、麻雀マージヤン、チェス、バックギャモン、人生ゲーム、ウノ、等々。

　ありとあらゆるカードゲーム、ボードゲームの類たぐいが、一方の大勝という形で残されていた。

「頭を使うゲームならいい勝負になるかと思ったけど、駄だ目めだったか」

　なんだかんだ言って身体能力が幅はばを利きかせるスポーツ競技ならともかく。

　心理戦、頭脳戦でも負けるとは。

「通常のチェスや将棋の相手に使われるような思考エンジンなら、数回指せば手のうちは予測できますけど。あの女は、百回指せば百回、千回指せば千回、違ちがう手、それも定じよう石せきを無視した手を打ってきますから。まったく、あの女の頭の中はいったいどうなってるんですか」

「それがわかりゃ苦労はしない。でも、こうまで姉さんにそっくりな戦い方をするロボットができたってことは、思考パターンはある程度は確立されてるんだろ。それを分ぶん析せきして研究すれば、ひとつくらい勝てるゲームや勝てる手が見つかるんじゃないか？」

「そのはずなんですけどね。どうも入力したデータ以上のことをやられている気がします」

「そんなところまで姉さんに似てきてんのかよ……」

　そもそも、本来なら人間に分ぶがあるはずのカードゲームでも負けたのだ。

　もはやこれは、単なるロボットとは言えなくなっているのかもしれない。

　どこか薄うすら寒い思いで、上じよう機き嫌げんの様子でまた頭を撫なでてもらうことをねだるロボットを見る。

「はいはい、よく頑がん張ばりました……ってのは、うん、なしだったな」

　またいつものくせで撫でようとし、横から飛んでくる真咲の尖とがった視線に手を引っ込める。

　それが納なつ得とくいかないのか、うろうろと臣おみ哉やの周囲を回るロボットを意識的に無視しつつ。

「で、どうするんだ？　俺の見た限りだと、頭で勝負するしかないだろ」

「私も同じ意見です。ここからさらに内容を絞しぼり込んでいきたいと思います」

「正直、それでも勝てるかどうかだけどな」

「何度も言いますが、それはわかりきっていますし、他ほかに手が思いつかないんですから仕方がありません。それとも、貴方あなたに何か名案があるなら話は別ですが、ありますか？」

「そう言われると……いや、待て」

　その目に発想の光が灯ともったことがわかったのか、わずかに真ま咲さきが身を乗り出す。

「なにか、思いつきましたか？」

「思いついたってほどのことじゃないけど」

「何でもいいです、さっさと言ってください」

「えっとさ、今まで俺たちが、っていうか真咲さんがロボットとの、仮想姉さんとの勝負に選んできたものって、全部が全部、勝ち負けの基準がはっきりとしたものだっただろ？」

「当たり前です。勝負ですから、その勝ち負けがはっきりとしなくてはいけないでしょう」

「そりゃそうなんだけど、そこの基準を曖あい昧まいにすれば、つけいる隙すきになるんじゃないかと」

　臣哉の案を聞くも、漠ばく然ぜんとしすぎているためか、いまいち真咲はピンとこない様子。

「つまりさ、その基準に、絶対の物差しがないものを選べばどうかと思うんだよ。ほら、たとえばスケートでも、スピードスケートとフィギュアスケートじゃその基準が全然違ちがうだろ？　スピードスケートは単純にタイムだけで判定されるけど、フィギュアスケートは演技構成点って形で純じゆん粋すいな技術以外の表現力とかも考こう慮りよされるじゃん。それだったら、絶対も正解もないから、姉さん相手にも後おくれをとらないんじゃないか？」

「なるほど判定基準を客観ではなく個々人の主観、審査を行う人物に求めるというわけですか。それは妙みよう案あんかもしれません。審しん査さする人間の趣しゆ味みや嗜し好こうが無意識的にしろ意識的にしろ加味されるなら、そこに一筋の光明を見み出いだすことができますね。その考えでいくなら、よりそういったものに重きを置くものを選ぶべきですが」

「いや、ここはいっそ、それのみで判断されるものにしよう」

「それのみ、ですか？　そうなると、音楽や美術といった類たぐいになりますね。私は、音楽なら嗜たしなみとして楽器の扱あつかいを多少は心得ていますから大だい丈じよう夫ぶですが、その、美術の方は……」

「壊かい滅めつ的だったもんな」

「こ、個性的と言ってくださいっ」

「大丈夫、その個性を発揮しなくてもいい、もっと簡単で、おまけに趣味や嗜好がばらけやすい、いいものがある」

「そんな都合のいいもの、あるんですか？」

　ある、と即そく座ざに返したいところを、もったいぶって一いつ拍ぱく、呼吸を置いて。

「料理だ」

　またまた、というわけで、部屋の中には即そく席せきのキッチンが出現していた。

　もちろん、それがいきなり床ゆかから生えてきたわけではなく、真ま咲さきが用意させたものだ。

　ＢＧＭにはどこからともなく、おもちゃの兵隊のマーチが聞こえてきている。

　その用意をした真咲付きのメイドの中に知った顔を見つけ、帰りしなを捕つかまえ話していると。

「いつまで無む駄だ話をしているんですか」

　どこかに行っていた真咲が、刺とげ々とげしい第一声とともに戻もどってきた。

　臣おみ哉やと使用人の間に割り込むと、ぐいぐいとメイドを外へと押し戻していく。

　まだ話の途と中ちゆうだというのに使用人は部屋の外に追い出されてしまった。

「いくら雇やとってる側がわだからって、ちょっと乱暴すぎだろ、あの扱あつかいは」

「いいんです。私を騙だましたんですから、邪じや険けんに扱って当然です」

「騙したって、……ああ、あの人が、さっきのブ」

「そんなことよりっ」

　思い出しかけた臣哉の記き憶おくを断ち切るように、真咲がボリュームを上げる。

「貴方あなたも、たびたびすみませんが、外に出ていただけますか。着き替がえますので」

「着替え、ってそんなの、せいぜいがエプロン着るだけだろ？　なんでわざわざ」

「え？」

　臣哉の言葉に、真咲の動きが止まる。

　その不自然な停止を訝いぶかしく思い、彼女に視線を向ければ、手元に気がつく。

「それ、何持ってるんだ？　エプロンはわかるよ。でももう一つ、そのバッグは水泳の……」

　あからさまに不ふ審しんな視線を送られた真咲から、動どう揺ようする気配が染しみ出してくる。

「そ、その、つかぬことをお訊ききしますが、料理をする際の正装に、水着は……」

「そんなもの、着るわけない。火を使うのに、不必要に露ろ出しゆつを多くしたら余計危ないだろ？」

「そ、そうですか」

「……ひょっとして、真咲さん、また騙さ」

「騙されてなどいませんっ」

　力強く、というかなかばやけ気味に、言い切られる。

「私が二度も同じ手に引っかかるわけなどないじゃないですか」

「でもそのバッグ」

「これはっ……その、そう、持って帰って洗せん濯たくしようとしたんです。一度、袖そでを通したので」

「まだ水泳の授業は随ずい分ぶん先だと思ったけど？」

「えっと、それは、ですね、ほ、他ほかの授業で身につけたんですっ」

「へぇ。後こう学がくのために訊くけど、その授業はなんていう授業なんだ？」

「じゅ、授業は、ですね、その、…………えいっ」

　意地の悪い追つい及きゆうに、答えに窮きゆうした真ま咲さきは、思い切り肩かたに下げていた水泳バッグを放ほうり投げた。

　コントロール無視の全力投球で投げられた水泳バッグは、遠くへとすっ飛んでいく。

　……なんて強引で乱暴な話の誤ご魔ま化かしだ。

　放物線が部屋の白さに消える様を見ながら、臣おみ哉やは真咲の負けず嫌ぎらいに呆あきれ返る。

「さて、それじゃあ始めましょう」

　当の本人は、何事もなかったかのようにエプロンを身につけ先を促うながす。

「ロボットにはやらせなくていいのか？」

「残念ながらデータがありませんでしたので今回はお休みです」

「そういや、俺が物心ついてからこっち、姉さんが料理を作ったのって一回もないな。お菓か子しを作ったりはあったけど、料理とそれとはまた違ちがうしな……」

「料理に関する基本的なデータを入れればできるかもしれませんが、それだと純じゆん粋すいなあの女の再現にはなりませんからね。それでもあの女のことだから意味がないということにはならないとは思いますが、今回は急であるということもありましたし、見送らせてもらいました」

「そういうことなら納なつ得とく」

　さて、と気分を変えて。

「貴方あなたの言うとおりに材料は揃そろえさせましたけど、いったい何を作るんです？」

「なんだと思う？」

「そうですね、この材料から推すい測そくするに、ショートケーキ……」

「なんで牛肉やじゃがいもやたまねぎやにんじんやカレールーがあるのにショートケーキ!?　なんで生クリームも卵も薄はく力りき粉こもいちごもないのにショートケーキ!?」

「ち、違うんですか？」

「違う！　っていうか、この材料でそれができたら料理を通り越こして錬れん金きん術じゆつだ！　何色パティシエールだよ！　料理以前の問題だ！」

　急に不安を覚えてきたので、質問をする。

「真咲さん、料理したことはあるのか？」

　まさかとは思うが、カレーを知らないということはあるまい。

「ば、馬ば鹿かにしないでください。家庭科の授業は一通り受け、単位をもらっています」

　失礼千万と怒いかりも露あらわに言われるが、もちろん信用などできるはずもない。

　かといっていつまでも疑いの眼まな差ざしでいるとへそを曲げかねないのも事実だ。

　そういうところ、面めん倒どうくさい。

「……じゃあ、とりあえず、じゃがいもを切ってくれるか？」

「任せてくださいっ。と言いたいところですが、ひとつ訊きいてもいいですか？」

「じゃがいもっていうのはこれだぞ」

「そのくらいわかりますっ。貴方あなたは私をなんだと思っているんですかっ」

　カレーの材料でショートケーキを作れると思った人間、なのだが、そこを黙だまるのは優やさしさ。

「訊ききたいのは、なぜカレーなのかということです。料理勝負ということなら、もっと手の込んだ料理のほうがいいんじゃないですか？　それとも、カレー限定にでもするんですか？」

「わかってないな、真ま咲さきさん。カレーってのは、この国でもっともポピュラーながらもっともアレンジのしやすい料理なんだよ。材料と工夫次し第だいで玄人くろうと裸足はだしの味を出すこともできる料理。それがカレーだ。下手に手の込んだ料理に挑ちよう戦せんして中ちゆう途と半はん端ぱな出で来き栄ばえになるよりも、作り慣れたものを改良していくほうが確実だろ？　ラーメンも候補に挙がったけど、そっちはアレンジ加えるには時間と手間が必要だし。嫌きらいじゃなかったら、カレーで行きたいんだけど」

「なるほど、そういう理由だったんですね。問題ありません、カレーで行きましょう」

「納なつ得とくしたところで、まずは基本として市販のルーでカレーを作ろう」

　じゃがいもを真咲に託たくし、自分は他ほかの準備に取り掛かかる、フリをし、横目で彼女を観察する。

　渡わたされたじゃがいもを水洗いし、まな板の上に慎しん重ちように置く。

　形状も大きさも様々に取り揃そろえられた包丁の中から手ごろな一本を選び出す。

　その包丁を両手で握にぎると、そのままそれを高々と頭上にまで振ふり上げ。

「ちぇすとぉっ！」

　気合一いつ閃せん、じゃがいも目がけて、振り下ろした。

　ダンッという硬かたい音とともに。

「痛っ！」

　正体不明の鈍どん痛つうが臣おみ哉やのこめかみを襲おそう。

　なんだと音のする足元を見れば、さっきまでまな板にいたじゃがいもが床ゆかに転がっている。

　傷一つない表面からすると、包丁の刃はがでこぼこな表面で滑すべり、弾はじき飛ばしたようだ。

「真咲さんっ!?」

「あ、その、これは、ちょっと力みすぎたみたいですね」

「それ以前の問題だ！　まな板を真っ二つにするような使い方は包丁の使い方じゃない！」

「これはその、奥おう義ぎですっ」

「なんの!?」

　じゃがいもは切れなかったが、それを載のせていたまな板は真っ二つに斬きれていた。

　まるで刀でも振るったかのようにきれいな断面を覗のぞかせている。

「もう一度、今度は突つっ込んで訊く！　真咲さん、調理実習のときは何をやってたんだ？　あれ、班作ってやるやつだから、うまくすりゃほとんど何もしないで合格もらえるんだよな」

「……お鍋なべが吹ふき零こぼれないように見張っていました」

「他ほかには」

「……サラダのドレッシングを作りました」

「他ほかには」

「……食器の用意をしました」

「他には」

「……味見をしました」

「子どものお手伝いか！」

「あ、味見には自信と定評がありますっ」

「それは味見するものが作れてから役に立つんだ」

　臣おみ哉やの予想の下を行く現実だった。

「つまりは、真ま咲さきさんは包丁を使ったことは」

「……ないです」

　申し訳なさよりは悔くやしさが先行するらしく、目を逸そらしへの字の口で渋しぶ々しぶと認める。

「そういう貴方あなたはどうなんですか。人にあれこれ言うからには、それ相応のものがあるのでしょうね」

「カレーにそんな大層なもんは必要ないけどな。まあ、俺は前にも言ったと思うけど、それなりに、こんな感じ」

　包丁一本で、拾い上げたじゃがいもの皮をりんごのように切らずに剝むく。

「これ、すげぇ切れ味いいな」

「私が聞いた話だと、なんでも湖の精せい霊れいから授さずけられた剣けんを包丁に鍛きたえ直したらしいですよ」

「伝説の武具になんてことを！」

「洞とう爺や湖この精霊だとか」

「木刀じゃねぇか！　いや、それでこの切れ味はすごいけど！」

　真しん偽ぎは定かではないが、臣哉の腕うでは確かである。

　鮮あざやかな手て際ぎわに、さすがの真咲も曲げた口をわずかに開けて驚おどろいてみせた。

　長く繫つながったじゃがいもの皮を三角コーナーに投げ入れながら、心の中でため息をつく。

「……こりゃ、勝負以前の問題だな」

　アレンジ云うん々ぬんの話は、それなりに料理ができることが前提のものだ。

　その前提がこの有あり様さまでは、まず普ふ通つうのカレーを作るところから始めなければならない。

　それ自体は難しくはないが、時間的にはだいぶロスをすることになる。

　早くも立ち込めてきた暗雲に、やっぱり他の勝負にするべきかと思案していると。

「……お願いがあります」

　さっきまでそっぽを向いていた真咲が、真剣な表情で臣哉の前に立っていた。

「私に、料理を教えてください」

「いや、それは全然構わないけど、素す直なおに他のことにしたほうがいいんじゃないか？　言い出しっぺが真っ先に挫くじけるようで悪いけど、料理以外のもののほうが早いかもしれない」

「嫌いやです。これが勝負になるかならないかは別にして、ここで諦あきらめたら、戦わずに負けを認めたことになるじゃないですか。それだけは絶対に嫌です」

　そうきっぱりと言い切られては臣おみ哉やには言うことはない。

　提案者として、その責務を果たすべく尽じん力りよくするのみである。

「わかった。俺の教えられる範はん囲いでよければ教えるよ」

「ありがとうございますっ」

　そうして、趣しゆ旨しが変わった気がしないでもない料理教室が始まったのだが。

「だから、包丁は両手で握にぎらなくていいんだって」

「わかりました、か、片手ですね」

「うん、片手持ちだけどなんで二刀流にしちゃうかな。やっぱ忍にん者じや？」

「忍者ではありません。それに、このほうが攻こう撃げき力は高いです」

「料理に攻撃力はいらない！　包丁を武器にするのはトンベリとヤンデレだけ！」

「なんですかそれ」

「どっちも危険な生き物」

「どちらも寡か聞ぶんにして知りませんね」

「架か空くうの生き物だからな」

「なるほど、妖よう怪かいや怪物と同じ、伝承や民話に登場する生き物というわけですね。と、そんなことより、包丁が片手でいいとなると空いた手には何を持てばいいんです。あ、盾たてですか？」

「なんで真ま咲さきさんの料理は攻こう防ぼうがあるんだ!?　材料は何!?　トリコ的な何か!?」

「貴方あなたの言っていることはよくわかりません」

「俺は真咲さんの考えがわからない！」

　包丁の使い方を教えようとする時点でこの始末である。

　使用人を雇やとっているから、そういったことに疎うといのかというと、それも違ちがう気がする。

　なんだか、根本的なところで認にん識しきがずれているのかもしれない。

「に、握れました。これでいいんですね」

「あ、ああ。たかだか包丁を握るだけでこれほどまで苦戦させられるとは」

「それで次、次はどうすればいいんですっ。は、早く教えてくださいっ」

「じゃあ、さっきと同じで、このじゃがいもを一口大に切ってくれ」

「一口大とは具体的には何センチですか」

「そう改まって訊きかれると俺もわかんねぇけど……。大体でいいんだよ、そんなの」

「そんなアバウトじゃ勉強になりません。教えると言ったんですからきちんと教えてください」

「八等分。じゃがいもを半分にして、それをさらに縦横に四等分」

「わかりました。それでは」

　片手で握った包丁を、そのまま高々と振ふり上げ。

「しまった、そこを忘れてた！」

「ちぇすとぉっ！」

　既き視し感の気合一いつ閃せん、包丁が走る。

「痛っ！」

　同じく弾はじき飛ばされたじゃがいもは、今度は臣おみ哉やの眉み間けんを撃うち抜ぬいた。

「すみません、まだ力みがあるようです」

「やっぱりそういう問題じゃない！　料理に奥おう義ぎは使うな！」

「止められなかったんで、いいのかと思ったんです。あ、でもまな板は無事ですよ」

「突つき刺ささってるけどな！　伝説の勇者の剣けんみたいに！」

　包丁を引っこ抜き真ま咲さきに渡わたすと、自らも別の包丁を手に取りまな板も横にもうひとつ並べる。

「いいか、包丁はこう構えて、空いてる手は、猫ねこの手にしてだな」

「猫に手はありません。前足と後足だけです」

「たとえだよたとえ！」

「なるほど猫の手も借りたいというのと同じようなことですね」

「違ちがうけどいいや！　とにかく、俺の真ま似ねしてみて」

「はい」

「で、猫の手で切る物を軽く押さえてだな」

「押さえました」

「あまり力を入れずに、と」

「入れずに……っ」

　臣哉の動きを真似していた真咲が、突とつ然ぜん、ビクリと手を引っ込める。

「やっぱりやったか。指、切ったんだろ」

「切ってません」

「真咲さんがあんまり器用じゃないことはわかってんだよ。前も裁さい縫ほうでやらかしてたし。いいから手を見せろ。大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、処置できるものなら処置しといたほうがいいだろ」

「そ、そのくらい自分でできますっ」

「じゃあさっさと自分でやってくれ。ほら、絆ばん創そう膏こう」

　真咲が傷の手当てをしている間に、包丁とまな板を洗い直す。

　人差し指に絆創膏を巻いた真咲は、再挑ちよう戦せんと包丁を握にぎる。

「ちょっと、待った。そのままやっても、たぶん同じ結果になるだけだ」

「大丈夫です、次は失敗しません」

「……まあ、何を言ってもまだ聞かないだろうから、とりあえずやってみな」

　臣哉の予想どおり、真咲が切るのはじゃがいもではなく自分の指ばかりで。

　三十分も経たつ頃ころには、もはや絆創膏で覆おおわれていない指はないほどになってしまった。

　本人の強い希望でしばらくは静観していたが、さすがにここまで来ると止めざるをえない。

「ストップだ、真ま咲さきさん。それ以上はさすがに危ない」

「心配いりません、この程度、痛くも痒かゆくもないです」

「そんなに傷だらけなのにか？　たとえそうでも、これだけやっても上達しないんだからこれ以上同じことをやっても、一ミリだって上達しないぞ」

「だとしても、私は反復練習以外に上達への道を知りません」

「そりゃそうだ。けど、同じ歩くでも少しだけ楽になるコツってのもある。っていうか、教えてくれって頼たのんだんだから、少しは教えさせてくれよ。これじゃ俺、ボケッとしてるだけだ」

「そうは言いますが、すでに基本は教わりましたから、あとは数をこなすしかないです」

「教わったっていっても、目と耳でだろ？」

「他ほかに何があるんですか」

「たとえば、こうする」

「へ？」

　くるりと真咲の体をまな板に向かわせ、その後ろに臣おみ哉やも立ち彼女の手に自分の手を乗せる。

　真咲の手と包丁を包み込むように握にぎると、そのままじゃがいもを小気味よく八等分する。

　今度はひとつも傷つくことなく、じゃがいもを切り終わった。

「こういうふうにすれば、見たり聞いたりするよりは少しはわかるんじゃないか？」

　子どもに教えるように包丁の使い方を指南したわけだが。

「真咲さん？」

　ピクリとも動かない彼女を軽く揺ゆさぶる。

　すると、弾はじかれたようにその体が動きを取り戻もどした。

「な、なに、するんですかっ」

「なにって、使い方を教えただけだろ」

「え、あ、そ、そうですね、そうです」

　目の前で八等分になっているじゃがいもに、臣哉の言葉を遅おくれて理解する。

「…………驚おどろいたじゃないですか」

「何か言ったか？」

「いえ、別に。なるほど、感覚はわかりました。それを再現する形でやってみましょう」

　もはや幾いく度ど目かになる実じつ践せんを、今度は成功の確信とともにやるものの。

　呟つぶやきのとおり驚くことに意識を奪うばわれていた真咲が、それを覚えているわけもなく。

「っ」

　また失敗してしまう。

「一度じゃ駄だ目めか。まあ、一度で駄目なら二度、二度で駄目なら三度、できるようになるまでやればいいだけだ。よし、もう一度やってみせるから、今度はちゃんと体に叩たたき込めよ」

「も、もう一度ですか？」

「うん、もう一度」

「わ、わかりました」

　くるりと兵士のように機械的に体の向きを変えまな板に向かう。

　その後ろから、臣おみ哉やがまた同じように手を添そえようとすると、不意に真ま咲さきが振ふり向いた。

「なに」

「や、優やさしくしてください、その、初めてなので……」

　そうとだけ言うと、プイと逃にげるように顔を正面に戻してしまう。
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　いや、なに、その意味深な言い方。

　別のことを想像させられる物言いに、さっきまでは何事もなかったことが意識されてしまう。

　よくよく考えてみれば、大だい胆たんなことをしたものだ。

　臣哉からすれば、真咲に後ろから抱だきついているのと大差ない姿勢である。

　やべ、緊きん張ちようしてきた。

　自然にできていた動きが急にぎこちなくなる。

　縮めるだけの数センチがフルマラソンにも感じられる。

　いっこうに動く様子のない臣哉に、焦じれた真咲がまた振り返り。

「は、早く、してください。私にここまでさせて、恥はじをかかせる気ですか」

　微び妙みように頰ほおを赤くしながら言うものだから、悪い意味で拍はく車しやをかける。

「わ、悪い。その、じゃあ、やるぞ」

　こくりと神妙に頷うなずく真ま咲さきに紙かみ一ひと重えの距きよ離りでもって密着ギリギリの体勢をとる。

　それでも反射的にかギュッと身を縮こまらせる彼女に気をつけながら手を伸のばす。

　やんわりと被かぶせた手の柔やわらかさと顔の下から鼻び孔こうを直ちよく撃げきする芳ほう香こうに心しん拍ぱく数が上がる。

　これが姉さんなら、どうってことないんだけど。

　いや、それはそれで大いに迷めい惑わくだけど。

　雑念を払はらうのではなく取り込み、内に抱かかえた真咲への意識をなるべく薄うすめようとするも。

　無理だって。

　意識しちゃうって。

　そこまでこなれてないもの。

　身じろぎのひとつ、呼吸のひとつさえ、封ふうじられた気分になる。

　かといって、このままこうしているのはなおのことまずい。

　心と体が葛かつ藤とうしているかのように、臣おみ哉やが行動を躊ちゆう躇ちよしていると。

　ひっ！

　首筋にゾクリとする何かを受けて、慌あわてて周囲を見回す。

　しかしそこには、行ぎよう儀ぎよく命令どおり待機しているロボット以外、誰だれもいないし何もない。

　気のせいか……。

　感覚に残る氷の棘とげの冷たさを理り屈くつとして否定する。

　一度、別のことに意識を奪うばわれたためだろうか。

　体は一いつ瞬しゆん前のその重さも縛しばりもなかったかのように動くようになっていた。

　さすがに意識しないようにはできなかったが、それでも幾いく分ぶんか抑よく制せいを取り戻もどしている。

「あ、あの」

　三度、催さい促そくの声をおずおずと真咲が上げる。

　それに背を押されて、ようやく、というほどではないが、中断していた指導を再開する。

　そうなれば話は早い。

　真咲は器用さこそ欠けるものの、それを補って余りある運動神経と身体能力がある。

　臣哉による数度の指南だけで、彼女の包丁さばきは彼に負けず劣おとらずのものになっていた。

　できることができるようになるのは楽しいことなのだろう、鼻歌交じりにじゃがいもを切る。

　その鼻歌は、なぜかお料理行進曲だったが、それは置いといて。

　にんじん、たまねぎと、見よう見真ま似ねで見事に下ごしらえを終えていく。

　後は材料を炒いためて煮にてルーを加えてさらに煮るだけ。

　今回の目的はとりあえずカレーを作ることなので、それで完成。

　じゃがいも一個を切るだけで大おお騒さわぎだったのが噓うそのようにスムーズに終わる。

　そうして出来上がったものをよそう段になって、臣おみ哉やは失態に気がついた。

「飯、炊たくの忘れてた」

　真ま咲さきの指導監かん督とくに必死で、肝かん心じんの相棒を用意するのを忘れていた。

　なくても構わないのだが、せっかく真咲が作ったのだから万全の状態で食べたい。

「今から炊くから、ちょっと待ってもらえるか」

「ご飯でしたら、ここにありますけど」

　キッチンの隅すみに置かれていた炊すい飯はん器きを開けると、中から湯気とともに白飯が現れた。

「本当だ。でも誰だれが……って、そっか、真咲さんとこの。相変わらずそつがないな。……うわ、この炊飯器、ウン十万するやつじゃん。どうりで保温でも美味うまそうなわけだよ」

　皿によそうと、空腹も手伝ってかごちそうのように見える。

　漂ただよう匂においは嗅かぎ慣れた市し販はんのルーのものだが、いつもより食欲をそそる。

　キッチンの横に設けられたテーブルに運ぶと、着席もそこそこにスプーンを握にぎった。

「いただきます」

　逸はやる気持ちを抑おさえて、ゆっくりとスプーンを沈しずめる。

　真正面では、真咲が合格発表を待つかのように神しん妙みような面おも持もちで臣哉の動きを注視していた。

「真咲さんは食べないのか？」

「貴方あなたの感想を聞いてからにしようと思いまして」

「じゃあお先に」

　パクリと一口、よく嚙かんで味わう。

「ど、どうでしょう」

「美味いっ！」

「そ、そうですか、よかったですっ。あ、いえ、当然といえば当然ですが」

「うん、すげぇ美味いよ、この飯！」

「はい？」

「なんだろ、やっぱりいい炊すい飯はん器き使ってるからかな。いや、これはそれだけじゃないよな、米そのものがいいんだ。どっか外国のと掛かけ合あわせた品種か？　モチモチもしてるけど、どちらかというとパラパラッて感じの方が強いな。カレーもいいけどチャーハンにも相性良さそうだ。よかったら、銘めい柄がら教えてくれ。あ、ひょっとしてこれ真咲さんのところのオリジナル？」

　あまりの美味さにひょいひょいぱくぱくと白飯ばかりを次々に口に運んでいると。

「カレーを食べてくださいっ」

「え、ああ、カレーねカレー。食べる食べる、食べますよ」

　白飯にばかり目が、というか舌がいって肝かん心じんのカレーのほうはちっとも味わっていなかった。

　申し訳ないと思いつつ、今度はカレーだけをスプーンに掬すくい、慎しん重ちように口へと運ぶ。

「ど、どうでしょう」

「ん、これは……」

「美味おいしいですか？」

「普ふ通つうだ」

　臣おみ哉やの感想に、目に見えて真ま咲さきががっくりと肩かたを落とす。

　その気持ちはよくわかった。

　頑がん張ばって作ったのだから、その苦労に見合った評価をしてもらいたいのが人の情である。

　しかし、これは勝負の手段となるべきもの、情に流され甘い判断を下すわけにはいかない。

「普通とはどういうことですか。ご飯はあんなに褒ほめたのに……」

「いや、悪い意味じゃねぇよ。平均的で個性のない、美味うまくはないけど不味まずくもないってこと」

「……いい意味にも聞こえません」

「いい意味でもないからな。でも、最初はこんなものだろ。材料はいいものかもしれないけど、使ったのは市販のルーだけで味つけにはいっさい手を加えてないから、伸びしろがないわけじゃない。これからみっちりと研究していけば、真咲さんならあっという間に美味いのが作れるようになると思うぜ」

「そうですか」

「それに」

　山盛り一いつ杯ぱい、スプーンにカレーと白飯を載のせ、頰ほお張ばる。

「味以外で言えば、このカレー、美味いよ」

「どうせご飯がとでも言うんでしょう」

「いやいや、真咲さんが作ったカレー自体が」

「い、意味がわかりません」

　と言ってはいるが、微び妙みように口角を上げた表情は、明らかに笑えみと受け取れるものだ。

「じゃあ、自分で食べてみろよ」

「そうですね。食べても大だい丈じよう夫ぶなようですし、いただくとします」

「俺、毒見!?」

「失礼です、毒なんて入れていません。ただ、失敗していたら嫌いやだなと思っただけです」

「ネガティブな味見だ！」

　臣哉は、傍はたから監かん督とくをしていたので、その点で心配はしていなかったが。

　真咲もまた、控ひかえ目めにスプーンで一口。

　もぐもぐとよく嚙かんで飲み込み。

「……本当に普ふ通つうです」

　言いながらも、もう一口と運ぶその顔は、より笑みの色を濃こくしている。

「でも、美味しいです」

「だろ？　よし、俺はおかわりしようかな」

「わ、私のぶんも残しておいてください」

「いいけど、あんまり食うと太るぞ？」

「っ、だ、大だい丈じよう夫ぶです、その前に十分な運動をしていましたからっ」

　そういえばそうだった。

「ひとつ、訊きき忘れていましたけど」

　恥はずかしそうに、皿に山と盛ったカレーを口に運びつつ。

「あの女が料理を作ると、実際、どのような感じになるんですか？」

「姉さんの腕うで前まえか……正直、わからない。さっき言ったように、気がついたら朝昼晩、俺が料理してたし……でも、姉さんのことだから、一度食べたものなら材料さえあれば同じものを再現できると思うんだ。だから、たぶん今回の真ま咲さきさんの仮想敵は俺の作ったカレーということになる」

「貴方あなたのカレーですか……。どのようなものなんですか、貴方のは」

「どのようなものって言われてもなぁ……そうだ、今度作ってくるよ。それ食えばわかるだろ」

「それが一番確実ですね。よろしければお願いしたいのですが……」

「任せろ。腕うでによりをかけて作ってきてやるから楽しみにしておけ」

「それでは、楽しみにしてます」

　話し合うべきことが尽つきれば、後は食欲に任せるままに食事は進む。

　鍋なべ一いつ杯ぱいにあったカレーも炊すい飯はん器き一杯にあった白飯も、雑談とともに消費し尽つくされる。

　空っぽになった鍋と炊飯器の代わりの満腹感と幸福感で、すっかり二人の気分は緩ゆるんでいた。

「……ぷっ」

「な、なんですか、人の顔を見て急に噴ふき出すなんて失礼ですっ」

「いや、真咲さん、随ずい分ぶん夢中になって食べたんだなと思って」

「どういうことですか、私は別に夢中になって食べてなど……」

「だって、顔にカレー付いてるぜ？」

「っ、ど、どこにっ？」

「頰ほおに。そっちじゃない、反対反対、違ちがう、もうちょい上、いやそれは行きすぎ、……ったく」

　汚よごれを拭ぬぐうどころか袖そでにまで被ひ害がいを及およぼしそうな真咲を見かねて代わりに拭ってやる。
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　指先に付いたカレーを洗い流しに行くのも面めん倒どうなので、ついペロリと舐なめてしまった。

「あ……」

「……悪い、ついいつもの癖くせでやっちまった。次からは気をつけるから今回は見逃のがしてくれ」

「どうして貴方はそう、いっつもいっつも、私の初めてを……」

「そういう言い方するなよ、悪かったって思ってるから！」

「貴方に悪意も他意もないのはわかっているんですが…………なんだか腹の虫が治まりません」

「それは俺に言われても困る」

「…………えいっ」

　いきなりの掛かけ声ごえとともに伸のびてきた真ま咲さきの指がぐにっと臣おみ哉やの頰ほおに突つき刺ささる。

　その指先はほんのりと黄色く微かすかにスパイシーな匂においが漂ただよっている。

「っげ、なんでわざわざ人の顔にカレーをつけるんだよ」

「これでおあいこです」

「おあいこっていうなら、このカレーを拭ぬぐって舐なめてまでだと思うぜ」

「……きょ、今日のところはこのくらいで許してあげます」

「なに、このカレー、明日まで残しておかなくちゃいけないのか？」

「いいじゃないですか。カレーは一晩寝ねかすとさらに美味おいしくなるんですよね」

「じゃがいももろくに切れないくせになぜそんな知識はあるんだ……」

「私は耳みみ年どし増まなのです」

「それ、間ま違ちがってる……まあ、いいか」

　ぐいと指先でカレーを拭うと今度はきちんと水で洗い流す。

　ついでに食後の一いつ杯ぱいに、なぜか用意してあった紅茶を淹いれ、テーブルに戻もどる。

「ありがとうございます」

「いえいえ」

　人は腹が満たされるとまったりとしたくなるものである。

　真ま咲さきに至っては、その前に運動をしたこともあって、うとうととしかけていた。

　なんとも平和なひと時。

　このまま眠ねむってしまったらなんとも幸福な気分になれそうな、間かん隙げきの安息。

　そのまどろみを引き裂さく。

『グヴオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォゥッッ！』

　野や獣じゆうの雄お叫たけびじみた爆ばく音おんが途と方ほうもない広さのはずの室内を満たす。

「な、なんだぁっ!?」

「ひっ」

　耳の穴に音を乱暴にねじ込まれた衝しよう撃げきに、臣おみ哉やも真咲も跳はね起きる。

　音の出元を探すと、それはすぐに見つかった。

　ついさっきまで静かに待機していたロボット。

　それが、吠ほえ猛たけっているのだった。

　顔は天を仰あおぎ恨うらみを投げ、手のひらを上にして突つき出された腕うでは神を呪のろうがごとき禍まが々まがしさ。

「って、なんで!?　あれ、音声発信は、声は出ないんだろ!?」

「わ、わかりません、しかし、あれがこの音の原因であることは間ま違ちがいないですっ」

　二人の疑いを確定させるように、ロボットに変化が起きる。

　つるりとしていた顔の、口に当たる部分にヒビが入り、ついには口のように横に裂ける。

　雄叫びはその内に慟どう哭こくを孕はらみ、赤く濁にごった目は血けつ涙るいを流さんばかりの憤ふん怒ぬを含ふくむ。

　もはやそれは、ロボットではなくなっていた。

　それは、獣けもの。

　己おのれの内に荒あれ狂くるう感情にすべてを支配された獣であった。

「なんかあの感じ、見たことある気もするけど、これなんなんだ!?」

「ま、まさか……暴走っ」

「ぼ、暴走!?」

　こくりと真咲が頷うなずき。

「あのロボットの人工知能は、元になったあの女のものとそっくりそのままだというのは話しましたよね。それは、感情というものにおいてもそうです。あの女が嬉うれしいと思うことはあのロボットも嬉しい。あの女が悲しいと思うことはあのロボットも悲しい。そういう態度や思考をするように命令する感情パターンのプログラムが埋うめ込まれています。そのプログラムによって算出され蓄ちく積せきされた感情のデータ量が、あのロボットの許容量を超こえてしまったんだと思います。人間だってストレスが溜たまりすぎるとおかしくなることがあるでしょう」

「いや、ストレスって、あの状じよう況きようのどこにストレスが？」

「それは私にもわかりません。ひょっとしたら、……いえ、それはないですね、はい」

　なにやら勝手に自問自答で解決した真咲に臣哉は気がつかない。

「理り屈くつはわかったけど、いくらおかしくなったって、あんなふうになるものなのか？　どこの汎はん用よう人型決戦兵器だよって具合になっちまってるんだが……。要するにこれって、パソコンがフリーズしたらハードディスクごと爆ばく発はつしましたって言ってるようなもんなんだろ？」

「それも私にはわかりません。あるいは、あの女の模も倣ほうゆえ、なのかもしれません」

「ありえる……な」

　トンデモな仮説だが、あの姉ならさもありなんと大いに納なつ得とくしてしまう。

　ついに姉は生物と非生物の壁かべさえ飛び越こえた影えい響きよう力りよくを持ち出したらしい。

「それであれはどうすりゃいいんだ。さっきと同じで、背中のボタンで停止させればいいのか」

「そうだと思いますけど、正直、あれに近づくのは度胸が必要ですね」

「恐こわいもんな」

　さっきまで一心に吠ほえていたロボットは、今は沈ちん黙もくしている。

　その代わり、一歩一歩、と前ぜん傾けい姿勢で大地を踏ふみしめるように、近づいてきている。

　ただそれだけだというのに、足ががくがくするような威い圧あつ感を二人は覚えていた。

「暴走って言ったけど、放ほうっとくと何するんだ、あれ」

「それすらも私ではわかりません。例の三原則も適応解かい除じよされているかもしれません」

「こっちに危害を加えてくるかもしれないのかよ……しかも、姉さんのスペックでって……、おいおい、人類史上最強最悪の兵器が誕たん生じようした瞬しゆん間かんじゃないか、これ」

「と、とにかく、止めましょう。背中のボタンさえ押せばいいんです。二手にわかれて」

　短い作戦会議も終えることができなかった。

　鈍どん重じゆうな歩みから一転、ロボットが雄お叫たけびとともに跳とぶ。

　空中で一回転、かかとを床ゆかに叩たたきつけて着地。

　重く硬かたい音と地を震ふるわせる振しん動どうがその衝しよう撃げきを物語る。

　それほど強きよう烈れつな衝撃でありながらも、ロボットの動きは一瞬の停止も挟はさまない。

　重心を巧たくみに前方に移動すると有り余る勢いを変へん換かんし、前傾姿勢から掬すくい上げる一いち撃げきを放つ。

　虎こ口こうのごとく生え揃そろった五指が、臣哉を喰くいちぎらんばかりの勢いで首元に迫せまる。

　目ではなんとか追えても意識がついていかない臣哉には、その一撃を回かい避ひする術すべはない。

　危機感や恐きよう怖ふ心すらも置き去りにされる遅ち滞たいした時間感覚の中、ただ軌き跡せきだけが残像となる。

　一瞬後の凄せい惨さんな光景を未来視さえさせるその必死は。

　けれども現実とはならない。

「危ない、ですっ」

　横っ腹に突つき刺ささる真咲の蹴けりが臣哉をその場から吹ふっ飛ばす。

　たたらを踏む彼の頰ほおを豪ごう風ふうが掠かすめ、それに巻き込まれてはらりと髪かみの毛が数本抜ぬけ落ちた。

「止まっては駄だ目めです、動いてくださいっ」

　まだ認にん識しきを手た繰ぐり寄せきれない臣哉の耳に、シンプルな真ま咲さきの指示が届く。

　ジンジンと痛む脇わき腹ばらを抱かかえながらも、指示どおり闇やみ雲くもながら後ろに下がった。

　必中のはずの初しよ撃げきを外されたロボットは、戸と惑まどうこともなく間かん髪はついれずに追撃に移る。

　ドンッという音は、ミサイルの発射を彷ほう彿ふつとさせる踏ふみ込みからの急加速。

　臣おみ哉やが手探りで稼かせいだ微び々びたる距きよ離りなど、その速度の前には一いつ瞬しゆん足らずで食い潰つぶされた。

　肉にく薄はくする眼前の顔、歪いびつに砕くだけ罅ひび割れた口が、歓かん喜きに笑う。

　今度は外さないと広げた両手は交差する死神の大おお鎌がま。

　完全にその刃はに包囲された臣哉には、潜くぐり抜ぬける道など針の穴ほども見えない。

　左右から迫せまるロボットの腕うでは、呆あつ気けなく彼を捕つかまえた。

「っが」

　巨きよ大だいな万まん力りきで締しめ上げられるような抱ほう擁ように、骨も肉も肺も悲鳴を上げる。

　たらふく詰つめ込んだ胃の中のカレーはもとより、その胃、内臓もろとも絞しぼり出されそうだ。

　凶きよう悪あくな圧あつ迫ぱくは血管を押し潰し血流は堰せき止められ、徐じよ々じよにだが意識が薄うすくなっていく。

「冗じよう談だん、じゃ、ねぇ、ぞ……」

　力を振ふり絞りなんとか振りほどこうと試みるも、強固な拘こう束そくはびくともしない。

　ロボット本来の膂りよ力りよくか、はたまた瞠みは子しの能力値の再現か、いずれにしろ人力では及およばない。

　甲かん高だかい耳鳴りに混じって、内側がわから自身の崩ほう壊かいする剝はく離り音がする。

　その音を断ち切るように。

「背中は取りました」

　ロボットの背後に、真ま咲さきが立っていた。

「これで、停止ですっ」

　先ほどと同じく、背中のボタンを押す、が。

「と、止まってないんだけどっ」

「お、おかしいですね、ボタンは確かに押しましたよ？」

　さらに二度三度、ボタンを押すが、ロボットが停止する様子はない。

「…………こ、故こ障しよう？　それとも、緊きん急きゆう停止用のコードが受信拒きよ否ひされているんでしょうか？」

「原因は、いいから、止まるのか止まらないのかだけ、教えて、くれっ」

「止まりませんっ」

「うそ」

　……………………。




「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」





◆◆◆






　というわけで。

「…………た、助かった」

「…………た、助かりました」

「…………セーフティがなかったら、本気で大変なことになっていたな」

「…………規定以上の出力が規定以上の時間発生した場合、自動的に電源が落ちるように安全装置がかけられているとは、知りませんでした。…………でも、正直、助けられました」

　原動力を失ったロボットは、遅おそまきながら駆かけつけたメイドさんたちに運ばれていった。

　その嘆なげくような、恨うらむような鳴き声は、まだ臣おみ哉やの耳の奥で尾を引いている。

　怪け我がこそないものの、心身ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの二人は、扉とびらに寄りかかり一息ついていた。

「私たちは、恐おそろしいものを生み出してしまったのかもしれません」

「なにそのハリウッド映画的な語り。まあ、実際そうだけど。とにかく今日はこれで解散だな」

「そうですね。丁度、向こうも帰るようですし」

　電話に出る気力もなく、着信音に画面の発信相手を見るだけで済ませる。

「あー、体、痛ぇ。これ、明日は完全に筋肉痛だよ」

「情けないですね。私の鍛きたえ上げられたしなやかな筋肉はこの程度ではびくともしません」

「……そのわりに、立ち上がる様子が見られないんだが」

「これは、こ、腰こしが抜ぬけたんですっ」

「誤ご魔ま化かせてない誤魔化せてない。そっちのほうがどっちかっていうとみっともなくないか？」

「価値観の相そう違いですね」

「そういう問題かなぁ」

　手を貸し立たせると、確かに臣哉よりはスムーズな動きで立ち上がる。

　あるいは、見み栄えと意地で補っているだけなのかもしれないが。

「そうだ、カレー」

「はい？」

「いや、カレーを、いつ作りに行けばいいかなって」

「それでしたら……って、作りに来るんですかっ？」

「うん。だって学校にカレーを持ってくるわけにはいかないだろ。いくら密みつ封ぷう性の高いジャーがあるっていっても、匂においは漏もれるだろうし。かといって、うちに招待するのは、真ま咲さきさんとしてもちょっと抵てい抗こうあるだろうし、それ以前に姉さんが面めん倒どうくさいし。だったら真咲さんの家に行ったほうが早いだろ？　カレーは二日目っていっても、やっぱりできたてを食べてもらいたいし、この間といい今といいお世話になったメイドさんたちにも、できれば食べてもらいたいし。それに、カレーを研究するにもそっちのほうが楽だし便利だろ？　もちろん俺が作る分の材料はこっちで用意するから余計な心配は無用だぜ」

「そ、そういう問題ではありませんっ」

「じゃあどういう問題なんだ？　あ、やっぱり抵てい抗こうあるか、俺を家に入れるのは」

　一回、撃うつ路ろ崎さき邸ていを訪おとずれたことはあるが、あれは緊きん急きゆう避ひ難なん的なものだったしな。

　さすがにメイドさんの目がたくさんあるとはいえ、男を家に上げるのは躊躇ためらうだろう。

　と思ったが、そういうわけではないらしく。

「い、いえ、そういうわけでもないんですが……」

　もごもごと、何かを思案するように、唇くちびるを動かす。

　駄だ目めだったらどうしようか、ジッパー付きの袋ふくろに入れて凍こおらせて届けるかと考えていると。

「わ、わかりました、その、家で、作ってください」

　渋しぶ々しぶという様子で、真ま咲さきが承しよう諾だくする。

「本当にいいのか？　言っといてなんだが、あまり気が進まなそうなんだけど」

「それは、貴方あなたに関係したことではなくて、メイドたちのほうにあって……」

　また色々と言われる、みたいな感じの呟つぶやきは、臣おみ哉やには聞こえなかった。

「よっし、じゃあそれで決まり。都合が良い日があったら、後でいいから教えてな」

「は、はい、わかりました」

　決まったにも関かかわらずあまり気乗りしなさそうな真咲に。

　後でもう一度確かく認にんしておいたほうがいいかな、と思いつつ。

「っと、こっちも電話だ」

　姉からの着信に、いよいよタイムリミットならぬデッドリミットを悟さとる。

「よっし、それじゃあそれで決まり。……痛ててて」

　骨の芯しんから軋きしむ痛みに軽く悲鳴を上げながら、階段に向かって歩いていく。

　途と中ちゆうで、筋肉が耐たえ切れなくなって盛大に転んだ。

　地面に顔面から突つっ伏ぷし、動けなくなった。

　体に異常はなくとも疲ひ労ろうは限界だったらしい。

　指先の一本も動かすことができなかった。

「…………うちの者に昇しよう降こう口まで送らせましょうか」

「…………お願いします」

　なんともしまらない話だ。

　両脇わきをメイドさんに抱かかえられて運ばれていくという至福と情けなさを味わいつつ。

　今度ごちそうするカレーは、最高のものにしよう、と固く誓ちかう臣哉であった。

　ちなみに。

　後日、そのカレーを食べた真咲が、即そく日じつ作戦の無期延期を決定したのはまた別の話である。
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「負けたな」

　斬きりヶが宮みや臣おみ哉やは内にこみ上げてくる感情を押し殺すように、努めて事務的に呟つぶやいた。

　自分ではそれなりに上手うまくやったつもりだったが、思ったよりも透すけて聞こえる。

　内側がわに反はん響きようしたせいか外側が脆ぜい弱じやくだったせいかわからないが、弱音にも似て響ひびいた。

　そんな彼の呟きに対して、その横にたたずむ少女。

「負けたな、ではありませんっ」

　撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきは臣哉とは対照的にあらん限りの感情をこめて、それを叩たたきつけるように吐はく。

　一見すると怒おこっているようにも聞こえかねない剣けん幕まくだが、本人にそのつもりはないのだろう。

　ましてや臣哉の内心がそれこそまる聞こえで、それに対して軟なん弱じやくと責めているわけでもない。

　彼の知る彼女をもって測る限り、ここで声を荒あらげているのはただ単に。

「悔くやしくないのですか、貴方あなたはっ」

　自分の中でフツフツと募つのる悔しさの発はつ露ろ、否いな、暴発に近いものだろう。

　こんな真咲を、臣哉はほぼ初めて目まの当あたりにする。

　普ふ段だんならどれほど悔しかろうと、他人に八つ当たりに近い形でそのままぶつけることはない。

　少なくとも、臣哉にはそういったことを彼女にされた記き憶おくがない。

　つまりは、今回の敗北は、それほどまでに彼女にとっての深手であったということだ。

　さもありなん、と臣哉は思う。

　あの敗北は、あまりにも酷こくすぎた。

　圧あつ倒とう的な勝敗、絶対的な惨ざん敗ぱい、屈くつ辱じよく的な大敗、致ち命めい傷しようにならずとも重傷を負うには十分だ。

　それでもなお、そこに屈さずそれで折れない少女に、臣哉は憧あこがれている。

　その彼女にみっともないところは見せられないと、張り合うように臣哉も声を強くする。

「悔しいに決まってるだろ。俺だって真咲さんの側の人間なんだから」

　厳密に言えば、臣哉の悔しさと真咲の悔しさは少しばかり意味合いが違ちがう。

　けれども彼にとっては彼女と同じ感情を自分も抱いだいていると示すことのほうが大事だった。

　もっとも、そんな差異に真咲が気がつくはずもなく、賛意を表されて我が意を得たりと頷うなずく。

「そうでしょう。悔しくないはずがないです」

　賛同者を得ても、それでも悔しさは収まらないらしく、ぶつぶつとさらに続ける。

「だいたい、あの女のどこがそんなにいいんですか。他人の価値観を否定するつもりはないですし、あの女がすべての面において出来すぎてるほど優ゆう秀しゆうであることは認めますが、それにしたってあの結果は信じられません。いったい、私とあの女と、何が違うというんですか」

「姉さんと真咲さんじゃあ、何から何まで違うと思うけどな。良くも悪くも」

　斬きりヶが宮みや臣おみ哉やと撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきには、共通の目的にして唯ゆい一いつの目標がある。

　臣哉の姉、殴おう社じや橋ばし瞠みは子し。

　四よ方も都つ学園高等部現生徒会長である彼女から、その地位を奪だつ取しゆすること。

　それも、非合法的に。

　それが、二人の共通の目的にして唯一の目標。

　どうして真咲がそんなことを考えたのか、とか。

　どうして臣哉がそれに手を貸すのか、とか。

　その辺は語ると長くはないが面めん倒どうくさいので潔いさぎよくカットするとして、とにかく。

　あの女とはつまり瞠子のことであり、今回、真咲が敗北を喫きつした相手が彼女であった。

　答えになっているようななっていないような返事をする臣哉に、真咲はさらに問う。

「私にはそんなに魅み力りよくがありませんか」

「は？　魅力？」

　唐とう突とつにそんなことを訊きかれても、臣哉は戸と惑まどうだけである。

　怪け訝げんそうな顔をする臣哉をよそに、真咲は詰きつ問もんするようにずいと詰つめ寄る。

「魅力です。私とあの女には貴方あなたの言うように外見内面、様々な違ちがいがあります。そしてその違いは個々人の価値観や基準に勝敗の多くを委ゆだねる今回の勝負においては武器になると踏ふんでそこに勝機を見み出いだしたはずです。にも関かかわらずこの結果ということは、そういったものを超こえて働くもの、つまりは魅力があの女にはあって私にはなかったということになりませんか」

「いやまあ、魅力っていうパラメーターは確かにあるんだろうけど」

　そんな大っぴらに効果を及およぼす魅力は呪のろいとかギアスの類たぐいではないだろうか。

「そうです、あるんです。そうでなければあの結果は説明できませんからね。そういったものがあるとわかれば、戦いようはいくらでもあります。気がつかなければ一方的にやられるだけですが、気がついてしまえばそれはもはや争点のひとつにしかなりません。いいでしょう、私は私の魅力を磨みがき上げて、あの女の胡う散さん臭くさい魅力を真っ向から粉々に打ち砕くだいてやりますっ」

「魅力ってそんなガチンコ勝負みたいなぶつかり方と破れ方をするもんじゃねぇと思う」

　そもそも導き出した論理自体、おぼつかなく怪あやしいことこの上ないのだが。

　それでも下手に落ち込んだりするよりはよっぽどいいし、なにより。

　とても彼女らしい。

「んじゃ、その魅力とやらを研究するために、まずは今日のおさらいから始めますか」

「そうですね。あの女の魅力の化けの皮を剝はいで私のものにしてやります」

「うん、その意気込みやよし。なんだけど、その前にまず、着き替がえない？」

　臣哉の提案、というか指し摘てきに、ふと真咲は頭を下げ自らの服装、いや衣い装しようを見直し。

　ぷしゅうと音を立てて思考が停止した。




　ちなみに。

　このときの真ま咲さきがどんな格好をしていたのかというと、以下のとおりである。

　頭にはピカピカと輝かがやく銀色のティアラ。

　首には南国チックな色しき彩さいの花々で作られた首くび飾かざり。

　衣服は肩かたや背中も露あらわに、太ももまでスリットの入った大だい胆たんなデザインのドレス。

　薄うすく爽さわやかにけれどもどこか大人びた雰ふん囲い気きを感じさせるメイク。

　いつもの淑しゆく女じよ然としたおとなしめの服装をした彼女とはまったく違ちがう。

　清せい楚そさと華はなやかさを併あわせ持つその姿はお城の舞ぶ踏とう会に参加するシンデレラのようだった。

　そんな彼女の肩にかかった全体の調和をぶち壊こわしにするタスキにはこう大書してある。

　いわく。

　《第五十一回四よ方も都つ学園高等部アイドルコンテスト女子の部準優勝》

　と。
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　四方都学園高等部には三祭と呼ばれる学校主しゆ催さいの三つの恒こう例れい行事がある。

　祭り、などというと随ずい分ぶん大おお仰ぎようなものに聞こえるかもしれないが、なんのことはない。

　運動祭、文化祭、武ぶ闘とう祭、というどこの学校でも行われているもの（一つを除く）の総そう称しようだ。

　そして、その三つに対置されるような形で、生徒主催の三つのコンテスト、三コンがある。

　ベストカップルコンテスト、ダンスコンテスト、アイドルコンテスト。

　規模こそ全校をあげて行われる三祭のそれに比べれば見劣おとりはする。

　しかし、いずれも熱気と活気でいえば勝まさるとも劣らない一大イベントばかり。

　その中でもアイドルコンテストは全校の注目度でいえばナンバーワンだ。

　内容はいたって単純で、三つの課題競技を見て観客が各おの々おの、候補者に投票するだけのもの。

　いわば人気投票であり、たとえ勝利しても生徒会長の座にはまったく関係のない催もよおしである。

　しかし、殴おう社じや橋ばし瞠みは子しに勝利したという事実は少なからぬ意味を持つと二人は考えた。

　ゆえに、幾いく許ばくかの勝算を胸に、二人はその場を、戦いの舞ぶ台たいとして選せん択たくしたのだった。





◆◆◆






「だいたい、なんでいきなりアイドルコンテストなんて話になったんだよ」

「それは私のほうが訊ききたいくらいです」

　臣おみ哉やの今いま更さらな疑問に、いつもの制服姿に戻もどった真咲はそう答えた。

「最初に言ったと思いますが、私はコンテストにあの女が出場するらしいという話を聞いて先回りしてエントリーしただけです。ですから、なぜと言われればあの女が出るからとしか言いようがありません。もっとも、なぜあの女が突とつ然ぜんそんなものに出ようと思い立ったのかは皆かい目もく見当もつきませんが。なのでその話も最初は半信半疑だったのですが、本当でしたし」

「確かに、姉さんがああいうのに自発的に出るなんて珍めずらしいな。それとも誰だれかに頼たのまれたのか？」

「他た薦せんということですか？　いえ、私が聞いた話だと、自薦、立候補であるようですけど」

「ふぅん。そうなるとますますわからないな」

「貴方あなたにもわかりませんか？」

「俺なんかには到とう底てい姉さんの考えてることなんかわからないよ。ああ、でもまったく突とつ然ぜんの無関係ってわけでもないのかな？　前に、姉さんとコンテストの話はしたか。出る出ないとかいう話じゃなくて、えっと、そう、優勝賞品が良いなとかいう話だ。ほらあれ、優勝者には、旅行宿しゆく泊はく券とか家電セットとか選せん択たくでもらえるだろ？　その賞品の家電セットの中に、俺が欲しいものがあったからさ。ほら、前にカレー作ったときにメイドさんが用意してくれた飯を炊たいた炊すい飯はん器き。あれがあってさ。いいなぁ、って話はした。けど、こんなこと姉さんがアイドルコンテストに自分で手を挙あげて出る動機にはならないだろうしな……。やっぱりわかんね」

「おかしいですね。私は今なぜか、あの女に同情するような気持ちが少しだけ湧わきました」

　不ふ愉ゆ快かいさと不思議さの入り混じった表情をするも、それもすぐに消える。

　その話はそれ以上掘ほり下げるつもりはないらしく、そこで一いつ旦たん、話が途と切ぎれる。

　ゆるりとした沈ちん黙もくの間に真咲は傍かたわらに綺き麗れいに整えられ収納されたドレスへと目を向けた。

「改めて考えてみると、決まりとはいえ、私はなんという格好をしていたんでしょう……」

「なんという格好って、そんなおかしなもんじゃないだろ？　ベースは既き存そんのドレスの型だし、配色だって下品になりすぎないようかといって地味になりすぎないよう気を使ったし、丈たけを詰つめてもバランスが崩くずれて見えないように調整はしたし、真ま咲さきさんの雰ふん囲い気きに合うように、それでいて別の面を見せられるように工夫もしたし。さりげなくアルパカの刺し繡しゆうも入れておいたし。自画自賛だけど、良い仕事だと思う」

　そのドレスを制作した臣おみ哉やは、自らの手並みに満足するようにひとつ頷うなずく。

「その点では貴方には感謝していますが……。し、しかし、さすがにあのスリットは」

「あれは俺の仕し業わざじゃなくて、真咲さんとこのメイドさんのアイディア。まあ、俺も賛成したけど。ほら、真咲さんって綺麗な足してるだろ。だったらそれを押し出さないのはもったいないじゃん。それに、決め手、っていうか目を引くポイントも欲しかったし。ほら、ドレスってもともと背丈がある人が着て初めて映はえる衣い装しようだろ。真咲さんはほら、その…………色々なところがいささか足りない感も否いなめないからさ、普ふ通つうに着るとどうしても見劣おとりするんだ」

「誰だれが胸が物足りないですかっ」

「そうは言ってねぇよ！　全体的に、全体的にだよ！」

「全体的にとはどういうことですかっ。具体的にはどことどことどこですかっ」

「いや、さっきも言ったとおり背とか」

「とか？」

「…………胸とか尻しりとか」

「ほらやっぱりそうじゃないですかっ」

「ち、違ちがう、そこだけじゃなくて、だから全体的なボリュームがだな！」

「どうせ私はどんなドレスを着てもお遊ゆう戯ぎ会、どんな着物を着ても七五三です」

「それはなんか納なつ得とく」

「どうせフリルとリボンがお似合いねと揶や揄ゆされる西洋人形のような容姿です」

「それはどっちかっていうと褒ほめてるんじゃないのか？」

「どうせあの女のような胸の大きく開いたドレス、私には一生似合いませんよぅだ」

「そんな子どもっぽい怒おこり方するなよ」

「誰だれが子どもっぽい体型ですかっ」

「中身だよ中身っ」

「中身ということはつまり衣服の下の生なま身みってことじゃないですかっ」

「なんか今日の真ま咲さきさん面めん倒どうくさい！」

　立ち直ったようには見えるものの、やはり内心、まだ先ほどの敗北は尾おを引いているらしい。

　特にスタイルの点に関して神経過か敏びん気味だ。

　まあ、あれは身内の自分が言うのもなんだけど、すごかったもんな……。

「でも、ほら、姉さんには姉さんの良さが、真咲さんには真咲さんの良さがあるって」

「そんな下手な慰なぐさめをするくらいなら、いっそ笑ってください。私だって好きで薄うすいわけじゃないです……。世界各地のありとあらゆる牛乳を飲み尽つくしたというのに、縦方向にも横方向にもいっこうに効果が出なかったんですから、仕方がないじゃないですかっ」

「そこで俺に怒いかりをぶつけられても！」

「じゃあ私はこの怒りを誰にぶつければいいんですかっ」

「牛とかじゃない!?　少なくとも俺じゃないことは確かだ！」

「私の身体からだに対する劣れつ等とう感に抵てい触しよくしたのは貴方あなたです。それを忘れるなんて無責任ですっ」

「確かにそう言われれば元げん凶きようは俺のような気がしないでもないけど……」

　しかしそれで怒られるのはやはり理り不ふ尽じんではないだろうか。

　といっても通じなさそうだなぁ。

　すっかり怒り心頭といったご様子の真咲である。

　とりあえずこのまま怒らせておいても仕方がない。

「…………その、俺は、真咲さんのほうが可か愛わいかったと、思う」

　遠えん慮りよがちに、含ふくみを持たせて、そう告げてみる。

　多少の演技をこめはしたが、それでも本心ではある臣おみ哉やの言葉に。

「えっ…………あ、あの、あ、ありがとう、ございます……」

　スイッチが切れたように急にしおらしくなり、俯うつむきがちに答えた。

　真っ正面から褒ほめられることにあまり慣れていない真ま咲さきは意表を突つかれ毒気を抜ぬかれたのだ。

　よくよく考えてみれば、実じつ姉しと赤の他人ではそもそも判断に倍率がかかっているのだが。

　そこは言わぬが花だろう。

　ひとまずは怒いかりの矛ほこ先さきは逸それたようだが。

　なんか、変な空気になったな。

　臣哉としては頭を冷やさせるための計算づくの一言だったが、向こうはそうは思っていない。

　真咲は頰ほおをなんとなく赤らめながら、口の端はしをむずむずとさせている。

　いくらなんでもそれは安すぎだろ、とは思うものの。

　そんなのを見ていると、理り屈くつで言ったはずの自分も妙みような気にさせられる。

　このまま黙だまっているのも、なんかあれだな、なにかしよう。

　そう決めると、臣哉は立ち上がり、部屋の一角から液えき晶しようモニターとデッキを引っ張り出す。

　ガチャガチャという両方を収めた棚たなの金かな鳴なりの音に、ハッと我に返った真咲が振ふり返る。

「何をしているんですか？」

「今日の負けの検けん討とうをするって言ったから、どうせなら映像もあったほうがいいと思って」

　懐ふところから、一枚のディスクを取り出す。

　まだ開発途と上じようのメディアで、既き存そんのどのディスク媒ばい体たいよりも大容量のものだという円えん盤ばんだ。

「真咲さんが着き替がえてる間に、メイドさんからコンテストを録画したのをコピーしてもらった」

「なっ」

　口を開け、驚おどろいている真咲をよそに、さっさとそれを挿そう入にゆう口ぐちに差し込む。

　《お嬢じよう様さま成長記録・アイドルコンテスト出場の巻・カメラＡ・無修正版》

　と表にラベリングされたディスクが、あっという間に飲み込まれていく。

　無修正版じゃなくて未編集版だろう、などと思いつつ、再生ボタンに指をかけ。

「ま、待ってくださいっ」

　真咲にストップをかけられる。

「ほ、本当に見なければ駄だ目め、ですか？」

「駄目ってことはないけど、あったほうがわかりやすいし、せっかく借りてきたんだし。それに、俺も真咲さんの準備の手伝いなんかでちゃんとは見れてないから、見ておきたい。真咲さんだってどうせ自分のことで手いっぱいで、姉さんがどうしたかなんて覚えてないだろ」

「それはそうですが、それでも、あまりお勧すすめはしないというか……」

「なに言ってんだよ。再生するぞ」

「え、あ……」

　まだ何か言いたげな真ま咲さきを無視して、再生を開始した。




　花火の乾かわいた音が青空に鳴る。

　コンテスト会場であるすり鉢ばち型のイベントステージには四よ方も都つ生がぎっしりと詰つまっている。

　手を加えられＴ字型となったステージ部には決戦の場にふさわしい装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　コンテストの開始を今か今かと待つ観客の熱気は、すでにかなりの熱量となっている。

　その温度とは対照的な、熱ねつ狂きようとは切り離はなされた声。

『カ、カメラ隊ＢからＹ班、３Ｄカメラ隊ＡからＹ班、マイク隊ＢからＺ班まで配置完かん了りようです』

『両カメラ隊のＺ班はどうしたのですか』

『え、えっと、さすがにキャットウォークの近辺は近づけないとのことです』

『それでは仕方がないですね。両Ｚ班には解散し各おの々おの他班に合流するように伝えてください』

『ラ、了解ラジャー』

『警備隊のほうはどうなっていますか』

『そ、そちらは全班所定の位置についたとのことです。他ほかの隊も問題ありません』

『わかりました。では別命あるまで待機を。それと各員の奮ふん闘とうを祈ると伝えてください』

『ラ、了解。…………ふ、ふう。な、なんとか、準備、間にあいましたね』

『アハト。気を抜ぬくには早いですよ。本番はこれからです』

『は、はい、失礼しました、ツヴァイさん』

『ではまず、その曲がったタイを直しなさい。いくら変装とはいえ、あまりみっともない姿を晒さらしてはお嬢じよう様さまの顔に泥どろを塗ぬることになりますよ』

『ラ、了解っ！』

　そのやり取りは、そこがどこであるのかを忘れさせるほどの緊きん張ちようと緊きん迫ぱくに満ちていた。




「これ、姿は映ってないけど、真咲さんとこのメイドさんだよな」

「貴方あなたが借りてきたんですから、私に訊きかないでください」

「そりゃそうだけど。そっか、未編集だから音声もそのまま入ってるんだな」

「あ、あの、やはりやめませんか、これを見るのは」

「なんで？」

「いえ、その、は、恥はずかしいというか……」

「恥ずかしいって、もう出場したんだから恥ずかしいも何もないだろ」

「あれだって恥ずかしかったんですっ。そ、それに、出るのと見るのはまた違ちがうんですっ」

「あ、始まるぞ」

「わ、私の話を聞いてくださいっ」




　会場内は、先ほどまでのざわめきから一転、水を打ったような静けさが広がっていた。

　てんでばらばらだった無数の視線も、今はステージ上の一点へと注がれている。

　会場を埋うめ尽つくすほどの数の人間の視線を一身に受けるのは、マイクを握にぎった男子生徒だ。

　それほどたくさんの注目を浴びても物もの怖おじする様子もなく、司会の彼はおごそかに語り出す。

『皆みな様は、昨年の激げき闘とうを覚えていられるでしょうか。あるいは一昨年の死闘を覚えていられるでしょうか。ただひとつの座を巡めぐりたったひとつの称しよう号ごうを求めて繰くり広げられた、美しくも苛か烈れつな畏おそろしくも華か麗れいな、戦いを。どちらもご記き憶おくをなされている方、もしくは片方だけをご記憶されている方は、その幸福を嚙かみしめるとともに一年という時の長さに歯嚙みされたことでしょう。今日初めてこの戦いを目にするという方は、自分より先立って戦いの歴史の一ページを目もく撃げきした先せん輩ぱいを羨うらやみ、同時にまだ見ぬ戦いに期待に胸を膨ふくらませていることでしょう』

『さっさと始めてほしいですね。こんな語りを聞きに来たわけではないんですから』

『しーっ、ツヴァイさん、しーですっ！』

　淡たん々たんと述べる声と慌あわてる声の交差は当然、ステージに届くはずもない。

　たっぷりと、もったいぶった間の使い方で続ける。

『しかし、今日この場に集つどったという点において、皆様は同列に幸運です。なぜなら、これから繰くり広げられるであろう戦いは、必ずや皆様方の様々あるであろう思いのすべてに報むくい、すべての期待に応こたえるであろうことは保証するまでもない絶対であるからです。僭せん越えつながら自らの本分を逸いつ脱だつして言わせてもらうならば、今回の戦いは、紛まぎれもなく史上最大にして最強のものとなります。いえ、それは私だけではなく、この場の皆様全員が予感していることでしょう』

『だからさっさと始めろと言ってるんです。鉛なまり弾だまの一発でも撃うち込まなきゃ駄だ目めなんですかね』

『ツ、ツヴァイさんっ!?』

『冗じよう談だんですよ。さすがに本物の弾だん丸がんは殺傷能力が高すぎますからね。使うのは暴徒鎮ちん圧あつ用です』

『た、弾の問題じゃないですよぅ！』

　そんなぼそりと呟つぶやかれた脅きよう迫はくの気配を感じ取ったわけではなく。

　舞ぶ台たいが整うまでの時間稼かせぎだったのだろう、ちらりと袖そでを一いち瞥べつして、男子生徒は頷うなずいた。

『それでは、そろそろ参りましょうか』

　嵐あらしの前の静けさを思わせる、いっそう落としたトーンで助走をつけ、大きく息を吸い。

『第五十一回四よ方も都つ学園高等部アイドルコンテスト女子の部、開幕ですっ！』

　一気に吐はき出した。

　その渾こん身しんの叫さけびの語尾は、紙吹雪ふぶきと紙テープを撒まく破は裂れつ音と歓かん声せい、拍はく手しゆに飲み込まれる。

　こうして、戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。




「て、停止ボタン、停止ボタンをっ」

「だーめ。押させません」

「そんなところにデッキを載のせたら、届きませんっ」

「さ、観念して見ようぜ。ほら、参加者入場だ」




　まだ序の口の熱ねつ気きと歓かん声せいが冷めやらぬ中、負けじと司会も声を張る。

『さあ、いよいよ今回の熾し烈れつな争いに名乗りを上げた参加者の登場、というわけですが……その前に、ひとつ会場の皆みな様にご注意がございます。コンテスト参加者への携けい帯たい電話、デジタルカメラ、ビデオカメラ等による撮さつ影えいは許可を得た一部の者を除のぞきこれを禁止しています。もしこれを破られた場合、いかなる事態が発生しようとも、コンテスト主しゆ催さい者、コンテスト運営本部、四よ方も都つ学園高等部はいっさいの責任を負いません。くれぐれもルールを守り、楽しくそして熱く、今大会を観かん覧らんするようお願いします』

　そう注意する端はしから、司会に向かって、シャッター数回、様々な所から切られる。

　その瞬しゆん間かん、どこからともなく飛来したいくつもの何かが、そのことごとくを貫つらぬいた。

『そ、狙そ撃げき班から報告。全目標に命中、すべて沈ちん黙もくしました』

『ご苦労様です。引き続き警けい戒かいを。それと仕込み班には撤てつ収しゆうを伝えてください』

『ラ、了解ラジャー』

『これでお嬢じよう様さまを撮影しようなどという不ふ埒らちな考えも刈かり捕とれたでしょう』

　見せしめのサクラにより注意の意味を知った観客は、にわかに静まり返る。

　しかし、それがテンション下降に繫つながる前に、すかさず司会が拾い上げた。

『さて、今度こそ本当に、参加者の入場ですっ！』

　宣言に合わせてＢＧＭが打楽器メインのアップテンポなリズムのものに変わる。

『は、拍はく手しゆ班、歓声班、準備ＯＫですっ』

『専門班だけに任せてはいけません。我々もですよ』

『ラ、了解！』

　司会がバッと右手を上げ、ステージ中央に設けられたゲートへと腕うでを振ふる。

『立てば妖よう精せい、座れば座ざ敷しき童わらし、歩く姿は薔薇ばら乙女おとめ！　サイズと可か愛わいらしさは反比例というアイドル界の王道を、肩かたで風切り堂々闊かつ歩ぽ！　その愛くるしさの前に、男女問わず轟ごう沈ちんした四方都の生徒は数知れず！　その無む垢くな瞳ひとみに今こ宵よい宿るのは、野望ではなく乙女の夢だ！　エントリーナンバー六、四方都が生んだ非実在美少女、撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきぃっ！』

　ドンとひときわ大きく空くう砲ほうが鳴り、ゲートの根元からドライアイスの煙けむりが勢いよく吹ふき出る。

　もうもうと立ちこめる煙の向こうから、真咲が姿を現した。

　こういった場に慣れていないのか、おずおずと、とまどったようにゲートを潜くぐり段を降りる。

　その瞬間、万ばん雷らいの拍手と嵐あらしのような歓声が会場に爆ばく発はつ的に溢あふれた。

『可愛いぃっ！』『撃路崎さぁんっ！』『ちっちゃ！　でも可愛い、ちっちゃ可愛い！』『お嬢様ぁ！』『先せん輩ぱい、がんばってぇっ！』『おれの嫁よめ……がっ』『足細っ』『ちょ、あのウエスト反則だって！』『でも胸……げふっ』『こっち向いてぇ！』『あーん。うちの妹もあんだけ可か愛わいかったらなぁっ！』『もう優勝でいいって、優勝決定だって！』『きゃーっ』『わーっ』

　鼓こ膜まくをビリビリと震ふるわせる轟ごう音おんに、会場は元の熱を取り戻もどし、超こえる。

『お嬢じよう様さまぁっ、抱だいてっ！　抱いてくださぁいっ！』

『ちょ、ツ、ツヴァイさん、なんてことを言ってるんですかっ！』

[image: ]

『何を言ってるんですかっ！　アハト、貴方あなたもお嬢様付きの使用人でしょう！　だったらその奉ほう仕しの愛をここで発揮せずどこで発揮するというのですかっ！　それとも、貴方のお嬢様への気持ちは、その辺の有う象ぞう無む象ぞうの歓かん声せいにかき消されるような小さいものなのですか！』

『い、いや、それとこれとは別、っていうか、わ、わかりました、わかりましたから、そんな恐こわい目でこっちを睨にらまないでくださいよぅ、ほっぺたを引っぱらないでくださいよぅ』

『わかればよろしい、では、私に続いてください。お嬢様ぁっ、私のいやらしく濡ぬれそぼった○○○○に、お嬢様の熱くいきり立った○○○○を、突つき刺さしてくださぁい！』

『お嬢様ぁっ、わたしの……って、言えませんよこんなの！　だいたいお嬢様は女性です！』

『性別など○○○○と愛があれば埋うずめられます』

『うう……、そ、そうでした、狙そ撃げき班から不ふ穏おん分ぶん子しを六名、沈ちん黙もくさせたと報告がありました』

『わかりました。引き続き任務を続行してください。いくらこういった場とはいえ、お嬢様を貶おとしめたり度を超した発言は、お嬢様の身辺を預かる者として見過ごせませんからね』

『…………ツ、ツヴァイさんが一番危ないんじゃ』

『アハト。何か言いましたか？』

『い、いえ、何も言ってないですよぅ』




「…………なんて会話をしてんだ、あの人たちは」

　画面の中の節操のない会話に、さすがに臣おみ哉やも恥はずかしさと呆あきれを覚える。

　真ま咲さきに至っては、椅い子すの上に体育座りをし顔を膝ひざに押しつけ耳を手で塞ふさぎ遮しや断だんしてしまった。

　こうなってはやめたほうがいいかとも思ったが、見続けることにする。




　歓かん声せいと拍はく手しゆが収まるまでには、しばらくの時間が必要だった。

　それでもなお、散発的に発生する掛かけ声ごえはさすがに無視して、司会が再びマイクを取る。

　それを見て、今度こそ本当に、会場が静せい寂じやくに包まれる。

　その様子は、さながら王の登場を前に、膝をつき頭を垂たれる臣しん下かのそれに似ていた。

『か、歓声班と拍手班から、ヤジの使用許可申しん請せいがきていますけど』

『許可は出せないと言っておきなさい。それでも何か言ってくるようなら、今回の勝負にあたりお嬢じよう様さまは正々堂々としたものを望んでおり、貴方あなた方の要求はそのお嬢様の意思に著いちじるしく反するものだ、と付け加えてください。そこまでの説明を必要とする者はいないと思いますが』

『ラ、了解ラジャー』

　けして大きくないそんな声での会話も、その雰ふん囲い気きの中ではやたらと響ひびいて聞こえる。

　静けさに満ちた会場を満足げに一いち瞥べつした司会は、先ほどと同じように腕うでを振ふり上げた。

　しかし、その動作の端はし々ばし、声の隅すみ々ずみには、どこかチャンピオンを迎むかえるような雰囲気がある。

『もはやこの人は説明不要、いや、説明不可能！　四よ方も都つに入学して一年余、築き上げた伝説は星の数！　縦じゆう横おう無む尽じんに快かい刀とう乱らん麻ま、どんなときでも即そく断だん解決、皆みなの頼たよれるお姉さん！　美しさとは外見だけではないことの最終証明！　常にクールなポーカーフェイスに、勝利の女神の微ほほ笑えみは浮かぶのか！　エントリーナンバー七、究極集大成神話、殴おう社じや橋ばし瞠みは子しぃっ！』

　その名前がコールされるや否いなや、比ひ喩ゆではなくドンと会場が揺ゆれた。

　続いて巻き起こるのは津つ波なみのような怒ど濤とうの歓声。

　ビリビリと空気は震ふるえ、その熱ねつ狂きようぶりはサクラを仕込んだ真咲の比ではない。

　仮にヤジを飛ばしたところで、この中では波は紋もんすら浮かべられずに終わっただろう。

　そして恐おそろしいことに、その騒さわぎの熱はさらに上じよう昇しようしていく。

　煙けむりの向こうから、瞠子がその姿を現した瞬しゆん間かん、音は爆ばく音おんを孕はらみ、熱は灼しやく熱ねつを誇ほこる。

　殴社橋瞠子、堂々の出しゆつ陣じんである。

『えー、まことに残念ながら、エントリーナンバー一から五までの方は事前に棄き権けんの申しん請せいがありましたので、今回のコンテストはこのお二人で争っていただきます。なお、司会は私、〝お前の声ってちょっと渋しぶすぎるよな。本当に高校生？　どっちかっていうと、潜せん入にゆう作戦が得意な歴戦の兵士っぽい〟でおなじみ放送部部長がお送りします』




「…………誰だれだよクールなポーカーフェイスって。相変わらず外そと面づらは立派っていうか」

　モニターの向こうの盛り上がりを他人ひと事ごとのように眺ながめつつ、音量のボリュームを絞しぼる。

　あまりの大だい音おん声じように耐たえかねて、モニターのスピーカーは音割れを起こしていた。

「……私とあの女と、いったいなにが違ちがうんでしょう。やはり胸、胸ですか」

　自分の胸むな元もとを触さわり、その頼たよりなさにまた考え込んでいる真ま咲さき。

「だから、そんな単純な話じゃないって。だいたい、それを考えるのもこの検けん討とうの一部だろ」

「むう」




　参加者の自己紹しよう介かいも終わり、コンテストはさっそく第一審しん査さへと移っていた。

『それでは参りましょう、アイドルコンテスト第一審査は』

　お決まりのドラムロールが流れて、止まる。

『アイドルといえば歌って踊おどれるべっぴんさん！　というわけで、歌唱力対決ぅっ！』

　もう麻ま痺ひしてくるほどの歓かん声せいが、司会の言葉を盛り上げる。

『審査の内容は簡単、ステージ上でそれぞれの十八番おはこを一曲ずつ披ひ露ろうしてもらいます。曲はインストゥルメンタルでなければ洋楽邦ほう楽がくジャンルを問いません！　パフォーマンスも個人によるものならなんでもＯＫ！　思う存分、歌ってアピールしていただきましょう！』

　説明の間に、二人が出てきたゲートは回収され運ばれていく。

　代わりに背後の巨きよ大だいモニターの電源が入れられ、そこに二人のアップが映る。

　真咲の顔は、誰だれが見てもわかるほどにガチガチに固まっていた。

『お、お嬢じよう様さま、完全に緊きん張ちようしちゃってますね……』

『人前に立つ機会も多くそれなりにそつなくこなす術すべは心得てはいますが、元来そういうことは得意な性格ではありませんからね。ましてや今回は好こう奇きの視線を隠かくすことを知らない人間ばかりですから、いつもより緊張の度合いも高いのでしょう』

　その言葉のとおり、表情だけではなくその動きもギクシャクとしている。

　司会のアナウンスに従って歌うべくステージ中央に移動するが、自分の足を踏ふみそうだ。

『あ、あんな状態で、お嬢様、歌えるんですか？』

『コンテストに出ると決めてからは毎日のように練習していましたから、平素の状態なら問題はないでしょうが、この緊張状態だとどうでしょうかね。いきなり頭が真っ白になってしまう可能性も十分に考えられます』

『そ、それじゃ駄だ目めじゃないですか！』

『確かに、これが何かのオーディションだったならばそうでしょうけどね』

『な、なんですか、その意味ありげな台詞せりふ』

『見ていればわかりますよ』

『は、はあ』

　ステージ中央にたどり着くだけでも満まん身しん創そう痍いといった様子の真ま咲さきがなんとか定位置につく。

　黄色とオレンジを基調にした膝ひざ丈たけのアイドル然とした衣い装しようがスポットライトによく映はえる。

　真正面からぶつかる光の眩まぶしさに、頑がん張ばってくしゃみを堪こらえつつ。

　散々に練習した、始まりの決め台詞を。

『か、嚙かみました！』

『さすがお嬢じよう様さま、やりますね』

『や、やりますね、じゃないですよぅ、だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか、あれで』

　嚙みはしたものの、やり直しはきかない。

　これぞアイドル歌か謡ようの王道といった感じの、明るくリズミカルな曲が聞こえてくる。

　スタートした曲の前奏に、落ち込む間もなく真咲は慌あわててダンスを追いつかせる。

　失敗で緊きん張ちようの棘とげの刺ささりが深くなったのか、その踊おどりもどこかぎこちない。

　一いつ生しよう懸けん命めいさは伝わるものの、どうにも素人しろうと臭くささが残るものであった。

　しかし、声は力強く言い切る。

『大丈夫です。これは失敗ではありますが、失点ではありません』




「これ、このとき、絶対にスカートの中、見えてました……」

「終わったことを気にするなよ。どうせ見せパンなんだろ？　サービスサービス」

「は、穿はき忘れてたんですっ。だからあれは、本気マジパンだったんですっ」

「マジパンってあのケーキの上に載のってる人形を作る材料だよな」

「と、とにかく、もういいですっ、こんな惨さん憺たんたる有あり様さま、見直さなくてもわかってますっ」

「確かに、惨憺っていえば惨憺だけどな。でも、俺はこれが駄だ目めだったとは思ってない」

「どこがですか。これは完全に失敗です。声を嗄からしそうになるほど練習した歌も、筋肉痛になるほど叩たたき込んだ振ふりつけも、何一つとして満足いくものを発揮できませんでした」

「歌だけに限ればそうかもしれないけど、でも、審しん査さって点からすれば、これも正解だよ」

「言っている意味がわかりません」

「メイドさんが言ってるのと同じことだ。失敗だけれども、失点じゃない」

「やはり言っている意味がわかりません」

「いいか、アイドルっていうのは、歌手でもなけりゃダンサーでもないんだよ。確かに歌って踊れる必要はあるだろうけど、完かん璧ぺきに歌って完璧に踊れる必要はないんだ。それどころか、キャラによっては少しくらいおぼつかないほうが魅み力りよく的に映る場合もある。ドジっ娘こ枠わくとか」

「……なんだか釈しやく然ぜんとしないんですが。まるで自分の欠点を褒ほめそやされてるような思いです」

「実際、あばたもえくぼって感じだけどな。でも考えてもみろよ。このコンテストで姉さんは完かん璧ぺき超ちよう人じんのキャラ……っていうか外そと面づらなんだけど、とにかくそういうコンセプトできてるんだから、真ま咲さきさんが同じ方向を狙ねらったって仕方がないだろ。真咲さんには悪いけど、どちらがより完璧に歌と踊おどりをこなせるかっていったら、姉さんに軍配が上がるのは火を見るよりも明らかだ。勝ち目がないのがわかっていて、わざわざ同じ土俵に上がって正せい攻こう法ほうで挑いどむ理由もない。だから、この審しん査さでは真咲さんの失策は、ひとつもない。これが最善だったとすら言える」

　しかし、それを軽々と上行くのが殴おう社じや橋ばし瞠みは子しである。




　なんとか歌い終えた真咲が声せい援えんを背にほうほうの体ていで袖そでへと引っ込んでいく。

　主役がいなくなってもなお、残る声援の渦うずは、瞠子の登場によって、ピタリと止やんだ。

　黒くろ山やまの観客が、示し合わせたように、静せい寂じやくを選ぶ。

　同じくステージ中央、スタンドマイクの前に陣じん取どった瞠子は、おもむろに、歌い出す。

　アカペラで。

『…………これは、まずいですね』

『ま、まずいって、なにがです？』

『何もかもがですよ。あれだけ興奮していた観客が、彼女が歌い始めた瞬しゆん間かん、一発で静まりました。しかも選曲はお嬢じよう様さまのアップテンポとは対照的なスローテンポなバラード。本当ならお嬢様のパフォーマンスで興奮した熱を発散したいだろう観客が、おとなしく聞いているんですから、彼女の歌にはそれほどの威い力りよくがあるということです。純じゆん粋すいな歌唱力という点においては、向こうのほうに分ぶがあると言ってもいいでしょう。これはたとえお嬢様に緊きん張ちようがなかったとしても、残念ながら覆くつがえしようがありません。たぶんｆ分の一の揺ゆらぎとか持ってます、彼女』

『で、でも、どっちが派手かでいえばお嬢様のほうがパーッとしてて楽しかったっていうか』

　舞ぶ台たい上、真咲のときのようなモニターを使った派手な演出も舞台を広く使うダンスもない。

　スポットライトを月明かりのようにその身に落とした瞠子が小さな手ぶりをするのみである。

　地味といえば地味ではあるが、どこかその仕草は神に祈いのる聖女を思わせた。

『派手が好みか地味が好みかは個人の趣しゆ味みです。お嬢様方も、そこに勝機を見み出いだしたのでしょうが、これは相手の方が一いち枚まい上うわ手てでした。視覚効果をいっさい削そぎ落とした演出は、嫌いやがうえにも歌手本人に注意を向けさせます。さらにアカペラによって、観客は歌そのものに集中せざるをえない。おまけに本人にだけ目が向いているわけですから、小さな手ぶりでも全身を使ったダンスと同じだけの表現を発揮させることができる。もちろん土台に歌唱力がなければできない演出ですが、今回はこれがキチッと嚙かみ合って相乗効果を生み出しています。おそらく、自分の長所をよく理解したうえでのこの演出、歌うた姫ひめスタイルなのでしょう』

『そ、そんな、じゃあ、お嬢様は』

『…………会場の雰ふん囲い気きが、すべてを物語っています』

　観客からはため息の一つも上がらない。

　全員が全員、呼吸を忘れているのではないかというほどに、その意識は瞠みは子しにある。

　こうして、個々に結果は出さないものの、第一審しん査さの勝敗は静かなうちに決した。




「…………」

「…………」

　二人とも、押し黙だまる。

　臣おみ哉やはただただその迫はく力りよくに圧あつ倒とうされて。

　真ま咲さきに至っては。

「……っく、いい、歌です、絶望的な歌詞と悲ひ壮そう感溢あふれる曲が情じよう緒ちよたっぷりの歌い方とマッチしていて、心を揺ゆさぶってきます。悔くやしいですが、これは涙なみだを流さざるをえません…………」

　感動の涙をボロボロと零こぼしながら、敵であるはずの瞠子を褒ほめてしまっている。

　しかし、そのことを責める気にも突つつく気にもなれなかった。

　それほどまでに瞠子のパフォーマンスは飛び抜ぬけている。

　趣しゆ味み嗜し好こうの偏かたよりなど歯し牙がにもかけないその絶対性。

　ちくしょう、いつもカラオケのときは手ぇ抜いてやがるな、と悪態すらついてしまう。

「まあ、不利な戦いっていうのは最初からわかってたことだ……」

　慰なぐさめとも負け惜おしみともつかない呟つぶやきが、口を突ついて出る。

　いずれにしろ結果はすでに定まっているのだから、そこに意味はない。

　しかし、そうでもしなければ、このまま何もかも押し潰つぶされてしまいそうだった。

　自分で言い出したことながら、正直、見るのをここでやめてしまいたい。

　だが、それはできない。

　この敗北を、単なる惨ざん敗ぱいで終わらせるわけには、いかないのだ。

　どれだけ惨みじめで惨むごたらしい敗北だろうと、そこから学べるものはあるはずなのだから。

　覚かく悟ごを決めて、再び視線をモニターへと戻もどす。

「えっと、次はなんだっけ」

「は、はひ？　え、次は…………と、と、止めてくださいっ、次は、次だけは本当に、駄だ目めですっ、駄目なんですっ、あんな姿、衆しゆう目もくに晒さらしたというだけで穴に入ってしまいたいというのに、この上その姿を自分でも見なければならないというのはもう嫌いやがらせ以上ですっ」

「真咲さん、それでいいのか？」

　涙を拭ふくことも忘れて取り乱す真咲に、臣哉は諭さとすように語りかける。

「ここでこれを止めるってことは、過去の自分から逃にげ出すってことだぞ。確かに、真咲さんにとっては、この戦いは振ふり返りたくないほどの惨敗だったかもしれない。記き憶おくの奥底に封ふう印いんしてしまいたいくらいの屈くつ辱じよくかもしれない。もちろん、そう思うこともそこから逃げることも、誰だれに責められることではねぇさ。所しよ詮せん、どこまでいったって自分の問題は自分の問題だからな。外野にとやかく言われる筋合いも言う権利もねぇ。けど真ま咲さきさん。真咲さん自身は、それでいいのか？　そんな自分を許せるのか？　逃にげ出したという事実を抱かかえて、これからを戦えるのか？」

「っ」

　臣おみ哉やの説教と見せかけて実はあんまり中身のない話の外そと面づらに騙だまされて、真咲が止まる。

「俺の知ってる撃うつ路ろ崎さき真咲は、そんな人間じゃなかったはずだ。どれだけその身に傷を負おうとも、勝利のためには傷を負うことは恐おそれない人だったはずだ。そんな真咲さんだから、俺は惚ほれて、憧あこがれたんだ。だから、真咲さん。ここで逃げないでくれ。俺を幻げん滅めつさせるな、なんておこがましいことは言わない。ただどうか、自分にだけは、胸を張れるように生きてくれ」

「あ、貴方あなたは、そこまで考えて……」

　瞠みは子しの歌のせいで感受性が敏びん感かんになっていたせいもあるだろう。

　なんか簡単に説得されてしまった。

　どすんと椅い子すに腰こしを落ちつけるように座り直すと、モニターをキッと睨にらみつける。

「わかりました。逃げずに立ち向かいましょう。この先に、あの結末があろうとも」

　そして真咲は、すぐにその言葉を後こう悔かいする。




　会場に二人の姿はなかった。

　ステージ上には司会だけが残り、巧たくみな話術で場のテンションを保とうと努力している。

　しかし、さすがに主役がいないと場が締しまらず、観客の私語がざわざわと騒さわがしい。

『だ、第二審しん査さのために移動って言ってましたけど、どこに行っちゃったんでしょうね』

『貴方、事前に配布されたコンテストのプログラムを読んでいないのですか』

『そ、それが、読む前にガルガンチュアに食べられてしまいまして』

『あの黒ヤギですか。困ったものですね。ときに山羊やぎ汁じるという食べ物がありましてね』

『だ、だめですよ、ガルガンチュアもパンタグリュエルも食用じゃありません！』

『そうですか。飼い主が言うなら仕方がありません。ときに八や生ぎ汁というものが』

『な、ないですよ！　わたしは食用じゃありません！　恐こわいこと言わないでください！』

『そうですね。味わうにはまだ青い果実ですね。まあ、それがオツという意見もありますが』

『き、危機!?　なんかわたし、ピンチです！』

『冗じよう談だんですよ。私はお嬢じよう様さま一筋ですので、その辺の雑草には興味ありません』

『に、逃げて、お嬢様、逃げてください！』

『失礼ですね。私がことに及およぶ場合には、きちんと合意の上で都とも納なつ得とくがいく形で行います』

『そ、そういう問題じゃないですよぅ！』

『それに』

『そ、それに？』

『逃にがすわけないじゃないですか、私が』

『き、きゃぁあああああああああああああ！』

『アハト、アハト？　まったくこの程度で気を失うとは訓練が足りません。それと、これはからかっただけなんですから、そんな恐こわい顔で銃じゆう口こうをこちらに向けないでくれますか、ドライツェーン。さすがの私でもライフルの銃口を向けられては心穏おだやかでいられません。はい、そうです、わかればいいです。ふう…………おや、などとやっている間に、どうやら始まるようですね。ほら、アハト、起きなさい、起きないと、…………食べちゃいますよ』

『き、きゃぁあああああああああああああ！』




「ま、真ま咲さきさん、大だい丈じよう夫ぶか？　なんか、汗あせがすごいけど」

「だ、大丈夫です、私の貞てい操そうは、大丈夫です」

「貞操!?　いや、それを訊きいてるわけじゃないし聞かされても反応に困るし……」




『どうやら第二会場のほうの準備ができたようですね。それでは呼んでみましょう。第二会場の副部長？　そちらの様子を伝えてください』

　司会が呼びかけるとステージ上の巨きよ大だいモニターに女子生徒のアップが映る。

『はいはーい、こちら現場の〝なあ、その声で思いっきり見下した感じで、この愚ぐ民みんが！　腐くさって死ね！　って言ってくれない？　言ってください！　先に腐って死んでおきますから、罵ののしって、罵ってください！〟でおなじみの放送部副部長でーす。実じつ況きようはわたしがお送りしまーす』

　実に低いテンションの女子生徒はとても淡たん々たんと自己紹しよう介かいを終える。

　彼女が映った瞬しゆん間かん、わずかに会場が湧わいたところを見ると、それなりにファンがいるらしい。

『愚おろかでもいい！』『腐ります！』という叫さけびがポツポツと聞こえてきた。

『こ、この学校、大丈夫なんでしょうか……』

『えー、こちらは第二審しん査さの会場となっております、プールでーす』

　カメラが引くと、そこには水を満々とたたえたプールが陽光を受けてキラキラと輝かがやいている。

　そしてその水面のそこここには、ポリエチレン製の足場フロートがユラユラと波間を漂ただよっている。

　なんだあれ？　という疑問が浸しん透とうした頃ころを見計らい、司会の合図でドラムロールが鳴る。

『第二審査はぁっ、フロートプール往おう還かん勝負でぇすっ！』

　プール、という部分に何を期待したのか、主に野の太ぶとい歓かん喜きの声が上がる。

　その声を満足そうに受け取り、司会が滑なめらかに説明を始める。

『古来からの伝統にのっとりアイドルといえばプール！　というわけで、お二人にはこのフロートの浮いた五十メートルプールを一往復、つまり百メートルを渡っていただきたいと思います！　なお、フロートから何度落下しても構いませんが、その場合は落下したフロートから再スタートという形になります。ちなみにフロート表面には滑すべりやすいように特とく殊しゆな油が塗ぬってありますので、くれぐれも、くれぐれも、足を滑すべらせないように気をつけてください。もう一度言っておきましょう、くれぐれも足を滑らせて、ビジュアル的に大変なことにならないように！』

　司会の言葉どおり、フロートの表面はなにやら白く滑ぬめり輝かがやいている。

　なるほど転んだら大変なことになりそうだ、色々と。

『おかしいですね、プログラムには、ぬるぬるウナギプール対決とありますが……』

『プログラムにありましたぬるぬるウナギプール対決は超ちよう越えつ的上位存在の介かい入にゆうにより削さく除じよ訂てい正せいさせていただきました。楽しみにしていた方、まことに申し訳ありません』

『なら仕方がありませんね』

『な、なんですか、超越的上位存在って!?』

　答えは返ってこなかった。

『さて、それでは選手の入場でーす』

　盛り上がらないことこの上ない低調を背景に、真ま咲さきと瞠みは子し、二人がプールに姿を現す。

　先頭を歩くのは当然、瞠子。

　水着であることをまったく気にもせず、まるで服を着ているかのように自然にその姿を晒さらす。

　出るとこは出て引っ込むところは引っ込んでいる以上に見事なその肢し体たいを目まの当あたりにして。

　男子生徒からは『おぉ』というどよめきが、女子生徒からは『はぁ』というため息が漏もれる。

　その反応は、美しい女性に向けられるものではなく、美しい彫ちよう像ぞうに向けられるものだ。

　それほどのものを、瞠子は惜おしげもなく晒していた。

　一方、威い風ふう堂どう々どうの彼女の後ろに隠かくれるように出てくるのは、真咲。

　バスタオルで覆おおった上半身を恥はずかしげに縮こまらせ、重い足取りで出てくる。

　第一審しん査さに続いてますます出場したことを後こう悔かいしているようだった。

　それでも宿敵を前に奮起せざるをえないのか、やけくそ気味にバスタオルを投げ捨てる。

　引っ込むところは引っ込み出るところも引っ込んでいるそのスレンダーな体つきに。

　男子生徒からは『ふむ』という納なつ得とくの、女子生徒からは『きゃー』という黄色い声が上がる。

　その反応は、美しい少女に向けられるものではなく、可か愛わいらしい人形に向けられるものだ。

　第二会場のほうには観客の反応は伝わっていないようだが、予想はできるのだろう。

　羞しゆう恥ちと憤ふん怒ぬであからさまに顔色を真っ赤にし隣となりの瞠子を睨にらむ真咲がいた。

　もちろん瞠子はそんな敵意など気にもかけない。

　悠ゆう然ぜんと、しなやかに、顔色一つ変えず王者の貫かん録ろくで、スタート位置につく。

　それに負けじと真咲も同じくスタート位置につく。

　それを確かく認にんした実じつ況きようが、高々とその手に合図用の空くう砲ほうを掲かかげて。

『位置について、よーい』

　パンッ。

　号ごう砲ほうと同時、真ま咲さきが勢いよく最初のフロートに向かって一歩目を踏ふみ出す。

　瞠みは子しより数すう瞬しゆん、先んじたその足は、フロートの表面にいち早く接地して。

　つるりと、勢いそのままに、滑すべった。

　真咲がその顔に驚おどろきを浮かべる暇ひまもあらばこそ。

　バランスを崩くずし尻しりもちをつき、フロートから滑り落とされてあっと言う間にプールの中へ。

『あっと、撃うつ路ろ崎さき選手、早くも沈ちん没ぼつです。ここはいち早くコースに戻もどりたいところですが……』

　上がってくるのを待つ間を実じつ況きようが開けるが、なかなかその先を続けることができない。

　波立つ水面には、コポリとも空気の泡あわは浮かばず、波は紋もんすら現れない。

　その不気味な静せい寂じやくに喘あえぐように、恐おそる恐ると声が尋たずねる。

『あ、あの、今、思い出したんですけど』

『なんですか？』

『そ、その、お嬢じよう様さまって、泳げ、ましたっけ』

『泳げませんよ。浮きませんし。俗にいうカナヅチですね』

『…………っ、って、大変じゃないですか！　これ、溺おぼれちゃってるんじゃないですか!?』

『落ちつきなさい、アハト。大だい丈じよう夫ぶです』

『だ、大丈夫って、どうしてそんなに落ちついてられるんですか、浮かんでこないんですよ！』

『あのプール、フロートが邪じや魔ましてわかりにくいですが、ものすごく浅いんです』

『あ、浅い？』

『そうです。よくスイミングスクールに子ども用に底を上げるための台があるでしょう。それをお嬢様のコースには一面敷しかせてもらいました。実質、水かさはお嬢様の胸よりも低いですよ。なかなか顔を出さないのも呼吸をしてないのも、いきなり落っこちてびっくりしているからでしょう。苦しくなれば嫌いやでも出てきますよ。だいたい、泳げないことがわかっていながら水上競技に参加させるわけがないでしょう。事前に万全を尽つくすのは主あるじに仕える者として当然です。万が一、本当にお嬢様が溺れそうになったとしても、傍そばにはライフセイバーも医者も待機していることですし、そう大事には至りません。パーフェクトプランです』

『ツ、ツヴァイさんがそう言うなら、大丈夫なんでしょうけど……』

　なおも心配そうな声で呟つぶやかれるが、その声はすぐに観客の歓かん声せいで潰つぶされる。

『おーっと、浮いてこない撃路崎選手を尻しり目めに、殴おう社じや橋ばし選手がようやくスタートしました。慌あわてず騒さわがず、丁てい寧ねいに慎しん重ちように、一歩目をフロートの上に……乗せます』

　真咲という犠ぎ牲せい者を目まの当あたりにしているため、観客はそこでグッと緊きん張ちようで唾つばを飲み込む。

　まるで、月面着陸の小さくても大きな一歩を見守るようだ。

　しかし、もはや言うまでもなく、瞠子にそんな心配は無用である。

　畳たたみでも相手にするように平然と、フロートに着地する。

　そして、そのままスタスタと、ゆっくりとではあるがバランスを崩くずすことなく歩き出す。

『た、体幹が鍛きたえられてるんですかね、それとも足首の柔じゆう軟なん性せいがすごいんでしょうか』

『どっちもでしょう。それにしても見事ですね。以前調査した限りでは武術や格かく闘とう技ぎの経験もなければ、特定のスポーツの訓練もしていないはずですが、先天的なものか、あるいは実生活で鍛え上げられたものか。これも、どっちもですか。まったく、惜おしい人材です。お嬢じよう様さまとの因いん縁ねんがなければ是ぜが非ひでもスカウトしたいほどの光り輝かがやく原石です』

　などと、敵ながら天あつ晴ぱれと感心していると、真ま咲さきのコースの水面が盛り上がる。

　ザパァンと水面を突つき破り波なみ飛沫しぶきを撒まき散らしながら、真咲が顔を突き上げる。

『あ、あ、お嬢様、です、ツヴァイさん、お嬢様ですよぅ！』

『見ればわかりますからそう興奮しないでください、みっともない』

『ツ、ツヴァイさんにはあんまり言われたくないです……』

　全身をしとどに濡ぬらした真咲が、肩かたでぜいぜいと息をしながら最初のフロートに手をかける。

　しかし一度水につかった体は余計油に馴な染じまず、なかなか上がることができない。

　指をかけ手をつき肘ひじを張りつかせ、それでも叶かなわず、ついにはジャンプして飛び乗る。

　すると今度はその勢いが邪じや魔まをして盛大にフロートを揺ゆらし振ふり落とされて水中へ逆ぎやく戻もどり。

　もとより運動神経が良いわけではないから、リスタートするにも悪戦苦く闘とうしてしまう。

　それでもなんとか意地と闘志を力の限りに、フロートを這はい上がる。

　ようやく元に戻った頃ころには、顔に肘に太ももにと白い油が点々と付いてしまっていた。

『う、うわ、ぬるぬるして気持ち悪そうですね……』

『いいですね、実にいいですね。白はく濁だくした液体に穢けがされたお嬢様。はふぅ、眼がん福ぷく眼福』

『あ、あの、ツヴァイさん、よだれ』

『失礼。うっかり心の汗あせが』

『こ、心の汗は涙なみだですよぅ』

　同どう僚りようのよからぬ気配にびくびくと怯おびえる声をよそに、本人は声を張り主あるじを応おう援えんする。

　その届かぬ声援を背に、真咲は孤こ軍ぐん奮闘、フロートを渡わたる。

　自身のバランス感覚に頼たよれない以上、安定を求めるには足の二つでは到とう底てい足りない。

　自然、その場に両手もつき四つん這いになるのが最も安定の形になる。

　水着姿で、四つん這いの、美少女。

　その三題噺ばなしに会場はにわかにピンク色の盛り上がりを見せ始める。

　加えて不自然な体勢で動こうとするから、水着の肩紐ひもがずり落ちそうになったりする。

　まとわりついた油がそれに拍はく車しやをかけて、ぬるぬるじりじりと水着が重力に引かれていく。

　凹おう凸とつのない滑なめらかな体は容易にずり落ちた末の隙すき間まを見通させる。

　目をこらせばどうにか、といった位置まで来たところで、気がついた真咲が慌あわてて押さえた。

　急に四脚きやくを三脚にするものだから、またバランスを崩くずし水中に没ぼつする。

　そうしてまた振り出しに戻り、真ま咲さきは最初のフロートによじ登る羽目になった。

　その様子をハラハラと見守る声とワクワクと見守る声が交差する。

『あ、ああ、危ない、もっと重心を下げて、亀かめのように低い姿勢でないと落ちちゃいます！』

『もっと、もっと頭下げてお尻しりを上げて、女め豹ひようのようにいかないと駄だ目めですお嬢じよう様さま！』

『ま、また何言ってるんですかっ……って、ツヴァイさん、それはなんですか!?』

『何って、小型液えき晶しようモニターですが』

『そ、それはわかってます、そのモニターに映っているものがなんなんですかってことです！』

　手にしているらしいモニターが、にゅっと画面の中に映り込む。

　小型という割には大きなＡ４判ほどのサイズのモニターである。

　カメラ越ごしでもわかる発色も鮮あざやかな画面に映っていたのは、肌はだ色だった。

　四分割された画面のそれぞれに、人の胸むな元もとやら尻やらが大写しになっている。

　その人とはもちろん。

『お嬢様の水着姿です』
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「奥おう義ぎ」

「ま、真ま咲さきさんストップ、ストップ！　前言撤てつ回かいが早すぎる！」

「止めないでくださいっ、このような代しろ物もの、この世界に存在させるわけにはいきませんっ」

　裸はだかを盗とう撮さつでもされたかのような騒さわぎようだが、真ま咲さきにしてみれば同じことだろう。

　突つき出した拳こぶしに、目に見えぬ力が充じゆう溢いつしていくのを肌はだで感じた臣おみ哉やはさらに懸けん命めいに諌いさめる。

「気持ちはわかる、わかるけど、そんなのかましたらデッキごと真っ二つになる気がする！」

「この記録を消しよう滅めつさせられるなら、たとえこの身を犠ぎ牲せいにしても構いませんっ」

「なにその旧勇者的魔ま王おう打だ倒とう法！　待って、その距きよ離りはヤバい！」

「ちぇすとぉっ！」

「ああ、やっちゃった………………、って、う、噓うそだろ!?　む、無傷!?」

「は、弾はじかれたというんですかっ？」




『こ、こんなもの撮とっても、どうせお嬢じよう様さまに見つかったら壊こわされますよ！』

『その点ぬかりはありません。無線の電波はズィーベンのＨＤにも送信していますし、記録自体はこの録画も含ふくめてすべて破は壊かいされないよう念で強度を強化しますし、再生した場合は再生した機器も一いつ緒しよに強化されるようにもします』




「ジンさん!?　ジン=フリークスさん!?」

「こ、小こ癪しやくなっ。しかし、私の奥おう義ぎは百八式までありますっ」




『一応、強化は千二百層まで施ほどこすつもりですから、たとえお嬢様が奥義を百八式、さらに封ふう印いんされた裏百式まで撃うったとしても、ヒビを入れるにもだいたい百年ほどかかります。それと、上書き防止のために設定されたデッキ以外では再生以外の操作を受け付けないようにもします』

『……い、いつもながら、無む駄だなことに全力ですね』

『なにが無駄なことですか。主あるじの一挙手一投足を記録し後世に伝えたいというのは、主にお仕えする者の当然の務め、いえ義務ではないですか』

『す、少なくとも、あれはいらないんじゃないでしょうか……』

『何を言ってるんです。あれを撮らないということは、野球でいうと逆転満まん塁るいホームランの瞬しゆん間かんを撮らないのと同じですよ。ミステリーでいえば解答編を書かないようなもの。あれこそが今回の審しん査さにおいてお嬢様を勝利に導く鍵かぎです』

『あ、あんなのが、どうして勝ちに繫つながるんですかぁ。ほら、見てください、もう向こうはゴールしちゃいますよ』

　声の示すとおり、瞠みは子しは五十メートルを折り返しており、残すところ十メートルもない。

　途と中ちゆうで普ふ通つうに歩くことに飽あきたのか、片手で逆立ちをし手首の力のみで移動している。

　まだ二十五メートルにも届いていない真咲は、それこそ逆立ちしても追いつくすべはない。

『そうですね。彼女は先にゴールするでしょう。しかし、それが何だというのです？』

『な、何だとって、先にゴールされたら負けじゃないですか！』

『確かに、五十メートルのプールを往復してもらう勝負とは言っていましたが、五十メートルを先に往復したほうが勝ち、とは誰だれも言っていませんよ』

『そ、そう言われればそうだったかもしれませんけど…………そ、それでも、あれがそんなに重要なものだとは思えませんよぅ。だいたい、それなら何が審しん査さの基準だっていうんですか』

『そんなもの、最初からわかりきってるではないですか。これはアイドルの審査ですよ』

『そ、それがわからないんですよぅ』




「そうか、そういうこと…………うおぁっ！　なにナチュラルに俺の目を潰つぶそうとしてんだ！」

「し、仕方がないんです、止めることも取り出すことも叶かなわないんですから、これしか手はありませんっ。大だい丈じよう夫ぶです、目は、後で撃うつ路ろ崎さきの全力でもって治ち療りようしますからっ」

「治せばいいって問題じゃねぇ！　目め隠かくしをするとか、もっと穏おん便びんに済ます方法があんだろ！」

「そ、その手がありましたか。では早さつ急きゆうに目をつぶってくださいっ」

「わかった、わかったから、目の前で指をこれ見よがしに振ふらないでくれ！」

「これは牽けん制せいです。貴方あなたが少しでも目を開いたら、即そく座ざに私の指が撃うち貫ぬくのみっ」

「恐こわっ！」

「それで、何がそういうことなんですか」

「……そんな無理矢理、何事もなかったかのように話を戻もどさなくても」

「何もありませんでした。何も、ありませんでした。何も、ありません、でした」

「まあ、俺の目が潰されないならそれでいいけど……。あー、なんだ。俺がそういうことかって言ったのは、この審査で、何がより大きく観客の心を動かすのか、わかったって意味さ」

「何が、といっても、それは人それぞれではないですか？」

「うん、それはそうなんだけど、このシチュエーションにおいてアイドルに求められるもの、そしてより効果的に働くものがある。真咲さんを勝利に導く鍵かぎってのは、それのことだ」

「言っている意味がわかりません」

「つまりは、だ」




『エロ、ですよ』

『は、はい？』

『もう少しオブラートに包むのなら、お色気、といったところでしょうかね。アイドルにプール、水着とくれば、それを望まれるのは当然のこと。もちろん必要以上の肌はだの露ろ出しゆつなど、あからさまなのはアウトですよ。アイドルはあくまでもアイドル、健全で清純なイメージを保持しなくてはいけませんからね。際きわどくけれども危あやういというギリギリのラインで発揮する艶あでこそ、唯ゆい一いつアイドルのみが持ちうる最大にして最強の武器、絶対領域なのです。その意味では、お嬢じよう様さまの七しち転てん八ばつ倒とうはいい感じに男子生徒の目は釘くぎ付づけ、下半身は鷲わし摑づかみです』

『そ、そうですか？　でも、たとえそうだとしても女の子には通用しないんじゃ……』

『心配無用です。今回のコンテストに投票する権利を持っている人数は、男子生徒のほうが多いですから、男性票の大半を握にぎることができれば勝利に大きく近づきます。それに、女性票だって皆かい無むということはありません。人間、誰だれかが一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばっている姿というものは、それだけで好感を覚えるものですからね。ましてやお嬢じよう様さまの外見はその一生懸命さが強調される体型ですから、応おう援えんしたくなるのが道理というものでしょう』

　それを裏付けるように、周囲からは暖かい応援の声が飛んでいる。

　その声は野火のようにあっという間に拡かく大だいし、ついには会場中を包み込む。

『確かに、完かん璧ぺきな人間というものは見み惚とれてしまうほどの素す晴ばらしさはありますが、それがアイドルらしさに繫つながるかといえば、そういうわけではありません。根がそういう本質である以上、完璧さをもってしか戦う術すべがなかったのでしょうが、今回ばかりはその完璧さが裏目にでましたね。完璧であることが無敵でも最強でもないことを、思い知るといいです』




「って、ことだよ」

「わ、私は、あのとき、そんな目で見られていたんですかっ？」

「い、いや、さすがにメイドさんが言うような目で見ていた人は少ないと思うぞ、たぶん」

　そこのところは画面内の盛り上がりを見る限り、ちょっと自信はない臣おみ哉やであった。

「それでも少しはいるかもしれないってことですよねっ」

「で、でも、ほら、そのおかげで姉さんに一いつ矢し報むくいることができてるんだから、結果オーライといえばオーライだろ？　いや、この場合は怪け我がの功名っていうのか？」

「そう言われるとそうかもしれませんが……」

　渋しぶ々しぶと納なつ得とくしかけたような真ま咲さきの呟つぶやきが、不意に画面から聞こえてきたどよめきに消える。

　先ほどまでの熱いながらも和なごやかだった歓かん声せいはどよもす声になり、中には悲鳴まで聞こえた。

「な、なんか雰ふん囲い気きが変わったんだが、いったい何が起こったんだ？」

　その急な変化を、まぶたを閉じたままの臣哉は見てとることができない。

　臣哉の戸と惑まどいに答えるというよりは思わず零こぼれたような反応が、その解となった。

「み、水着が…………あの女の水着の、肩かた紐ひもが、外れ、ました」




『おおっとぉ、これは、まさかのポロリだー。殴おう社じや橋ばし選手の胸を慎つつましやかに守っていたささやかな布地が、今、外れてしまったー。その下に押し込められていた豊ほう満まんなふくらみが、圧政に苦しむ人民の革命後の姿のように、束そく縛ばくから解き放たれ自由を謳おう歌かしております。たぷたぷしています、ぽよぽよしています、重力も無視しニュートンを嘲あざ笑わらうようなその動きは、もはや別生物のようです。これは危ない、不自然なカメラワークとなぜか急に吹ふき始めた風に舞まう木の葉のせいですんでのところでスンどめですが、しかしこれは男子生徒諸君大興奮。女子生徒の冷たい視線を気にしつつも、目がそちらに向かっていくのを禁じえない』

『ありえない、ありえないです、完かん璧ぺきキャラが、水着の紐ひもが緩ゆるんでポロリなど、どんなラブコメ的奇き跡せきが起きれば発生するんですか！　それともこれも計算の内だというのですか!?』

『い、いや、それはいくらなんでもないですよぅ。ほら、ご本人も完全に予想外みたいじゃないですかぁ』

『このアクシデントにはさすがの殴おう社じや橋ばし選手も慌あわてています。水の底に沈しずんでしまった水着の上の代わりを探しますが、見つかりません。さあ、どうするのでしょうか……あーっと、これは手ブラ、手ブラです。自らの両手で左右それぞれの胸を覆おおい隠かくしています。これはなんとも扇せん情じよう的な光景です。見えていないのになんともエロチックです。殴社橋選手もそのことを十分に自覚しているのでしょう、ご覧ください、表情こそいつもと変わりはありませんが、その頰ほおはわずかに赤く染まっております。恥はずかしがっています、あの無敵生徒会長、鉄血処女と謳うたわれる殴社橋選手が、羞しゆう恥ちに頰ほおを染めております』

『シット！　やられました！』

『ど、どうしたんですか急に』

『とんでもない逆転の一手ですよこれは！　同じエロの使い方でも、こちらのほうが何倍も上うわ手てです！　普ふ段だんはクールビューティーで通している完璧人間が、ふとしたときに見せる隙すき！　しかもそれが羞恥にまつわるものとくれば、そのギャップから生まれる破は壊かい力はただのエロとは比べ物になりません！　鬼おにに金かな棒ぼう、ＧＰ02にアトミックバズーカ、お嬢じよう様さまに有名絵師！　これが計算だとしたらもはや智ち将しようを通り越して悪あく魔まの頭脳！　偶ぐう然ぜんだとしたらＮＥＸＴＬＥＶＥＬの選ばれし者、この世界は彼女を中心に回っていると言ってもいいでしょう！』

『い、言いすぎですよ！』

『この声を聞いても、まだそれが言えますか!?』

　会場の歓かん声せいの勢力図は、すっかり塗ぬり替かえられてしまっていた。

　先ほどまで圧あつ倒とう的だった真ま咲さきへの応おう援えんは、ほとんどが両者を応援するものへと変わっている。

　会場の総熱量こそ際限なく上じよう昇しようしてはいたが、そこに区別は存在しない。

　真咲が骨身を削けずり捻ひねり出した優位も、瞬またたく間に均ならされ、結果的には瞠みは子しを利する形となる。

　その現実を前に、反論も反はん駁ぱくも飲み込むことを余よ儀ぎなくされる。

『殴社橋瞠子…………恐おそろしい子！』

『そ、そういう解説を延々付け加えるツヴァイさんも別の意味で恐ろしいです……』




「おい、なにやってんだよ姉さん、大だい丈じよう夫ぶなのか、って、目、目の前、ズバッと来た！」

「言いましたよね、許可なく目を開けたら撃うち貫ぬくと。これは警けい告こくですが、次はありません」

「いや、今、風圧だけでちょっと目が痛かったんだけど！」

「威い嚇かくです。まったく、油断も隙すきもありません。そんなにあの女のものが見たいんですか」

「は!?　いや、それ勘かん違ちがいっていうか、そんなもん見て何が楽しいんだよ」

「そのわりには随ずい分ぶんと反応が早かったようですが」

「それは姉さんを心配してだよ。あんなことになってんなら、弟としては当然だろ」

「心配？　そんなもの、あの女に必要なんですか」

「あのなぁ。姉さんだって一応、年とし頃ごろの女の子だぜ。絶対無敵だの熱血最強だの元気爆ばく発はつだの言われてるし、実際、俺もそのとおりだと思うけど、ロボットじゃないんだから、人前で水着が脱ぬげるなんてことになれば、落ち込みの一つだってするさ。そういう面じゃ、俺は姉さんに心配させられっぱなしだよ。なまじ外見が頑がん強きようなせいで中身まで同じだと思われがちだからな。いや、それも大部分はそのとおりなんだけど。それでもやっぱり人間だし、何も感じないわけでも傷がつかないわけでもないんだよ。…………ああ、そうか、だから最後の審しん査さの前に控ひかえ室しつに顔を出したとき、バツの悪そうな顔をしてたんだな」

「だとしても、それはもう終わったことじゃないですか」

「それはそうなんだけど、反射みたいなもんでつい」

「…………だいたい、私の心配をせずに敵であるあの女の心配をするとはどういう料簡ですか」

「心配って、真咲さんのほうは心配するようなことだったか？」

「なっ、貴方あなたは私の何を見ていたんですかっ」

「真咲さんに見るなって言われたからほとんど何も見てなかった」

「そ、それでも、空気で伝わるでしょうっ」

「真咲さんが隣となりで身み悶もだえする空気なら十分伝わったけど」

「身悶えではありませんっ。不ふ甲が斐いない自分に対する憤ふん怒ぬの震ふるえですっ」

「どっちでもいいけど。で、真咲さんのほうも何か危機的状じよう況きように陥おちいってたのか？」

「ずっと、プールから上がるまでずっと危機的状況でしたっ」

「ずっと危機的って…………ひょっとして、真咲さんも水着が？」

「脱げてませんっ」

「じゃあ何が危機的状況だったんだよ」

「い、色々とですっ。まさに水面下で水と油と水着が三みつ巴どもえで死し闘とうを繰くり広げていたんですっ」

　屈くつ辱じよく、といった様子で顔を真っ赤にしながら力説されてはそれ以上を詳くわしくは訊きけない。

　たぶん危あやうく脱げかかったりしていたのだろう。

「それだけの思いをしたというのに、結局のところあの女にすべて搔かっ攫さらわれるし、おまけにどこかの誰だれかは私の心配よりも敵の心配をする始末ですし、踏ふんだり蹴けったりです」

「悪かった。俺が悪かったから、そんなに興奮すんなよ。もう終わったことなんだし」

「貴方にそれを言われるのも釈しやく然ぜんとしませんが…………ここでこれ以上、何を言ったところで意味はないというのはそうですね。あの女も同じような辱はずかしめを受けたという事実をもって溜りゆう飲いんを下げるとしましょう。敵とはいえ、他人の不幸を喜ぶのはなんとも浅ましい限りですが」

「まあ、そのくらいは大目に見てもらえばいいんじゃねぇの、姉さんだし。それでさ、そろそろ俺、目、開けてもいいか？　どうやら第二審しん査さのほうも終わったみたいだし」

「え、あ、はい、もういいです」

　許しを得て目を開ける。

　二人があれこれと言い合っている間に、第二審査は終わり最終審査へと移っていた。

　まだ記き憶おくに新しいその光景に、ピタリと臣おみ哉やは止まり。

「な、なあ、もうここらへんでいいんじゃないか、これを見るのは」

「急に何を言い出すんですか。ここまで来たなら最後まで見るべきでしょう。それに、実を言うと最終審査は自分のことで手いっぱいであの女のほうはまったく見ていないんです」

「だったらなおさら、見ないでおいたほうが、どちらにとってもいいことというか……」

「貴方あなたが何を言いたいのかはよくわかりませんが、どうも私に見せたくない何かがあるということはよくわかりました。しかし、それが何であれ、貴方の言うことはちょっとずるいです」

「ずるいって何が」

「……貴方は嫌いやがる私に無理矢理見せ続けたじゃないですか。それが、自分に都合が悪いものが映ってるからといって見るのをやめるのをずるいと言わずに何をずるいと言うんですか」

「それを言われると反論できないけど、でも真ま咲さきさんだってこの録画自体、それほど見たいわけじゃないだろ。ほら、二人の利害が一いつ致ちしてるんだから、ずるいのずるくないのの話は後回しにして、ここは仲良く見るのをやめるというのが二人とも幸せになれる方法だと思う」

「目先の利益をぶら下げて自分のずるさをうやむやにしようなんて、ますますずるいです。だいたい、ボタン操作が利きかないというのにどうやって止めるというんですか」

「や、それは簡単だろ。モニターとデッキを繫つないでるケーブル抜ぬけばいい」

「………………なんで、その方法があるとわかっていながら、さっきは言わなかったんですか」

「それは、……ほら、だから、途と中ちゆうで見るのを止めるのは逃にげ出すことだし」

「でしたら、最後まで見ましょう」

「えぇっ!?　ちょ、たんまたんま！」

「聞く耳持ちません。偉えらそうに説教をしてくれたんですからその責任は取ってもらいます」

「自分の首を絞しめてるから！」

「毒を食らわば皿まで、毒を盛った相手ごと、です」

「真咲さん、それ、完全に泥どろ仕じ合あいだって！」

「うるさいです、私だけが恥はずかしい目に遭あうなんて、どう考えても不公平ですっ」

「もはや目的がすっかり変わって、おぐっ、今、目に指、掠かすった！」

「黙だまって座ってください」

「恐こわっ、なんかもう目とかどっしり据すわってるんだけど！」

「私が味わった屈くつ辱じよくを貴方あなたも味わうといいですっ」

「台詞せりふがもはやラスボス！」




『それでは休きゆう憩けい時間を挟はさんだところで、最終審しん査さに参りましょう！』

　数時間経たってもいっこうにテンションの落ちない司会が景気よく告げる。

　それと同時に今までステージを照らしていたライトが一いつ斉せいに落ち、辺りが暗くなる。

　夕ゆう闇やみに包まれたステージ上には二条、光が落ち、真ま咲さきと瞠みは子しをくっきりと映し出していた。

　二人ともとっくに水着姿ではなく、ドレス姿である。

『ほ、ほあ、お嬢じよう様さま、可か愛わいいです』

『当然です。誰だれが設計開発に携たずさわったドレスだと思っているんですか。お嬢様を最大限に輝かがやかせるためのオンリーワンナンバーワンモデルですよ。それに、今回はなかなかに強力な助すけっ人とも参加してくれましたからね。というか裁さい縫ほう部分に関してはほとんど任せてしまったわけですが、間ま違ちがいはなかったようです。けっこう無茶な注文をしたのですが、見事にまとまってます』

『す、助っ人って、前にお嬢様と地下シェルターに迷い込まれた方ですよね。お嬢様の同志とか仲間とか言ってた、今、お嬢様が戦っていらっしゃる方の弟の』

『そうですよ。そういえば貴方あなたはあの一度しか顔を合わせていないんでしたっけ。あれから彼、けっこう撃うつ路ろ崎さきの家に来られてますよ。カレーを振ふる舞まわれたこともありましたね。あれはフュンフにも再現できない絶品でした。ズィーベンもときどきオンラインゲームでクエストをご一いつ緒しよしていると言ってましたし、ドライも解かい剖ぼうしたいと熱を上げていましたし。他ほかのメンバーもだいたい面識がありますね。あの人見知りの激しいモルゲンとタークとナハトもけっこう懐なついているようです。ドライツェーンは、あまり好ましく思っていないようですけどね。でも、あの姉にしてこの弟あり、というものなのかもしれませんが、どうにも魅み力りよくがあるといいますか、色々と興味深くて面おも白しろい方ですよ。貴方も機会があれば交流を持ってみるといいです』




「……随ずい分ぶんとうちの使用人たちとは仲が良いようですね」

「まあ、メイドさんたちいい人だから……って、あの、なんでそんなジト目？」

「特に他意はありません」

「じゃあ本意はなに？」

「そんなもの、知りません」




『は、はぁ。あの人があのドレスを……凄すごいですねぇ』

『そうそう、お嬢様の敵の彼女のドレスも彼の作品らしいですよ』

『は、はい!?　じゃ、じゃあ、二着作ったってことですか!?　はぁ……つくづく見かけによらないものですねぇ。わたしにはドレスの一着どころかエプロンだって無理ですよぅ』

『貴方あなたは精しよう進じんが足りないだけです』




「……初耳ですね。そうですか、あの女のドレスも貴方が」

「そんなに睨にらむなよ、黙だまってたのは悪かったけどさ」

「睨んでいませんし、ましてや怒おこってなどいません」

「だって明らかに顔、恐こえぇもん！」

「私はいたって平静です。そう見えるというなら、それは貴方の心に問題があるんです」

「うう、仕方ないだろ、下手に断ると変に勘かんぐられて、勘づかれると思ったからさ」

「別に言い訳など求めていませんが、そういう事情なら納なつ得とくしないこともありません。ただ」

「た、ただ？」

「……なんでもありません」

「さっきからなんか気になるんだけど……」

「なんでもありませんっ」

「やっぱ恐こわい！」




『つ、次は何をするんですか？』

『さあ。最終審しん査さに関してはプログラムにも書かれていませんでした。色々と探さぐってみたんですけれど、わかりませんでしたしね。ただ、人の流れや物の流れ、金の流れがまったくないところから見ると、大がかりなものでないものであることはわかります。いずれにしても、見ていればわかることですし、何かあったときのために我々が待機しているんですよ』

　そして、すぐにその疑問は解消される。

『アイドルといえば演技力！　実際がどうだろうと中の人がなんだろうと、うまく猫ねこを被かぶって表面上の可か愛わいらしさを振ふり撒まき、できちゃった引退するその一秒前までファンから少しでも多く金を絞しぼり取り毟むしり取ることこそが至上命題！　そしてそれを可能にする演技力こそがアイドルに求められる究極の力！　僕を騙だましてたんだなぁっ！　わかっているけどド畜ちく生しよう！　というわけで、最終審査は、キャッチキャッチハートキャッチ！　ハートキャッチ仮想告白審査ぁ！』

『……な、なにか、途と中ちゆうものすごい偏へん見けんが入ってる気がしましたけど』

『偏見というより経験かもしれませんね。なにか嫌いやなことでもあったんでしょう』

『ど、どっちにしてもあんまり対決内容とは関係ないです』

　という冷静な声の人間は少なく、上がり続けたボルテージの中で人は熱ねつ狂きようするのみである。

『審しん査さ内容は簡単、お二人にはそれぞれ、架か空くうの人間を相手に告白をしてもらおうと思います。もちろんアイドルですから本気の告白は必要ありません！　いかに本当っぽい告白をして、観客をドキッとさせられるか、その心を鷲わし摑づかみにできるか、それだけを競きそってもらいます！　シチュエーション、相手との関係性その他は自由！　好きにやっちゃってください！』

　最終対決というにはあまりにもシンプルで地味な内容ながら、それでも観客は沸わく。

『こ、告白!?　告白って、そんなのお嬢じよう様さま、耐たえられるんですか!?』

『単に媚こびを売ればいいだけの話なんですが、お嬢様はそういうのは苦手ですからね。ほら、見てください、あの顔。もうかなりテンパっているのが、この位置からでもわかりますよ』

『う、うわ、本当です、今にも卒そつ倒とうしそうな顔してます』

『信じることです。我々のお嬢様は、この程度でやられるような柔やわな人間じゃありません』

　神しん妙みような声の二人をよそに、ステージ上ではくじ引きが行われ先せん攻こう後攻が決められていた。

　先攻は瞠みは子し、後攻は真ま咲さき。

　どちらも異存はない、というか真咲は動どう揺ようのあまり司会の言葉は耳に入ってない。

『それではさっそく審査のほうにいきたいと思いま……はい？　なんですか殴おう社じや橋ばし選手』

　次に移ろうとしているなか、唐とう突とつに瞠子が挙手をし、何事か口にする。

『はあ、はあはあ。仮にも演技とはいえ、相手がいないのではやりにくいと。ではスタッフの中から適当に誰だれか出して相手役としましょうか。え、相手役に適任なのがいるから、その人を呼んでほしい、んですか。えー、正直、あまりそういうのは公平性公正性という観点から認めづらいものがあるのですが、他ほかならぬ殴社橋選手のお願いなら承しよう諾だくしないわけにはいかないでしょう。というわけで、その適任者をここに招しよう喚かんしようと思いますが、その人の名前は？』

『サ、サラッとルール変へん更こうをさせましたよ』

『そのくらいのわがままは通る人徳だか人望なのでしょう』

　観客に異議を唱える声はなく、むしろ彼女が誰だれを呼ぶのかに興味津しん々しんといった様子だ。

『あ、はい、斬きりヶが宮みや臣おみ哉や？　ああ、弟さんですか！　わっかりました、すぐに呼びましょう』

『な、なんだかおかしな展開になってきましたよ』

『面おも白しろいことにはなってきていますね。なにこのトライアングラーって感じで』

『お、面白くなんてないですよぅ。お嬢様なんか、もうなんとも言えない顔になってます！』

『お嬢様にとって顔馴な染じんだ相手がいるほうが気が解ほぐれるかとは思いましたが、逆効果ですね』

　ステージ上の真ま咲さきは、ちょっと人様に見せられないほど酷ひどい顔になっていた。

　幸い、場の注目はこれから登場してくる臣哉に向かっているため、それを見た者は少ない。

　そうこうしているうちに、臣哉が袖そでから、おっかなびっくり姿を現す。

　事情を知らないため、自分はこれからどんな目に遭あわされるのだ、といった様子だ。

『あ、来ましたね、それではこちらへどうぞ』

　司会の言葉に押されて会場から拍はく手しゆが湧わく。

　時折、『ガンバレ弟くん』だの『しっかり告白されてこいよ』だの微ほほ笑えましい声がかかる。

　そんな声が端はし々ばし届くのか、キョロキョロと気にしながらステージの中ほどへと進んでいく。

　手招きをした司会によって事情を説明された臣おみ哉やは、大いにうろたえ必死に辞退を申し出る。

　しかし、たかが一人の拒きよ否ひなどすっかり出来上がった観客と会場に認められるはずもない。

　加えて瞠みは子しのお願いとくれば、もはやそれは決定事じ項こうとなる。

　世論や絶対者などに押し切られる形で、臣哉は渋しぶ々しぶながら嫌いや々いやながら、受けることになった。

　それを受けて、気が変わらぬうちにと司会が話を進める。

『あくまでも斬きりヶが宮みや君は演技を補助するための人間なので、自発的な発言や行動は禁止します。そこに突つっ立ってくれているだけで結構です。えー、準備のほうはよろしいでしょうか…………、よろしいようですね、それでは先せん攻こうの殴おう社じや橋ばし選手から、どうぞ！』

　ブーという安っぽいブザー音が開始の合図と鳴る。

　観客は、たとえ仮想架か空くうのものだとしても、瞠子の告白を聞き逃のがすまいと一いつ斉せいに口を閉じる。

　会場全体に妙みような緊きん張ちよう感がにわかに漂ただよい出す。

　その中を、瞠子が一人舞ぶ台たいとして告白を始める。

　囁ささやくような調子で、司会がステージ上の様子を実じつ況きようする。

『…………始まりましたぁ。さて、殴社橋選手の構築したシチュエーションは、……おっと、これはなんとも大だい胆たんです、二人の関係性は現実そのまま、姉と弟です。これはなんたる背徳の匂においっ。見ているこちらがドキドキしてしまうような禁断のシチュエーションですっ。禁きん忌きは恋愛における最大のスパイス、これも作戦なのでしょうかっ』

『そ、それはそうですよ、本気なはずないですよねぇ』

『さあ、どうでしょうか。演技にすれば随ずい分ぶんと迫はく真しんの演技、本気だとすれば随分な愛情ですが』

　ステージ上は、早くも瞠子と臣哉、二人だけの世界に切り取られてしまっていた。

　もはや逃にげることも叶かなわずただ棒立ちするしかない臣哉をよそに瞠子は告白を続ける。

　その様は声の言うとおり、演技とも本気ともわからないほどにかなり熱がこもったものだった。

　見ている観客たちのほうが思わず羞しゆう恥ちを覚えてしまうほどの生々しさ。

　弟への告白を覗のぞき見ているという二重の背徳が、その場に倒とう錯さく的な興奮をもたらす。

『これは、歌唱力審しん査さのときと同じ展開ですね。場が完全に吞のまれています』

『う、うう、わたし、なんだかもう見てられないですよぅ』

『殴社橋選手、過去の思い出と絡からめつつ二人だけのエピソードを着々と再構築していきます。これは？　一見すると彼ひ我がの姉弟関係の再確かく認にんとなり、告白を結実させるには逆効果のように思えますが…………』

『自らハードルを上げることによって、告白を成し遂とげた際のカタルシスを生む気でしょう。恋は障害が大きく高いほど燃えるとも言いますから、あながち間ま違ちがった戦術ではありません』

『な、成し遂げるって、これ演技ですよねっ。成し遂げちゃ駄目ですよねっ』

『おぉっと!?　殴社橋選手、ここで大きく、そして大だい胆たんに動きましたっ。なんと胸です、斬ヶ宮君の手を取り、その手のひらを自らの胸に触ふれさせましたっ。これはいわゆる『ほら、こんなにドキドキしてる』というやつでしょうかっ。これはかなりのクリティカルヒットだっ。女らしい部分に触ふれさせることで姉もまた一人の女性であることを否いや応おうなく自覚させる会心の一いち撃げきですっ。今まで散々に強調してきた姉弟関係が、これで一気に、オセロのようにひっくり返るっ。そして駄だ目め押おしは、顔を近づけての…………っと、ここでタオルが投げ入れられましたっ。さすがにこれ以上はパブリックではアウトという判断が運営本部から出たようです』

『プ、プライベートでもアウトですよぅ』




「な、な、何をしているんですか、あんな、公衆の面前でっ」

「落ちつけ、あれは演技、演技だから！」

　こんなことを言い出すのではないかと思ったから、臣おみ哉やは続きを見せたくなかったのだ。

　単に、姉にいいようにやり込められている自分が恥はずかしいというのもあったが。

　そして彼の心配は的中して、真咲はとても怒おこっていた。

「どっちにしろ同じですっ。非常識ですっ。破は廉れん恥ちですっ」

「文句なら姉さんか、あんな審しん査さ考えた奴やつに言ってくれ。俺は言われたとおり立ってただけだ」

「まずそこが問題ですっ。なんでのこのこと、あの女の要求を飲んでるんですか」

「映像見てりゃわかるだろ、とてもじゃないが首を横に振ふれる状じよう況きようじゃない。ましてや、あのとき、俺はよく説明もされないままにつれてこられたんだから、あんなことになるとは思ってもない。だいたい、姉さんの相手をさせられるなんてわかってたら、意地でも断った」

　それこそ、何が悲しくて姉弟で告白劇などという茶番をしなければならないのだ。

「だから、俺はある意味、被ひ害がい者なの」

「なるほど、その点に関しては貴方あなたの意見を認めてもいいです。しかし、それでも貴方がした行こう為い自体までも認めることはできません。あんな場で、む、胸を触さわるなんて信じられませんっ」

「だから、それも俺は被害者で、向こうが勝手にやらせたことだって。だいたい、姉さんの胸なんて触って何になるっていうんだよ。どんだけ立派なもんだって、親兄弟って時点で単なる脂し肪ぼうの塊かたまりだよ。姉さんだってそれがわかってるから、俺を相手に呼んだんだろ。ったく、あんなろくでもないこと、よくまああのお題を出されてからの短い時間で考えつけるよな」

　これ以上絡からまれては面めん倒どうと、すべての責任を、元より彼女のものだが、瞠みは子しに押しつける。

　そんな臣哉の正当な責任転てん嫁かに、真ま咲さきはまだ納なつ得とくがいかないようで、小さく唸うなる。

「そのわりには、随ずい分ぶんとあの女は本気のようでしたけど」

「姉さんが本気で演技したら、噓うそ発見器だって見破れないだろ。まあ、どれだけ迫はく真しんの演技だろうと、今回ばかりはさすがに無理があるけど。意表を突ついたつもりなのか何なのか知らないけど、あの設定はさすがにないって。今時、あんな話が大手を振って通るのはフィクションの中でだけだよ。その点では珍めずらしく、姉さんは外したって言えるよな」

「……なんだか、いまいち釈しやく然ぜんとしないものがありますが……」

「俺も、というか俺はもっとだよ。結局、上手うまい具合に利用された気分だ」

　ため息をつく。

「で、どうする？　俺はもう見たくないものは全部見ちまったから、後は真ま咲さきさんに任せる」

「…………見ます。今度は、自分との戦いです。あの過去を克こく服ふくするんです」

「いや、見るだけで克服できるとは思えないけど……まあ、真咲さんがそう言うなら」




　レフェリーストップの横よこ槍やりが入れられた会場は、静まるまでにしばらくの時間がかかった。

　司会が必死に観客の鎮ちん静せい化に努め、その甲か斐いあって、徐じよ々じよにだが会場は落ちつきを取り戻もどす。

『ふう、それではお待たせしました、後こう攻こう、撃うつ路ろ崎さき選手の演技ですっ』

　開始のブザーとともに、ざわめきも一いつ瞬しゆんにして消え去る。

　再び集中する観客の視線の中、真咲は。

『う、動きません、よ？』

『これは完全に頭がフリーズしてますね』

『えー、撃路崎選手？　どうしました？　演技のほう、お願いします』

　促うながされても真咲は止まったままだ。

　見かねたスタッフが突つついて知らせると、頷うなずきはしたものの、その動きはとてもぎこちない。

　それでも対たい抗こう心からか、ロボットのような動きでステージ中央、臣おみ哉やのもとへと向かう。

『あ、あの斬きりヶが宮みや臣哉さんがいることで余計に緊きん張ちようするなら、下がってもらえばいいと思うんですけど……。あの方を呼んだのは、あくまでも相手方の要望なんですから』

『そこがお嬢じよう様さまの融ゆう通ずうの利きかないところで。大方、相手と同じ条件で臨のぞまなければ、たとえ勝利しても完全勝利とはいえない、とでも考えているんでしょう。まったく難なん儀ぎな性格です。しかし、それくらいでなければ私もわざわざ以前の主あるじを裏切るというメイド界の禁きん忌きをおかしてまで仕える意味がないというもの』

『ツ、ツヴァイさん、そんな設定があったんですか!?』

『あったんです。人に歴史あり。その辺の話は語り出すと長く、そう、コズミックとジョーカーとカーニバル・イブとカーニバルとカーニバル・デイと彩さい紋もん家事件前編・極上マジックサーカスと彩紋家事件後編・下げ剋こく上じようマスターピースを合わせたくらいの長さになりますので時間があるとき、ツヴァイ夜話のときにでも二万四千二十四時間ぶっ続けで聞かせてあげます』

『千一日!?　ア、アラビアンナイトですか!?』

『正確には夜なのでその約二倍ですけれどね。それよりもお嬢様のほうですよ』

　ステージ上では、ようやく真咲と臣哉が向き合っているところだった。

　臣哉は薄うすく苦笑を浮かべているが、真咲のほうはまるで戦場に赴おもむくような硬かたい顔をしている。

　いくら恋は戦いとはいえ、とてもこれから告白をするような顔には見えない。

『ド、ドライツェーンさんから発はつ砲ぽう許可申しん請せいがきています』

『まったく、あの子は。こちらに繫つなぎます。……ドライツェーン。発はつ砲ぽうは許可できません。貴方あなたの心中は察しますが、あの方はお嬢じよう様さまの友人です。繰くり返しますが、発砲は許可できません。そんなことよりも、周囲の警けい戒かいを怠おこたらないでください。通信終わります』

『あ、あの、まだ何か言ってますけど』

『放ほうっておきなさい。ああ見えて無茶はしない子ですから、許可なく発砲することはないでしょう。あの子も、その忠誠心は立派なものですが、柔じゆう軟なん性が足りないのが玉に瑕きずです』

　などというやり取りが交かわされている間も、真ま咲さきは動かない。

　主役が動かないのだから臣おみ哉やも引くことすらできず、時間だけが流れていく。

　司会はその空気を敏びん感かんに読み取り、ポジティブに解釈した実じつ況きようでなんとか場を繫つなぐ。

『撃うつ路ろ崎さき選手、熱い視線を相手に送っております。どうやら手数で攻せめてきた殴おう社じや橋ばし選手とは対照的に、ただ一言、たった一言で仕留めるべく、じっくりと機を窺うかがいつつ、必殺の一言に乗せる感情を重く、濃こく、練り上げていっていますっ』

『ど、どうしましょう』

『どうもこうも、我々はただ見守るしかないと何度も言っているでしょう』

『な、何もできない自分が、もどかしいです』

『心配いりません、我々が信じたお嬢様です。必ずや自分の力でこの状じよう況きようを打破してくれます』

　そんな期待を知ってか知らずか、真咲は固まったまま、まだ動かない。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた観客も、疲つかれてきたのか綻ほころぶように囁ささやきが零こぼれていく。

　そのまま待つことしばし。

　いい加減、臣哉も待ち疲れてきた頃ころ、真咲がようやく、小さくではあるがひとつ頷うなずいた。

　ぎゅっと、その指がドレスに施ほどこされた刺し繡しゆうを握にぎる。
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『どうやら腹を括くくったようですね』

『じ、じゃあ』

『ようやく、反撃です』

　今まで焦しよう点てんが定まらず宙を泳いでいた真咲の目が、ピタリと一点で止まる。

　先ほどまでの凄せい絶ぜつな表情も、腹を括った者のそれになっていた。

　しかしその顔は、やはりこれから真ま似ね事でも告白をするもののそれには見えない。

　けれども、何より彼女に、撃路崎真咲にふさわしいものであった。

　不ふ屈くつの輝かがやきを灯ともした彼女に気がついた観客は、自ずとその口を閉ざす。

　彼女の口から発される言葉を、今か今かと待ちわびていた。

　雰ふん囲い気きに切り取られた舞ぶ台たい上は、真咲と臣哉のものになっている。

　即そつ興きようのはずなのに、そこには告白しようとする彼女の人生が透すけて見えてきそうだ。

　先せん輩ぱいと後輩、友達以上恋人未満の関係、卒業の日、卒業パーティーを抜ぬけ出した二人。

　長い能書きはいらない、たった一言わかりきった直球を投げるだけで成立する、二人の未来。

　時間をかけてそのことに気がついた彼女は、一大決心の下もとに今、その言葉を口にする。

　そんな幻げん想そうが、すべての人に浸しん透とうするのを待つかのような間を持って。

　そうして、ゆっくりと彼女は口を開き。

『しゅ、しゅきです！』

　嚙かんだ。

　ほとんどの人間が予想できなかったその展開に、観客一同、不意を突つかれたように黙だまり込む。

　その不自然な沈ちん黙もくに回りまわって、真ま咲さき本人が自らの失敗に気がついた。

　途と端たん、つい一いつ瞬しゆん前までは桜色だった頰ほおが、あっという間に紅色へと変化する。

　口からは言葉にならない声がぷつりぷつりと漏もれ聞こえる。

　胸むな元もとで組まれていた手は縋すがる先を求めて右往左往している。

　明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　さもありなん、本人にしてみれば恥ち辱じよくと羞しゆう恥ちに耐たえての一いつ世せ一いち代だいの演技だったのだ。

　いわば必中を期して引き絞しぼった矢が外れるどころか自分に突き刺ささったようなものだ。

　そのダメージのほどは計り知れない。

『やっちゃいましたね』

『や、やっちゃいましたね、じゃないですよぅ！　ど、どうするんですか！』

『同じことを何度も言わせないでください。我々にはどうすることもできません。これはあくまでもお嬢じよう様さまの戦いであり、そしてまだ、お嬢様は戦いの場にいるのですから。よほどのことがない限りこれに介かい入にゆうすることはできません』

　その言葉どおり、まだ真ま咲さきは舞ぶ台たいから降りてはいなかった。

　狼ろう狽ばいしつつも、逃にげ出すことを善よしとしないその性格が彼女を舞台上に留とどめていた。

　とはいうものの、それはもはや意地の残り滓かすのようなものであり、考えがあるわけではない。

　そんな混乱した頭で考えるのは、それでもなお瞠みは子しに勝利するための逆転の一手だった。

『……これは、少し用意をしておいたほうがいいかもしれませんね』

『よ、用意ですか？』

『ドライツェーン、発はつ砲ぽうを許可します。ただし、こちらの指示した場所に、指示したタイミングでお願いします。それと、弾たまは殺傷能力の低いものに替かえておいてください。貴方あなたが撃うち込みたいと思っている弾では、万が一の場合怪け我がをさせてしまう恐おそれがあります。文句があるならいいですよ、他ほかの子に頼たのみますから。そうです、貴方に鬱うつ憤ぷんを晴らさせる機会を与あたえようというんですから、おとなしく聞いていればいいんですよ。……では、耳を澄すませておいてください。もっとも、貴方ならそんな必要もなくタイミングはわかるでしょうが』

　何事か企くわだてた声は、ふうと一息つく。

『な、何をしようとしてるんですか？』

『もしものときのための抑よく止しを。何事もないといいんですが、お嬢様はなにぶん負けず嫌ぎらいですからね。きっと今も勝つための手段を考えているはずです。まあ、ある意味現実逃とう避ひですが』

『は、はぁ。でも、それがなんでドライツェーンさんと繫つながるんです？』

『見ていればわかります』

『っ、って、言われても……』

『仕方がないですね。少し解説しましょうか』

　いいですか、と前置きをして、解説とやらを始める。

『この場合、勝つための手段というのは色々とあるでしょうが、今現在の動どう揺ようした状態のお嬢様の頭では、そうたくさんの手が思い浮かぶはずもありません。そもそも真正面から告白するという方法を取ったことからもそれは明らかですし、我々が知っているお嬢様が色恋の手練手管にそう長たけているとも思えません。つまりは、お嬢様には、あの方法しかなかった。では、それが失敗してしまった場合、どうするべきか。普ふ通つうならそこで逃げてでも終わらせてしまうべきですが、負けず嫌いのお嬢様はそこで退くことができない。かといってこのままでは退かずとも負けと同じである。何か手を打たなくてはならない、それも起死回生の一手を』

『そ、そこまでは、なんとか、理解しました』

『ならどうすればいいか。幸い、今回は競きそう相手が、彼女が存在します。その彼女ができなかったことをすれば、少なくともそれは相手よりも一歩なり半歩なり勝利に近づくことができるのではないか。そう考えても無理はないです。そこで思い出してください、先ほど、その彼女が行おうとして唯ゆい一いつ失敗した行こう為いがありましたよね』

『あ、あっ』

『そういうことです。さすがに、それは行きすぎですから、遺い憾かんながら介かい入にゆうをしなければということです。などと解説している間に、どうやら危き惧ぐしたとおりの展開になりそうですが』

　視線を舞ぶ台たい上に転じれば、まさにその光景が繰くり広げられようとしていた。

　声の解説とほぼ同じ思考の道筋をたどった真ま咲さきは、こう結論を出した。

　そうだ、キスをすればいいのではないか。

　もはや現実逃とう避ひどころか、自分さえも見失っているようなその結論だった。

　しかし、我に返れば潰つぶれかねないほどの恥はずかしさに襲おそわれる。

　だから、ここで我に返るわけにはいかない。

　これから行おうとする行為のほうが何百倍も恥ずかしいことは、見えないし気がつかない。

　暴走特急のように、ただ正解と思える誤答を選せん択たくするのみである。

『あ、あの、もしもしっ？』

　纏まとう雰ふん囲い気きの剣けん吞のんさにさすがに不ふ審しんを覚えた臣おみ哉やが周囲に気を使いながら声をかける。

　それが自分を諌いさめる意味を含ふくんでいるということには真咲本人はとんと至らない。

『だ、大だい丈じよう夫ぶです』

『い、いや、何が』

　言いつつ、じりじりとその間合いを詰つめていく。

　その目は覚かく悟ごを決めた目というよりは完全に据すわった目である。

　気け圧おされた臣哉は同じだけ下がりたかったが、動くなと言われている以上、無む闇やみに動けない。

　演技が終しゆう了りようしているのかわからない以上、片棒を担かつぐ身として逃にげ出すわけにもいかない。

『あ、あまり動かないでください、初めてなんですから、失敗するかもしれません』

『は、初めてって、何をするつもりなんだ!?』

『それはすぐにわかります。とにかく、黙だまって私の言うとおりにしてください』

『わ、わかった、けど』

　二人の会話は会場に駄だ々だ漏もれだったが、臣哉と同じで観客は傍ぼう観かん静せい聴ちようするしかない。

　あれほどやかましかった司会も、その役目を放ほう棄きしたように口を閉ざしていた。

『ひっ』

　未いまだ要領も意図もいっこうに摑つかめない臣哉の首元を、ぐいと真咲が引き寄せる。

　一段と詰まった互たがいの距きよ離りは吐はく息が鼻先を掠かすめるほどの近距離だ。

『目、目を、その、つぶってください。そのままじゃ、恥ずかしい、です』

『は、恥ずかしいって、いや、なに、ほんとに、なにされるんだ!?』

『い、いいから、とにかく、ああもうっ、もういいです、私がやりますっ』

　自分勝手に焦じれた真ま咲さきは自分の手で臣おみ哉やの両目を覆おおう。

　視界を塞ふさがれさらに戸と惑まどう臣哉をよそに、真咲はゆっくりと、今度は顔を近づけていく。

　観客が固かた唾ずを吞のむ中、わずかに震ふるえている唇くちびるが、臣哉のそれへと重ねられ。

『ファイアー！』

　発はつ砲ぽう合図の声よりも一いつ瞬しゆん早く、どこからともなく何かが飛来する。

　その何か、弾だん丸がんは、音速を超こえる勢いで、数センチもないと思われる二人の隙すき間まを縫ぬい飛ぶ。

　そのまま、舞ぶ台たい最さい奥おうのモニターへと突つき刺ささり、そこにビシリとヒビを入れた。

　軽い音は静まり返った会場内に、除夜の鐘かねのごとくよく響ひびき渡わたる。

　しかしその音ねが落とすのは煩ぼん悩のうなどではなく、真咲の混乱であった。

『っ、え？』

　ことに至る寸前で我に返った真咲が、事態を理解できずに間の抜ぬけた声を出す。

　自分の鼻先にどうして臣哉の顔があるのか、まったくわけがわからない。

　しかも自分は彼の両目を手で覆い、彼の首元を引ひっ摑つかみ寄せている。

　いや、それよりも重要なのは、その距きよ離りが、あまりにも近すぎるということだ。

　これではまるで、そう。

　想像した途と端たん、髪かみの毛までも逆立ちそうなほどの感情が押し寄せてくる。

『あ、や、これは、その、えっと』

　見つかるはずもない言い訳を懸けん命めいに真咲は探す。

　未いまだ視界を塞がれたままの臣哉は様子が変わったことには気がついたが把は握あくはできない。

　モニターにヒビが入る音は聞こえたものの、その音の意味自体はわからない。

　そのため、その場での狼ろう狽ばい動どう揺ようは真咲ただ一人のものだった。

　タイミングの悪さというものは重なるもので、そこにさらに追い打ちがかかる。

　突とつ然ぜんに、舞台上の照明の光量が引き上げられた。

　モニターの異常に気がついた運営側がわがそれを確かく認にんしようとしたためだが、これがまずかった。

　いきなりの眩まぶしさが、真咲の驚おどろきで見開いた目に飛び込み、彼女の体質を刺し激げきした。

『っ、ひゅんっ』

　光に反射して、真咲が盛大に、体をくの字に折ってくしゃみをする。

　当然、首元を摑まれたままの臣哉もその上下運動に付き合わされる羽目になる。

『おごっ!?』

　思い切り首から引っ張られた臣哉は、視界の不明もあり大きくその体勢を前方へと崩くずした。

　そうなるともはや挽ばん回かいすることなどできない。

　重力に引かれるだけである。

　声もなく、臣哉は前方、つまりはまだひゅんひゅんとくしゃみを零こぼす真咲の上へと、倒たおれる。

　このとき、彼の脳裏には既き視し感かんという三文字が浮かんだが、残念ながら感ではない。

　現実として、いつかのどこかの焼き増しの展開が、彼の身に降りかかることとなった。

　手が外れ明めい瞭りようになった視界は大きく傾かしぎ、その真ん中にはちょうど顔を上げた彼女の顔。

　聡さとくも、それがどんな状態かを理解した真ま咲さきは、それを回かい避ひすべく一歩後退しようとした。

　しかし、このときの彼女は普ふ段だんの制服姿ではなく、丈たけの長いドレス姿である。

　そのことを考こう慮りよしなかった一歩は、思い切りその裾すそをふんづけた。

　後こう傾けいする真咲と前ぜん倒とうする臣おみ哉や。

　見事にがっちりと嚙かみ合った歯車は、速すみやかにひとつの結果を表した。

『きゃひゅんっ』

『う、っく』

　舞ぶ台たい上で停止した二人の転倒は、臣哉が真咲を押し倒たおすという跡あとを残していた。

　おまけに、今回はその片手が、彼女の胸に触ふれるか触れないかの位置にある。

　瞠みは子しのときにはついぞ吹ふき出なかった嫌いやな汗あせが背中に額に滲にじんでくる。

　耳をくすぐるざわざわという音は、自分の血の気の引く音か観客の囁ささやきの束か。

　こういうときに何を言っても無む駄だなのは、すでに前回の件で学習済みである。

　昔懐なつかしい温度計のようにその赤みをゲージとして押し上げていく真咲の顔を見ながら。

　今度は、臣哉は心の中で南な無むと唱えた。

『ばぁ──────────かっ』

　その子供っぽい罵ば倒とうは、音割れもせずによく響ひびいた。




「ちぇすとぉっ！」

「ああっ!?」

　真咲の強きよう烈れつな一いち撃げきが炸さく裂れつする。

　容よう赦しやなく見舞まわれた一撃は、モニターを貫つらぬき吹っ飛ばしデッキも引っ張り壁かべに激げき突とつする。

「完っ、全っ、克こくっ、服ふくっ」

「じゃねぇっ！　い、いきなり何してんだ！」

「過去を克服するための一撃を見舞ったんですっ」

「克服ってそんな暴力的な意味!?」

「そうですっ。忌いまわしい過去を自らの手で葬ほうむることによる未来への前進ですっ」

「いや、これは違ちがうんじゃねぇかな。普通、もっとこう、精神的に解決するもんじゃねぇかな」

「これは個人の感想であり効用には個人差がありますっ」

「その前に用法用量を守ってほしいな！」

　そんな臣哉の言葉には耳も貸さず、わずかに軽い足取りで真咲はモニターを確かく認にんしに行き。

「な、なぜですかっ、まだ生きてます、点ついてますっ。ケーブル、ぬ、抜ぬけませんっ。抜けないじゃないですかっ、貴方あなたは私を騙だました、う、噓うそをついたんですかっ？」

「本当？　あ、本当だ、抜ぬけねぇや。これ、たぶん念とかなんとかで抜けないようになってるんじゃねぇかな。そんな目をするなよ、俺だってそこまでとは思ってなかったんだから」

「そ、そうですね。貴方あなたは可能性のひとつを挙げただけで、それが正解であるとは一言も言ってませんでしたね。すみませんでした。…………そ、それよりもっ」

　希望を奪うばわれてしんなりしかけていた真ま咲さきが、突とつ然ぜんにその活力を取り戻もどす。

　言葉の終わりに籠こもった怒ど気きを敏びん感かんに感じた臣おみ哉やは、いったい何だと訝いぶかしむと。

「な、な、何をしているんですか、あんな、公衆の面前でっ」

「また俺が怒おこられるのっ!?　しかも今回のは完全に事故じゃん！　いやそれよりも俺は銃じゆう撃げきされたことのほうが大問題だと思うけど!?」

「そんなことは当たらなかったんですからどうでもいいんですっ。それに、事故だろうとなんだろうと関係ないですっ。私の、む、胸、胸を触さわったのは事実ですっ。こ、ここにもちゃんと映像として証しよう拠こが残っていますっ。そこは咎とがめられてしかるべきです」

「異議あり！　残念ながらあれは俺の主観では触ってるかどうかわからなかった！」

「なんですかその言い方はっ。それはつまり、私のものが胸とお腹なかの区別もつかないほどなだらかだと、そう言いたいわけですかっ。はなはだ不ふ愉ゆ快かいですっ。そうまで言うのなら、今ここで今一度触って比べて確かめてみればいいです。そしてそのデリカシーのない発言を即そく座ざに撤てつ回かいし私に謝罪してくださいっ。私の胸は将来性豊かな有望株だと保証してくださいっ。さあっ」

「それこそできるか！　っていうかさては真咲さんテンパってるな!?」

　こんな内容だったというのに、さして躊躇ためらいなく見ることを決めたことがおかしかったのだ。

　間ま違ちがいない、たぶんこの人、ショックのあまり間の記き憶おくを飛ばすか封ふうじるかしてる。

　そして今、その封印した内容を振ふり返って、またショックを受けているのだ。

　審しん査さのときほどの慌あわてぶりでないのは、単に実感の度合いの違いだろう。

「テンパってなどいませんっ。だいたい、貴方はなんでそんなに落ちついてるんですかっ。か、仮にもいち女子生徒の胸を触っておいて、その態度はいささか納なつ得とくがいきませんっ。はっ、やはりそれは私の胸など触ったところで騒さわぐほどのものでもないという侮ぶ辱じよくですかっ」

「こだわるなぁもう。落ちついてるのは、あのとき、俺は十分に取り乱したからだよ。映像にははっきり映ってないけどな。あのとき、俺はこの後の高校生活の三年間をどんな不ふ名めい誉よなあだ名でそしられるのかとヒヤヒヤしてたんだぜ。なにせ、それこそ公衆の面前であれだからな。まあ、観客のほうは真咲さんのほうに気を取られて、俺のことなんてちっとも気にしてなかったみたいで、その心配は杞き憂ゆうに終わったみたいだけどさ」

　そこには殴おう社じや橋ばし瞠みは子しの弟というステータスも安全の太たい鼓こ判ばんを与あたえてはいただろうが。

　このときばかりは、彼女が姉であるということを少しだけありがたく思った。

　もちろん、それを言うと真咲の気分を害しそうなので、黙だまっておく。

　臣哉の弁解を聞いているのかいないのか、頭を抱かかえうずくまる真咲はぶつぶつと。

「そ、そうでした、私は観客の前であんなことをされてしまったんでした……。き、きっと明日から、色々と後ろ指を指されるに違ちがいありません……。体は子供なのに大人の階段を上るのは早いのね、とか、体は子供なのに保健体育だけは熱心だな、とか言われるんですっ。……だ、誰だれが体は子供ですかっ」

「ノリツッコミ!?　じゃない、マジボケにセルフツッコミだ！」

　どうやら審しん査さでの出来事は彼女の心に相応に深い傷を残してしまっているらしい。

　わからないではないが、それでは話がなかなか進まない。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あれは事故だってみんなわかってるから」

「そ、そうです、か？」

「そうそう。みんなそこまで馬ば鹿かじゃない」




『なに、今の爆ばく音おん、え、殴おう社じや橋ばし選手!?　お、殴社橋選手の番はさっき終わった、は、はい？　生徒会長として、今のような学生の本分から著しく逸いつ脱だつするような行こう為いを見逃のがすわけにはいかない？　よって現行犯で取り締しまる？　いや、これ事故、誰がどう見たって事故じゃないですか！　事故を装よそおった故意の可能性も考えられる？　は、はあ、さすがにそれは考えすぎじゃないかと……。たとえそうじゃなくても？　弟さんが？　撃うつ路ろ崎さき選手に過か剰じような接せつ触しよくを持った恐おそれがあるから、弟さん本人を連行してそこのところをじっくり問い質ただす？　や、それは後でやっていただきたいというか、もしそうだとしても撃路崎選手と弟さんの間の問題であって、今ここで生徒会長が率そつ先せんして出で張ばることではないというぎゃああああああぁっ』




「…………なんで馬ば鹿かの先頭を切ってるんだ、姉さん」

「私はあそこまでではありませんでしたっ、よ、よねっ？」




『えー、殴社橋選手の手刀から発生した月げつ牙が天てん衝しようっぽい衝しよう撃げき波で司会の部長が気絶したので先ほど実じつ況きようをした副部長が代わりにマイクを握にぎらせていただきます。やったぜ下げ剋こく上じよう。っと、初仕事初仕事。どうどう、殴社橋選手、落ちついてください。殴社橋選手の言い分はわかりましたが、なにぶん今はコンテストの真っ最中です。そういったことはコンテストが終わってから質問なり詰きつ問もんなり尋じん問もんなり拷ごう問もんなりしていただければいいかと。逃にげも隠かくれもできませんから。それに、いくら殴社橋選手の弟さんとはいえ、このような場で痴ち漢かん扱あつかいをされては罪の真しん偽ぎに関かかわらず、不ふ名めい誉よなレッテルを貼はられる可能性があります。僭せん越えつながらジャーナリズムの一いつ端たんを担になう者として、いわれなき罪で無む辜この人間を十じゆう字じ架かにかけるのを手助けすることも見逃のがすこともできません。ですので、せめてこの場はわたしどもの顔と弟さんの名めい誉よを守るために、今回の件に目をつぶっていただければと考えていますが、どうでしょう』




「上手うまい……というより、この場合、姉さんが頭に血が上りすぎてただけなんだろうな。まったく、真ま咲さきさんが言うならまだしも、姉さんまで疑うなんて、俺はよっぽど信しん頼らいがないんだな」

「……それに関しては私は一いち概がいに賛同しかねるものがある気がします」

「なんで？」




『しかし、このままで終わっては、疑ぎ惑わくだけが残った形になってしまいますね。一度芽生えた疑惑というものは、なかなかに払ふつ拭しよくし難がたいもの。払拭したと思ってもカビのようにしつこく、あらぬ噂うわさとして残ったりするもの。これを完全に消しよう滅めつさせるためには、この場にいる皆みな、つまりは全校生徒の前でその無実を証明するしかありません。よって、わたしはここに提案します。彼、殴おう社じや橋ばし瞠みは子し選手の弟さんの公開裁判を開くことを。題して、有罪？　無罪？　どっちの審しん問もんショー。いぇーい、どんどんどん、ぱふぱふぱふ…………あ、駄だ目めですか、やっぱり。残念』




「当たり前だ！　そんなもの、単なる体ていのいい吊つるし上あげだろ!?　お前が一番噂を残そうとしてんじゃねぇか！　なにがジャーナリズムの一いつ端たんを担になう者だよ、面おも白しろ半分の扇せん動どう者じゃねぇか！　人が茫ぼう然ぜんとしてるのをいいことにとんでもないことをさらりと提案しやがって！　こいつの下げ剋こく上じようだけは許しちゃいけないことだと俺は今認にん識しきした！」

「公おおやけの場で無実を証明することができるんですから、そう怒おこることはないのでは？」

「真咲さんは痴ち漢かん冤えん罪ざいの立証の難しさを知らないんだ。だいたい、裁判でいえば被ひ害がい者になる真咲さん自身、さっき俺が触さわったとか言ってたじゃないか。被害者本人がそう言ってるんだ、生なま半なかな反証じゃ俺の有罪は覆くつがえせない。それとも、俺は触ってないって、いや触ってないんだが、まったくの無実冤罪だって、そう証言してくれる？」

「いえ、あれは絶対に触ってました。鷲わし摑づかみです」

「ほらこれだ。しかも証言も胸囲も盛ってきた」

「も、盛ってないです、パッドなんてまがいもの、使ってませんし、寄せてあげるほどのものもありませんっ」

　力強く断言される。

「そんな悲しい事実はいらないよ。とにかく、企画倒だおれに終わってよかった……」

「よくないです、結局、私の問題は残されたままですっ」

「わかったわかった、謝ります。ごめんなさいすみませんでした許してください」

「なんですかその誠意のまったく込められていない謝罪は」

「いや……だって俺は自分が触ってないって信じてるし、悪いと思っていないものにどう誠意をこめて謝れと。あと、こういうとき下手に謝ったり認めたりしたら不利になるんだって」

「わかりました。近いうちに裁判所から呼び出しがあるかもしれませんが、覚かく悟ごしておいてください。天地魔ま界かい最強の弁護士軍団が貴方あなたに誠意ある謝罪というものを教えてあげます」

「リアル裁判!?」

「いえ、貴方あなたにも私にも体面というものがあるでしょうから、まずは示じ談だん交こう渉しようです」

「なんか俺が一生かかっても払はらいきれない金額を提示される気がする！」

「ふんだ。女心の治ち療りよう費は高いんです」

　ぷいと顔を背そむけられてしまえば、臣おみ哉やとしては途と方ほうに暮れるしかない。

　どうしたもんかと考えていると、嚙かみ殺すような小さな笑いが真ま咲さきから聞こえてくる。

「ま、真咲さん？」

「ふ、ふふ、じょ、冗じよう談だんです、冗談ですから、そんな困った顔、これ以上私に見せないでください。貴方のその顔、おかしくって、笑ってしまいます」

「わ、笑ってしまうってなぁ。真咲さんがおかしなこと言い出したのが原因だろ」

「ちょっとした意い趣しゆ返がえしです。これで私の件とおあいこにしてあげます」

「それで示談金だの賠ばい償しよう金だの払わなくてすむなら、安いもんだけど……」

「そうです、安いもんです。本当ならもっと高いのですが、貴方だけの特別価格です」

「俺だけの」

「か、勘かん違ちがいしないでください、だからといってそう何度も触さわれると思ったら大間違いですっ」

「いやもう十分。もう二度と触らない。いや、一度も触ってないけど」

　そう考えると、おあいこもなにも詐さ欺ぎに遭あったようなものではないだろうか。

「それもなんだか複雑といえば複雑です。まるで私に魅み力りよくがないと言われてるような」

「じゃあ真咲さんは、俺が財さい布ふ片手に触らせて！　とか言ったほうがよかったのか？」

「それは嫌いやですっ。なんだが普ふ通つうに触るよりいやらしい感じがしますっ」

「俺も嫌だし同感だ」

　ようやくだが、彼女は平素を取り戻もどしてきているようだった。

　勝手に取り乱して勝手に落ちつかれてしまって、臣哉は宙ぶらりんな心持ちになってしまう。

　怒おこりたい気持ちはわかるのだが、許せる気持ちというのはよくわからない。

　確かに気安い関係にはなってきたとは思うが、それとこれとは別だろうに。

　もっと怒ってほしいとか一生許さないと言われたいわけでもないのだが、不思議に思う。

　まあ、本気で示談交渉だの裁判沙ざ汰ただのになるよりは格段にいいことなんだけれど。

　知り合ってから数カ月経たつが、臣哉には相変わらず肝かん心じんのところで理解不能な彼女だった。

　画面の中ではしばらくの中断を挟はさみとりあえず事態は収拾したようで、投票へと移っていた。

　投票箱に投票用紙というオーソドックスな方式に真咲と瞠みは子しの命運は委ゆだねられる。

　二人とも固かた唾ずは吞のまない。

　結果はとっくにわかりきっている。

「見なくてもいいんだぞ。どうせ結果は変わらない」

「ここまできて何を言ってるんですか。だいたい映像を止める手段はもうないです」

　だとしても、さっきやっていたように顔を伏ふせ目をつぶり耳を塞ふさげばスルーはできるはずだ。

　それをしないのはやはり、映像の中の声の言うところの負けず嫌ぎらいなのだろう。

　何事においても背を向けて逃にげ去るを善よしとしない性格。

　臣おみ哉やには、それが正しいことなのか立派なことなのかは容易に判断することはできない。

　ただ難なん儀ぎなことだとは思うし、なによりそのある意味での潔いさぎよくなさは、格好いいと思う。

　そんな、惚ほれ、憧あこがれる少女の横顔をモニターよりも比重多めに、盗ぬすみ見る。

　対して一心にモニターを見つめる真ま咲さきは、渋じゆう面めんで悔くやしげに奥歯を嚙かみしめていた。

　七百三十対一。

　それが結果である。

　一、というのは当然臣哉の投じた一票だ。

　つまりは彼以外、全員が瞠みは子しに票を入れたということだ。

　参加者本人やコンテスト運営委員の数十名は立場上投票はしていないが。

　それにしたって、あまりにも圧あつ倒とう的、否いな、絶対的な得票数の差である。

　単なる人気投票であることを考えれば、心が折れかねないほどの。

　その結果を最初に見て、初めて臣哉は悔しいという感情が湧わき上がってきた。

　大差で負けたことが悔しいのではない。

　負けたことが悔しいのでもない。

　ただ、自分以外に彼女に票を投じた者がいなかったということが、悔しかった。

　お前ら、彼女の何を見てたんだよ。

　お前らが、彼女の何を知ってるんだよ。

　そんな怒いかりにも似た感情が、こみ上げてくる。

　もちろん、それは投票者に向けるには実にお門かど違ちがいの勝手な文句である。

　彼ら彼女らが判断の材料とするのはあくまでもコンテストの内のすべてだ。

　意識下に織り込んでしまうことはあるかもしれないが、普ふ段だんの行動は判断外のこと。

　投票者、観客は、コンテストの中の真咲しか見てないし、知らないし、必要はない。

　それにその理屈を持ち出すなら、それはそっくりそのまま瞠子にも当て嵌はまってしまう。

　ばっさりと一刀両断、返す刀で斬きられてしまう。

　第一、これはお遊びの企画なのだから、自身の投票にそこまでの義務も責務もありはしない。

　自分が真しん剣けんに取り組んだからといって、相手にまでその真剣さを押しつけられない。

　彼ら彼女らには、怒りをぶつけられるような過失も理由も、いっさいない。

　だからきっと、これは自分のお気に入りの漫まん画がを貶けなされたときに覚えるものと同じなのだ。

　どちらが正誤かという話ではなく、価値観や知識量の違いから来る齟そ齬ごの結果なのだ。

　自分と彼女がつけ込もうとした、趣しゆ味み嗜し好こうや思想思考に基づく結果なのだ。

　そうであれば、この感情のぶつけ先というものはどこにもない。

　誰だれを怒おこるも何を恨うらむも、筋すじ違ちがいの妄もう想そうにしかならないし、したところで意味はない。

　それはたとえこの勝負でなくとも、同じことだった。

　すべては、自分の力量不足と相手の強大さに収しゆう斂れんされる正当な結果である。

　その差にこそ生まれる感情は、行き場もなければやりようもない。

　だからこそ、彼女はそれを悔くやしさという形でなんとか嚙かみ殺し飼い慣らそうとしているのだ。

　そして、その悔しさを次への推すい進しん力として、時々暴発するが、腹の奥底に溜ためているのだ。

　今まで、どれほどの悔しさを彼女はその大して大きくもない体に溜めてきたのだろうか。

　その悔しさに見合うだけのものを、はたしてどれほど得ることができたのだろうか。

　そんなことにまで思いを馳はせたら、怒いかりとか悔しさとか、そういったものは消えてしまった。

　なにかもっと別の、反発とは違うものを根とした感情がもぞもぞと芽生えてきた。

　今生まれたその感情に突つき動かされて、思わず臣おみ哉やは真ま咲さきを横合いから抱だきしめてしまった。

「ひゃうっ!?」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろくばかりで言葉をろくに紡つむげない彼女をいいことに、放さずに誓ちかう。

「勝たせてやる！」

　それは彼女に初めて出で逢あったときには出てこなかった言葉だ。

　あのとき、自分は彼女と一いつ緒しよに姉に挑いどむ姉と戦うとは言ったが、勝たせるとは言わなかった。

　なぜなら、自分の動機には勝利は含ふくまれていなかったのだから。

　自分の動機は、あくまでも撃うつ路ろ崎さき真咲という人間の生き様に惚ほれたから、だから。

　彼女のようになりたい彼女のようにありたい、というだけなのだから。

　憧あこがれるだけなら、不ふ屈くつというその姿勢を模も倣ほうするだけでことは足りる。

　なにも、その先の勝利という結果までも求める必要はない。

　斬きりヶが宮みや臣哉と撃路崎真咲では最初から見ているものが違ったのだ。

　自分は手段が目的で、彼女は目的が目的だったのだ。

　一緒に挑み戦うと言いながら、その実、自分は勝利を彼女ほどに渇かつ望ぼうをしていなかった。

　憧れの後ろをついていくので必死で、そして満足してしまっていたのだ。

　二人の勝利に対する貪どん欲よくさには、大きな隔へだたりがあったのだ。

　それでは、姉を相手にするどころか勝てる勝負にだって負けるに決まっている。

　何も見ていないのも何も知らないのも、自分だ。

　自分のその志が、彼女の志の足を引っ張っていたのだ。

　そうはいっても、ここまでの自分を否定するつもりはない。

　今までの自分はそれが目的だったのだから、それは否定されるようなことではない。

　すべては自分のために行っていたのだから、それはまったくの間違いでもない。

　けれど、ここから先、今自分の中に芽生えた感情に従うなら、それは捨てなければならない。

　自分のためではなく彼女のために挑み戦うというのなら、捨てなければならない。

　不ふ屈くつの先に勝利を求めなければならない。

　上等だ。

　彼女のために勝とう。

　そんな思いの諸もろ々もろが、臣おみ哉やに声を上げさせる。

「俺が、絶対に、真ま咲さきさんを、姉さんに、勝たせてやる！」

　傍はたから見れば藪やぶから棒ぼうもいいところの宣言だが、真咲には何か通じるものがあったらしい。

　苦笑するような呆あきれるような怒おこっているような、複雑な表情をして。

「……勝たせてやる、なんて、貴方あなたは何様ですか。勝利の女神か天才軍師でも気取ってるんですか。だとしても、わざわざ貴方に勝たせてもらうまでもなく、私は勝ちます。そして貴方も勝ちます。私と貴方はともに戦う仲間なのですから手にする勝利は私と貴方、二人のものです。ですから、私は勝たせてもらうのではなく貴方と一いつ緒しよに勝つんです。貴方は勝たせてやるのではなく私と一緒に勝つんです」

　そのいっさいの疑問もない断言に、臣哉はますます彼女を勝たせたく、勝ちたくなる。

　勝つことが彼女にどれほどの報むくいとなるかはわからないが、目指すならば付き合おう。

　それが、生き様ではなく人間に惚ほれ直した自分の目指すものだ。

「二人で、絶対に、あの女に、勝つ」

「二人で、絶対に、姉さんに、勝つ」

　言葉が力を生む。

　掛かけ声ごえでも意気込みでも目標でも希望でもなく、真実それができる気がしてくる。

　いや、する、のだ。

　新たにした決意は、以前のものよりも自分に馴な染じんで着心地ごこちがいい。

　その気分の良さに臣哉が軽く酔よっていると。

「…………、そ、それはそれとして、その、いつまで、こうしてるん、ですか？」

　臣哉に抱だきしめられたままの真咲が、おずおずと抗こう議ぎをしてきた。

「わ、悪い、これは、その」

「い、いいです、何も言わないでください、貴方に疾やましい気持ちがないのはわかりましたから」

「いや、でも、ほんと、ごめん」

「あ、謝らないでください。私も、咎とがめるつもりで言ったわけではないんです」

　とはいえ、いつまでもその状態でいていいはずもない。

　臣哉は割れ物の封ふうを剝はがすようにゆっくりと両腕うでを外し体を離はなす。

　そのまま土下座なりなんなり謝辞を表す姿勢に移行したかったが、断られたばかりである。

　なんだか気まずい雰ふん囲い気きになってしまった、と臣哉が反省していると。

「……でも、これは随ずい分ぶんと高くつきます」

「え、さっき咎めるつもりはないって言ったじゃん」

「それは刑けい事じの話です。私が今言ったのは民事での話です」

「そんな細かい内訳まであるの!?」

「そうですね、ざっと計算してあの女からの勝利ひとつで等価、といったとこでしょうか」

「真ま咲さきさん……」

　いいこと言ってやったみたいな顔してるけど、全然言えてないよ、下手くそだよ！

　という臣おみ哉やの心中の突つっ込こみが聞こえるはずもない真咲はさらに続けて。

「でも、それも手元にはありませんからね。そうですね、先ほどの言葉を担保にしましょう」

「ああ、うん、まあ……それは名案だな」

「なんでそんな微び妙みような顔なんですか。私、そんなに変なことを言いましたか？」

「変なことっていうか、……あんまり洒しや落れた言い回しではない、かな」

「べ、別に私は、そんなことを考えて言っていたわけではっ……」

　首と両手をぶんぶんと横に振ふって、その意図を否定する。

　必死に否定するその素振りからすると、よほどに頑がん張ばったつもりらしい。

「わ、私はただ、その、嬉うれしかっただけで」

「嬉しかった？」

　訊きき返されて、真咲は叱しかられたかのようにしゅんとする。

「その、私は、貴方あなたが、やめると言い出すのではないかと、恐おそれてたんです」

「やめるって、姉さんに挑いどむのを？　なんで今いま更さら？　負けたからって言うんなら、今までだって負けてきてるんだから、やめる理由にはならないだろ？」

「いえ、今までのと今回のは、少し意味合いが違ちがいます。今までは、挑むとはいっても遠回しな、正せい攻こう法ほうに対していうなら奇き策さくばかりを取ってきました。蔑さげすむならば卑ひ怯きような手段ともいえるかもしれません。とにかく、真っ向から挑んではいませんでした」

「まあ、な。それに敗因もほとんどがこっちの自じ爆ばくみたいなもんだったし」

「今回は、なし崩くずしに近いのでしたが、真っ向から挑ちよう戦せんしました。相手と同じ舞ぶ台たいで、自分たちにできる限りのことをして、挑みました。…………その結果があれです。勝負の趣しゆ旨しや方法がどうあれ、あの結果が、あの女と私の現在の力の差です。七百三十対一です。今までとは違い、これ以上ないくらいにはっきりとした形で、その差が出てしまいました。それを目まの当あたりにして、なお、貴方は挑もうと思えるのか、あるいは、私に協力するほどの勝ちはないと思うのではないか、そんなことを、私は恐れて、いえ、疑っていたんです」

「俺が、怖おじ気けづいたり見限ったりすると思ってた？」

「す、すみませんっ。貴方は自分の意思で私に協力してくれているんですから、私には疑う権利もないんですよね。い、いえ、そもそも、人の覚かく悟ごなんて、本人以外疑っちゃいけないことです。それを疑うということは、その人本人を疑うことなんですから」

「それを言われると、今の俺はちょっと応こたえるものがあるんだけどな」

　なにせつい数分前にその覚かく悟ごを塗ぬり替かえたばかり、自分で自分を疑ったばかりである。

「でも、そう考えたら、どんどん不安になって、そんなときに貴方あなたがああ言ってくれたから、嬉うれしくなって、けど、それをそのまま言ったらなんだか恥はずかしいのであんな言い回しに…………って、何を言わせるんですかっ。い、今言ったことは噓うそですっ、フィクションです、実際の心情心理にはいっさい関係ありませんっ。忘れてくださいっ。なんでそんな顔するんですか」

「あ、なんか可か愛わいいなって」

　手て拍びよう子しでの臣おみ哉やの答えを真しんに、真っ正面に受けて、真ま咲さきが止まる。

　臣哉の頭にあったのは、そんな寝ね惚ぼけたことばかりではない。

　答えの出ない悩なやみなんていっさい気にしないような彼女でも色々悩むんだなぁ、とか。

　そんな当たり前のことを、実感し直していた。

　そうだよな。

　姉さんだって人間なんだから、彼女が人間でないはずがない。

　不ふ屈くつだろうとなんだろうと、悩み迷う一人の人間なのだ。

　それが堪たまらなく愛いとおしい。

「こりゃ、惚ほれ直すよなぁ」

　ポツリと漏もらした呟つぶやきに、過か敏びんに真咲が反応する。

「ほ、惚れるっ？　も、もう騙だまされませんよっ、どうせまた姿勢にとか言うんですねっ」

「そういうことにしておこうか」

「しておくとはなんですか、気になるじゃないですかっ」

「そんなことよりも」

「そ、そんなこととはなんですか、なんだか小骨が喉のどに刺ささった気分ですっ」

　なお取りつこうとする真咲を強引に無視する。

　さすがにありのままを話すには、まだ度胸もなければ関係もできていない。

「話を戻もどすけど、俺はあの結果で、姉さんに怖おじ気けづいてなんかないし、真咲さんを見限ってもいない。っていうか、むしろ真咲さんじゃなきゃ駄だ目めだなって思ったくらいだ」

「それは慰なぐさめのつもりですか？」

「違ちがうって。まあ、確かに数字の上では惨ざん敗ぱいも惨敗、大惨敗だけど、収しゆう穫かくっていうのは何も全部が全部数字で見えるもんじゃない。負けたにしても、これは次に活いかせる負けだよ」

「活かせる、ですか？」

「そう。なんたって、あの姉さんを悔くやしがらせたんだからさ」

「冗じよう談だんを言わないでください。どうしてあの女が悔しがるんですか。あれだけの大差をつけて勝っておきながら、まだ不満があるというんですか。貴方の一票までも欲したというんですか。七三十一対ゼロという完全勝利を求めていたというんですか。そんなはずありません。あの女は、票数はもとより勝敗の行方ゆくえにすら無む頓とん着ちやくです。勝とうが負けようが気にしない、傲ごう慢まんとすらいえる無心無関心の持ち主です。それが、どうして悔くやしがれるんですか」

「真ま咲さきさんの言うことはもっともだよ。もっともなんだけどさ」

　言いつつ、顎あごでモニターを示し見るように促うながす。

　真咲は怪け訝げんそうな顔をしつつも、そこに視線を向ける。

　そこに映っているのは、表ひよう彰しよう式の光景だった。

　一位の座を射止めた瞠みは子しが澄すまし顔でトロフィーと副賞の書かれたボードを受け取っている。

「これが、なにか？」

「うん、この姉さんの顔さ。どう見える？」

「どう、と言われても……」

「外そと面づら作ってるからわかりづらいけどさ。俺には、悔しがっているように見える」

「…………そう言われれば、そういうふうにも見えますけど、しかしそれはあくまでも表面上の変化、文字どおり顔に出ただけのものであり、心情を素す直なおに表しているとは限りません」

「そうか？　外面を繕つくろってポーカーフェイスを気取ってるからこそ、そこから滲にじみ出た表情は本当なんじゃねぇかな。だいたい、素すの姉さんは腹はら芸げいどころか顔芸もできない、感情と顔面が直結してる人種だぜ？　学校じゃどうしてかキャラ作ってるみたいだけどな。とにかく、この顔はそのもの、姉さんの心の内を表してると考えて間ま違ちがいない。俺が保証するよ」

　十六年近く間近で瞠子を見てきた、見せつけられてきた者の言葉である。

　保証力はかなりのものだ。

「では、本当に、悔しがっている、ということですか。でも待ってください、だとすればわからないことがあります。なぜ、いえ、何を悔しがっているんですか、あの女は」

「それは……俺にもわからない」

「それじゃあ、私に関係して悔しがっているのかどうかもわからないじゃないですか」

「いや、真咲さんが悔しがらせたんだって思う。勘かんだけど」

「勘ですか。根こん拠きよとしては薄はく弱じやくですね」

「まあ、そうなんだけど」

「しかし、貴方あなたが言うのですから、そうなのでしょう」

「信じてくれるんだな」

「貴方が私を信じているんですから、私が貴方を信じなくてどうするんですか」

　普ふ段だんならくすぐったく感じるほどの言葉だが、今の臣おみ哉やにはとても誇ほこらしく思えた。

「いったいあの女が何を悔しがっているのかは、明日にでも考えましょう。今日は少しばかり疲つかれました。はしたない話ですが、今すぐベッドに顔を埋うずめて眠ねむってしまいたいほどです」

「お疲れ様。でもここで寝ねるなよ」

「わかってます。あ、そうでした、ひとつ、考えなければいけないことがありました」

「考えなきゃいけないこと？」

「はい。チーム名です」

「そんなもん必要あるか？　チームっていっても二人しかいないんだし」

「つけておけば、私と貴方あなたの繫つながりをある程度はカムフラージュできると思います」

「なるほど、隠いん語ごや暗号みたいな使い方をすれば、真ま咲さきさんの名前をいちいち言わなくてもいいのか。うっかり姉さんに会話からばれちまうリスクも減るか。うん、つける価値はあるな」

「でしょう。ですから、何かピッタリなものを考え」

　ましょう、という言葉を搔き消して、携けい帯たい電話が鳴る。

　それはもはや定例となった報しらせで、それでも慌あわてて真咲は電話に出た。

　その直後、臣おみ哉やの電話も鳴り始めた。

　液えき晶しよう表示を見れば姉だったので、出ずに切った。

　そのちょっとした子供じみた反抗が、妙みように気分が良かった。

　スッとした気分に乗せてポケットに携帯電話を乱暴に放ほうり込むと、通話を終えた真咲が。

「あの女ですか？」

「うん。真咲さんはメイドさんから報告？」

「そうです。ようやく後始末から解放されたとのことです」

　後始末というのは優勝者をたたえるささやかな催もよおし、という形のパーティーのことだろう。

　パーティーとはいっても一般のそれではなく、要するに即そく席せきの握あく手しゆ会のようなものである。

　どうやら例年よりも大盛せい況きようのようですね、と真咲が少しだけ忌いま々いましそうに呟つぶやいた。

「じゃあ、そろそろお開きかな」

「そうですね。チーム名は、また後日にでも決めましょう。あまり急せいてもいいものは出ないでしょうから。そうだ、それまでに最低百個は候補を考えておいてくださいね」

「多いな。俺、ネーミングセンスないんだけど」

「そうなんですか？　でも安心してください。私の命名勘かんはなかなかいい線らしいですから」

「じゃあ期待しておく」

　帰り支じ度たくを終えると、自然と二人は扉とびらの前で足並みを揃そろえてしまった。

　ゆっくりと開く扉の向こうには、ぼんやりとした夜の入りの闇やみが見える。

　その奥底から、薄うつすらと月明かりが差し込んでいた。

　構造上、その光に向かって歩いていくことになるのだが、それがなんだか小気味いい。

　微かすかな一筋の光明を目指して歩いていく様は、自分の現状と重なって少し勇気が湧わく。

　さてその最初の一歩を踏ふみ出そうとしたところで。

「そうです、こういう、新規門出にピッタリの掛かけ声ごえがあると、昔教えられました」

「ピッタリって、なに、そんな限定的なものがあるの？　初耳だな」

「私もそうでしたが、なんでもこれを言うのが通例でもあるらしいですよ」

「ふぅん。で？　それを俺も言えばいいのか？」

「いえ、これはどうやら一人用の掛かけ声ごえらしいので、貴方あなたは横で見ていてくれればいいです」

「一人用の掛け声っていうのも、また変な話だな。いいけど」

「あ、ですが振ふりつけはあるそうなのでそちらはお願いします。私がその掛け声をかけましたら、こう、私と一いつ緒しよに拳こぶしを上に、天に向かって突つき上げてほしいんです」

「了りよう解かい」

　拳を振り上げるということは、えいえいおー、に類するものなのだろうか。

　でもそれだったら自分にも掛け声を求めるよなぁ。

　よくわからないが、しかし了解した手前詳しよう細さいを聞くわけにもいかず、言われるまま拳を握にぎる。

　真咲は一度二度、呼吸と心臓を整えるように深呼吸をした。

　そうして、グッと拳を握った片手を大きく引き膝ひざを曲げ、前方に向かって大きく飛び出し。

「私たちの戦いはこれからですっ！」

「それはなんか駄だ目めだろ！」

　突つっ込みつつも。

　でも、まあ、そういうことだよな。

　苦笑ではなく底から笑って、力強く突き上げられた相棒の握にぎり拳こぶしを軽く小こ突づいた。
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　本書の発案から完成までほぼ一年、さらに遡さかのぼること一年、合計まる二年、蝸牛かたつむりのごとき歩みの作者に根気強く付き合ってくださった担当の三み木きさん、荻おぎ野のさん、お二人でなければ本書は（主に内容に対する寛かん容ようさの点で）完成までこぎつけることはできませんでした。

　他にもお仕事があるであろう中、本書にビジュアルを与あたえてくださった松まつ竜りゆうさん。小こ柄がら・無乳・黒ストッキングで、というほぼノーヒントに近い三題噺ばなしでしっかりとイメージにぴったりのキャラクターを描えがき出していただき、感謝の言葉もありません。

　この二年間自分はひょっとして外国で暮らしていたのかと疑ってしまうほど、誤ご字じ脱だつ字じや言葉の間ま違ちがい、誤用を指し摘てきしてくださる校こう閲えつさん。おかげさまで日本語勘かんがわずかに戻もどりました。

　毎回毎回、ＡアスキーＭ・メデイアＷワークスを訪ねるたびにお茶を出してくださる方々にもお礼を。

　上画面と下画面がちぎれる寸前になるまで酷こく使しに耐たえてくれたニンテンドーＤＳに、冥めい福ふくを。

　その他、作者も知らないところでご助力くださった方々、ありがとうございます。

　そして何より、本書を最後まで読んでくださったあなたに最大最上級の感謝を。




　それではまた、残機と機会がありましたら、別の話で。


相生生音









相あい生おい生い音おん

メイドのクロニクル

７０９＋７７８＋３５８＋８４９＋１０１９＋４６０＋４０３＝

そのくらいの分量。

（数字はノベルス版を参考にしています）
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松まつ竜りゅう

色々とリーチがかかった引きこもり絵描き。部屋を圧迫する本とフィギュアのマウンテンサイクルをどうにかしたい今日この頃。









電撃文庫





撃うつ路ろ崎さき真ま咲さきの密みつ室しつプレイ











相あい生おい生い音おん








二〇十三年六月十三日　配信
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